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4 信楽の近江化学陶器( 株) のタイル工場見

学と新製品の品評会

共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学会近畿 支 部

今回近江化学陶器においては ，折角研究を重ねられて出来上った陶板

その他の新製品を ，特 lζ 3 会の会員のうち建築の設計を担当の方に是非

鑑定を願い教示をう けたいと の申出であり ，タイル工場の見学と新製品

の品評会を同社のお招きにより催す乙 とになりました。そのあと近くの

弘法大師を紀る玉桂寺を参拝し ，方丈において抹茶をいただき ，陶器の

下絵付をいた します。 これを焼きあげ，記念品 として後日協会へまとめ

て送ってもら う乙とになっております， せいぜい都合をつけて参加のお

申込を待ちます。

日 時 6月 3 日( 土) 13. 30 ( 集合) →18.∞( 解散)

集合場所 国鉄石山駅前 ・目標会主主

〔怠考〕自由行動( 運賃各自負担… … 国電大阪よ り往復 480円)

往 12.45 国電大阪発上 り草津行新快速乗車→ 13.28 石山着

復 18. 12 " 石山発下 り赤砲行快速乗車→ 19.09 大医者

見学場所 滋賀県甲賀郡信楽町近江化学陶器株式会社タイル工場

( 電 話 信 楽 (07.必8) 2- 0811- 3) 

行 程 13. 40 石山発，近江化学より出迎えのパス乗車

14. 20 近江化学工場着

14. 20→15.40 タイル工場見学の後，新製品の品評会

15. 40→16.40 玉桂寺参拝，方丈に おいて抹茶，陶器の下絵付

16. 40→18 ∞ 玉桂寺発，途中信楽焼売庖 lζ 立寄り ，石山駅着

18.∞ 石山駅にて解散

定 員 60名 ( 本会割当 25名) 大型パス l 台

申 込 往復はがきに限ります。はがきには l 枚 1名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 5 月20日( 土〕までに事業課へ。ただ

し定員を超過した時は抽せんにて決定し ど通知いたします。

4 堂島関電ビルデイング建設工事の見学会

共催 日本建築協会・大阪府建築 士 会 ・ 日 本 建 築 学 会近 畿支部

日 時 6月 9 日( 金) 15. ∞( 集合) →17.∞( 解散)

集合場所 大阪市北区絹笠町 2 ( 大阪高等裁判所西隣)

堂島関電ピ J レ南正面玄関前 ・目標会旗

( 連絡電話番号 344- 8893 大林組 曽綬崎工事事務所)

定 員 60名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1名限りとし ，氏名

- 勤務先名 および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号記入の上 6 月 3 日( 土) までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは抽せん lζ て決定し ，ご通知いたします。

工事概要

建 設 位 置

施 主

監 理

設 計 ・施 工

建l築 敷l地 面 積

建 築 面 積

延 面 積

構 造 ・規 模

高 さ

外 装

工 期

変電所運転開始

用 途

大阪市北区絹笠町 2 Ilt 地

変 電 所 部 分 関 西 電 力 掠 式 会 社 事筋所部分 。関電産業保式会社

関西電力抹式会社

株 式 会 社 大 林組

3. 702. 61 nf 

2. 923.82nf 

変電所邸分 6. 379.73 m' ¥ 

事務所部分 19. 3ω :  i:i :d J 計 25. 769.87 af 

S R C造 地 下 2 F ・地上 12F

地上 42. 5 m  ( 榎準地盤 O P + 3.5m)

コ ンクリ ー ト打放し ， ポンタ イル吹付

昭和45年 6 月20日→昭和47年 6 月30日

昭和47年 6 月

B 1 ・B 2 … 附4普段構室 ・変電所

1  F. . . . 駐車場その他 ・2 F →11F ... … 事務室

12 F …  設備懐械室，ク ー リY グ タワ ー
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4 名古屋市民会館新築工事並びに熱田神宮

会館その他の見学会

共催 日本建築協会・聞東海支部

名古屋市民会館は本年6 月末に竣工し ，あらゆる設備を整えて10月 1

日に開館される こと になりました。客席2.5∞席の大ホールと1. 2∞席の

中ホ ーJ レがあり ，有名な陶芸家や彫刻家の力作になる陶板や大理石 のレ

リーフで飾られ，宏壮優美な大建築であります。 乙れを見学 したあ と熱

回神宮の参拝かたがた，同会館その他を見学いた します。特 !C本会東海

支部の会員方には都合をつけて参加されますよう期待してお ります。

日 時 6月24日 ( 土) 13. 10  ( 集合) →17. 10 (解散)

集合場所 新幹線名古屋駅 l 階ホ ーJ レ， グラスモザイ ク壁前 ・目標会旗

観光ノてス l 台( 提供 大林組)

[怠考〕自由行動( 新幹線または近鉄電車賃往復共，各自負担〉

往 新 幹 線 11. 45 新大阪発乙だま 138号→13.05 名古屋着( 片道 1. 500円)

近 鉄 10.30 上六発特急乗車 → 12.45 "  ( "  1. 160円〉

復 新幹線 17. 22 名古屋発乙だま465号→18. 45 新大阪着

近 鉄 17. 30 "  特急大阪聖堂波行→ 19. 47 難波着

行 程 13. ω→13. 30 名古屋駅発パス乗車( 途中観光ホテ ル工事を

車中見学) 市民会館着

13. 30→15. 30 大体竣工した市民会館の見学

( 連絡電話 ・大林組市民会館工事事業所 052- 322- 3725)

15.40→ 16. 40 熱田神宮参拝， 同会館その他見学

〈速絡電話 ・神宮会館 052- 671- . 4151)

16. 40→熱田神宮会館発 . 17. 10→名 古 屋 駅 着 解 散

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。 はがきは l 枚に 1名限り とし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 6 月10日 ( 土) までに事業課へ，ただ し定員

を超過 したときは抽せんにて決定 し，ど通知いたします。

建築概要

。名古屋市民会館新築工事

所 在 地 名古屋市中区古沢町 7 丁 目1 ・2 番地

建 築 主 名古屋市

設 計 基本段計 一側 目 建 綬 計

設 備 ・・附山下寿郎設計事務所

監 理 名古屋市建築局

施 工 側 大 林 組

敷 地 面 積 14. 205nf 

建 築 面 積 仏370m'

延 床 面 積 28. 245nf 

構 造 S R C造，一部 R C造

規 模 地下 2 F . 一部中 2 F ・地上 6 F ・塔屋 1 F

軒 高 G L + 34. 8m

外 装 乳白色タイル貼

工 期 昭和44年 12月 9 回一昭年47年 6 月30日

o熱田神宮会館

所 在 地 名古屋市熱田区新宮坂町 l

設 計 施 工 側竹中工務底

建 築 面 積 1. 831. 0∞d  

延 床 面 積 1. 528. 809 nf 

構造 ・規模 R C造 地 下 1 F ・地上 2 F

軒 高 G L + 10. ∞m 

工 期 昭 和46年 3 月29日→ 昭和47年 2 月25日

用 途 結婚式渇 ・宴会場そ の他

建築と社会/ 1972年 5 月号 l  



日 本 建 築 協 会 会 告

4 定時評議員会決議お知らせ

昭和47年 3 月29日開催の定時評議員会におきまして ，下記のとおり夫

々承認可決されましたので ，乙乙 lζ 会告いたします。

1. 議長・副議長の選任

議 長 小 川 正 氏 ( 竹 中 工 務 庖 〉

副 議 長 星 広 文 氏 ( 平 和 建 設 〉

2. 役 員 の 選 任

会長，副会長 1 ;名 ，理事14名が選任されました。

昭和47年度会長，副会長，理事氏名

新( 重) 留 任任

本塚長会

!佐野

理 事 |

|彦 谷

( 技術) 1  

宮脇

猛; 欠氏 ( 目 建 役 計 ) '

松 村 雄 吉氏( 松 村 総)

義 貫氏 ( 京 都 大 学 工 学 部)1

!福 田 朝 生氏 (存 腰 建 量 事 務 話)

宏 氏 ( 東 畑 建 築 事 務 所 ) 井 上 j晃 氏 ( 大 建 設 計〕

智 造 氏 ( 大 阪 市 建 築 局 〕 岩 下 久 哉 氏( 鹿 島 建 設〕

出甲氏( 田中小西建築事務所) 奥 島 正 一氏( 大阪大学工学都〕

正 一 氏( 安井建築段計事務所)1小 林 清 氏( 新 住 宅 社〉

邦一 氏Ｈ彦谷建築設 計 事務所 ｾ ｉ 谷口 尚 武 氏( 大 林 組〉

和 正氏 ( 大 阪 府 建 築 部 ) 寺 田 徳 重 氏( 大 成 建 綾〉

西 国 康 治 氏 ( 日 本 住 宅 公 団 〕

堀 内 三 郎 氏( 京都大学工学部〕

山 田 義 行氏 ( 竹 中 工 務 庖 〕

浅 沼 猪 之 吉 氏( 浅 iil 組〕 大 林 芳 郎氏( 大 林 組〕

鴻池 iii 一 氏 ( 鴻 池 組〉 白 井 周 ニ氏 ( 清 水 建 設 〉

( 総合) 1松 村 雄 吉氏 銭 高 輝 之氏( 銭 高 組〕

( 副 会 長 任 期 中 〉
竹 中 錬 一 氏 〈 竹 中 工 務 庖 〕

宮 武 伊 三 郎 氏 ( 建 設 業 協 会 〉

小 称 四 郎氏 〔 太 陽 エ 議 工 事 )

( 電気) I  今 元 康 彦氏 ( 近 畿 電 気 工 事 〉

菅 谷 健 児氏 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

尾 亀 清 四 郎 氏 ( 三 晃 空 調 〕

( 管工) .1高 須 洪 一 郎 氏 ( 朝 日 工 業 社 ) ，

|  清 水 愛 明 氏 ( 清 水 工 業 所 〕

( 建材)

(京都)

土 ｾ ｉ， Ｍ
常務理事

室 谷 山 水氏 ( 室 谷 海 事 )

井 上 ;争 夫 氏 ( 井 上 浄 夫 商 庖 〉

渡辺 窓 氏 ( 東 洋 シ ャ ッ タ ー)

i佐 藤 四 郎 氏( 大

山 田 勝 成氏 〈 兵 庫 県 営 繕 線 〉

仏〉

福 中 定 三 郎 氏 ( 協 会 事 務 局 長 )

2  

4 昭和 47- -8 年度支部選出評議員の選任

各支部選出の新評議員! と下記の方々が当選せられました。

(兵 庫〉

猪 沢 徳 忠 氏 ( 兵庫県建築部営繕課)

岩 佐 直 則 氏 ( 岩佐 III 築投計事務所〉

大 海 一 雄 氏 ( 神戸市住宅局営繕部)

• 

( 中 国)

磁 谷 喜 久 一 氏

大 之 木 小 太 郎 氏

佐 藤 公 男 氏

田 中 恒 三 氏

(東 海)

畠

( 広島県住宅供給公社〉

( 大之 木 建 段 社 長 )

( 浅沼組広島支庖長)

(広 成 建投広島支庖長)

五十嵐 昇氏

水 野 金 市 氏

宮 崎 辰 敬 氏

(京 都)

( 三共 建 築 設計事務所)

( 中 部 工 業 大 学 )

〈宮崎 l 級建築士事務所〕

大 鳥 居 満 也 氏 ( 大鳥居工業所社長〉

木 下 精 一 氏 ( 村 田 機 被 閥 〉

仁 張 一 郎 氏 ( ヒ 張 工 務 庖主〕

芳 山 保 蔵 氏

‘ 近畿建築会館建設資金借入金の

一部償還当選お知らせ

先年会館設置に際し，建設資金として借用いたしましたものに就て ，

乙れの一部償還の抽せんを 3 月29日定時評議員会席上において執り行な

いましたと乙ろ ，下記のとおり償還が決定いたしましたのでお知らせ申

し上げます。尚償還金のお支払は 6 月 l 日より行ないます。

記

ダ イ ケ ン サ ッ シ ェ 側 殿 1  0  O. 0  0 0 円

大 阪 土 木 工 業 側 殿 1  O. 0  0  0 円

内 タト 工 業 岡殿 3  O. 0  0 0 円

閥 中 道 組殿 1  O. 0  0  0 円

同
一

ツ カ ナ殿 1  O.  0  0  0 円

(閥 ノ ザ ワ殿 300.  0 0 0 円

7.1< 野 建 設 附殿 1  O.  0 0 0 円

附山下寿郎設計事務所大阪支社殿 1  O. 0  0  0 円

側 郷 組 大 阪 支 庖 殿 3  O. 0  0 0 円

計 5  1  O. 0  0 0 円
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一一去る 3 月29日開催の定時評議員会において承認されました。一一
4 日本建築協会昭和47年度収支予算
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発 行 所

創 刊 年 月

社団法人 日本建築協会

大阪市東区北浜 3- 37 w 541 

大 阪 ( 06) 23 卜 9 6  4  8  ( 代)

大正 6 年 10月

業種別読者層( % )

建
号E吾又n. •••••••••••• rc':::_ 

.. 1.......... 弓

.............. つ孔
. . :. 39% 

吾E又n. 
計 •••••••••••• 

. . . . . . .. . .. 21%  

公団公社 . . . . . . . . . . 10 % 

年令別読者層( % )

20才まで 30才まで

12% 29% 

.  

地域別読者配本比( % )

ご司 t  也

工τA

ヨ，

近 畿

一 一 ー や

l  

72.5 % 
r  

一早" 一 一，- - 一一J
関 東

一一ーー会 8.2%  t  

--司 園幽

広 告 料 金

l|l|掲、宝載、~頁、、"----'ス寸Wペ法ー¥m、スM ¥ ¥ 

|頁 ( 2 色) カラー| 頁価格

7 テ265X ヨコ190
E  

表 京氏 2  85，000 230，000 

表 京氏 3  75，000 220，000 

表 紙 4  110，000 250，000 

(注 1) 後付各頁のみ 1/2頁 ・1/4頁 ・1/ 12頁のスペ ースがあります。

L  

発 行 部 数 月干Ij 14，000部

体 裁 A 4 判 変 形 ( 225mmX  297mm)  

広 告 原 稿

原稿締切日

平 版 印 刷 な の で 版 下 ま た は オ フ ネ ガ

前々月 25 日 ( 7 月号ならば 5 月25 日)

r届&ー、

庁 .:........... 
. . . 14.5%  

会 社 営 繕

一・・・. 3.4%  ...r 

建 材 _， . . . 3 % 

寸』ム一 オ交 . '. . 2. 8% 

電気 ・管工 . .  1. 8 % 

そ の 他 ....‘ 4.5%  

40才まで
50才まで 60才まで 61才以上

， 

J  

23%  17%  10% 9 % 

'固

.，'，' 

開 R
h晶

東 〉毎

幽 7.9%

中 国

『

ｾ ＳＮＲ Ｅ＠

九 ナ|・|
.[ ーでもト ｾ＠ 2.9%  

北 海 道

四 国 i ー ( 一 ー 1.5%

東 オヒ
一一ｾＮ 1. 3%  

海 タ卜

I  " "掲¥主載、、頁、 ｾス ｔｶ ベ去｜ー｜ m ¥  叫ス

l;1 1頁
カラー| 頁価格

h  
」

J  P テ265X ヨコ190
L  i  I  

前 付 最 初 頁 60 ，000 200 ，000 

前 付 各 頁 50 ，000 180，000 

前付記事対向 55 ，000 190 ，000 

後 付 各 頁 40 ，000 」

一一

(注 2 ) 年 6 回以上の継続掲載契約を いた だ 〈場合は 5 %の割引金 額て. お願いし，そ れ以外はいっさい 害1]5 1いたしません。

G主3 ) 一般デザイン広告以外の特例として、レポ ー トなど本文記事形式て社名 ・イ主F庁・電話番号が記事未尾のみに入る場合、 l 頁につき 30，0∞円の掲

数料をいただきます。
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山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場/ 大 阻 府 間 埠 南 東 別 府 1 - 3 - 6 宮 ( 06) 381 - 9131 - 5  

東 京 世 曜 研/ 東 京 都 干 代 田 区 陣 町 3 - 6  ( 脂 井 開 2 ピ ル ) t:t ( 03)  265 - 8888- 9  

名 古 車 嘗輯 所 / 名 古 鹿 市 中 区 県 3 - 2 3 ー I 4  ( 山 市 ピ ル) 官 ( 052) 262 - 6174 - 5  

晴 間 宮 蝿 所/ 掴 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3  - I  4  ( 菅 原 ピ ル) 宮 ( 092) 43 - 6  9  4  0  

広 島 官 蝿 所/ 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピ ル } 宮 何 回 目 引 - 6  2  0  0  

仙 台 出 強 所/ 仙 台 市 よ 梓 2 - 4 - 4 6 ( 韓 林世 間 ピ ル } 宮 ( 0222) 22 - I  2  5  9  

5  



6  

防 水 革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 」 誕 生 . ノ

画 期 的 な

ふくれ防止シス、テムを採用した

新 露 出 防 水 工 法 が 完 成 /

田島ルーフィング株式会社

"'  吐 東 京 師 足 立 区 小 台 1 - 3 - 11 電11; (03)912-1131聞

神図営実所 東京都千代図巨岩本町 3- 11- 13 電路(03)862-8531閥

田島応用化工株式会社

東京営業所 東京都千代図巨岩木町 3- 11- 13 電話 (03)8伍，6101聞

大阪宮家所 大 阪 市 西 区 京 町 狙 I - 7 4 電話( Q6)l 4l - 5由凶匂

こ の た び 完 成 し た 「新 防 水 仕 様」で 最 も 画 期的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強力 ギ ル ソ イ ド 2 応 分 以 上 の 防水 効巣

を も っ メ ン ブ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・フ リ ー ス キ ャ y プ に よ る 幸 斤 露 出

ア ス フ ア ル ト防 水 工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、露 出 ア ス フ ア ル ト 防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

用 い た 穴 あ き ル ー フ イ ン グ “ フ リ ー ス ポ y ト" を開発、

こ の 分 野 で の 部 分 接 着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ って 、 長 年 ま た れ て い た 防 水 胞 の 「ふ く れ」が

l坊1 . 1 : : て噴きるようになり、さらに寸マ士也カ 、 ら の ク ラ ッ ク

に よ る 防 水 層 の 影 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命 的 な こ の 新 防 水 仕 様 に 関 す る お 問 合 せ は 資 料 前

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。 く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 材 ス フ ー 業 協 同 組 合

東 京 都 干 代 田 区岩 本 町 3 11 ・13 電 話 ( 0幻866- 6101(代)

ω西 町 … ト 事 業 協 同 組 合 者
大阪 事 務 所 大 阪 市 西区京 町沼 1 .  74 電 隠 (06) 441 - 5951(代)

名古屋事務 所 名 古屋 市 西区桜 木 町 3. 8 電 話 ( 05目571- 6 3 6 1

広島 事務所 広 島市鉄砲町 5 番 の 時号 電 信 ( ω22) 21- 0 2  6  6  ペポ

福岡事務所 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号 制 舌 ( 即 ) 2 8 - 2 8 0 7  _<糸. ，zy

ヲ》υ

Jト
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日本建築協会法規委員会

令 コ ー ナ

質疑などの投稿をお待ちしております.

排 煙 設 備 お よ び 非 常 用 の 照 明 装置 に 関する

告示について( その1)

まえカずき

建設省は去る 1 月13 日付て二排煙設備および非

常用の照明装置について，建築基準法第38条の

規定に基づき，その構造基準の緩和措置の告示

を出しています。これについてはこの法令コー

ナーの 1 月号で笑として示されているものとあ

まりかわっていませんが，若干手直しがされて

います。この告示を全然、知らない人も多数いる

と思いますので，これを紹介し ， その概略の説

明をします。

なお，建設省は構造基準でいろいろの条件をつ

けて同等以上の効力があるとしていますが，こ

の告示は緩和措置と考えればよいと思います。

告示前の暫定措置としてのこれらに関する運用

は，当然，廃止されます。大阪市においてもそ

のようにしています。

建 設 省 告 示 第30号

j 建築基準法第38条の規定に基づき ，次の第

l か ら第 3 までに該当する排煙設備につい

j  ては，建築基準法施行令第 126 粂の 3 第 4

号，第 5 号，第 6 号及び第 11号の規定にか

j かわらず，これ らの規定によるものと同等

; 以上の効力があると認める。

第 1 当該排煙設備は 1 の妨煙区画部

分のみに係るものであること。

第 2 : 排煙ロは，常時開放状態を保持す

る構造のものであること。

第 3 ・排煙機を用いた排煙設備にあって

は，手動始動装置を設け，当該装

置のうち手で操作する部分は，壁

に設ける場合においては床面から

80cm以上1 . 5m以下の高さの位置

に，天井からつり下げて設ける場

合においては床面からおおむねl . 8

m の高きの位置に設け，かつ，見

やすい方法でその使用する方法を

表示すること。

排煙設備の規定は 火災の際，建物内部に充満し

て避難のさまたげとなる煙ぎすみやかに外部に

排出することを目的として設けられた ものです

が，その媛が充満している防煙宝画以外の区画

に排煙口が開放していると，その.部分にも煙が

流動するため，排煙口は排煙の必要とする部分

のみに開放し ，他の防煙区画部分は閉鎖してお

くことが定められています( 図 1 )。 これにより

一般に 排煙口と換気口の兼用はできないことに

なっています。

しかし 図 2 のような場合は排煙上いちば ん望ま

ししわざわざ排煙口を閉鎖して手動開放装置

を設ける心要はありません。法文解釈上疑義が

あったので，今回の告示によりはっきりしまし

た。この場合は排煙口を一方で換気口と考えて

むろん支障ありません。 第 1 と第 2 で自然排煙

設備になり，第 l と第 2 と第 3 で機械排煙設備

になります。

ここで注意しなければならないことは令第 126条

の 3 第 4 号 5号 6 号および11号についての

規定のみ， したがわなくてもよいだけで，他の

規定はもちろん適用があるということです。

，、

t k 

l排煙口

( 常時閉鎖して

おくことが必要)

排 煙 口

f (ガラ J 等で常時開訴

図 1 図 2

建 設 省 告 示 第31号

建築基準法第38条の規定に基づき，建築基 j

準法施行令第 112 条第 1項第 1号に掲げる

建築物の部分て二次の第 l から第 4 までに

該当するものについては，令第 126 条の 3

第 I 号の規定に適合する防煙壁の区画をし，

かつ，同条第 9 号の規定に適合する排煙機

を設けた建築物の部分と同等以上の効力が

あると認める。

第 1 令第 126 条の 2 第 l 項に掲げる防

煙畿で区画されていること。

第 2 : 天井( 天井のない場合においては ，

屋根。以下同じ 。) の高きが 3 メー

トル以上であること。

第 3 : 壁及ぴ天井の室内に面する部分の

仕上げを不燃材料又は準不燃材料

て・してあること。

第 4 排煙機を設けた排煙設備にあって

は，当該排煙機は 1分間に 500

立方メート/ レ以上で，かつ，防煙

区画部分の床面積( 2 以上の防煙

区画部分に係る場合にあっては ，

それらの床面積の合計) 1 平方メ

ートルにつき 1 立方メートル以上

の空気を排出する能力を有するも

のであること。

法第 112 条第 l 項第 l 号に掲げる建築物の部分

(表 1 ) は一般に天井が高〈大きし天井の形状

も複雑になりやすく ，令 126 条の 3 第 1 号に規

定する床面積500 m
2

以内ごとに区画することが

不可能に近い場合が多 < . またその効果もほと

んどあカずらないことカf 多い。 したカずってその音ｾ

分と他の部分とを防煙区画し ，天井の高きが 3

m以上でるかつ壁および天井の内装を準不燃以上

にした場合は500 m
2

ごとの・防煙区画は要しない

ことにしています。機械排煙設備にあっては空

気を排出する能力の算定方法がかわります。

これも令 126 条の 3 第 1 号，第 9 号の規定のみ，

したがわなくてもよいだけです。

褒 1

・劇場，映函館，演芸場. 観覧場，公会堂又1; 1. 集会場の客席

・工場 (令126条町 2 ただし曾第 4 号以外のもの)

その他これらに類する用途に供する ( ボウリング場，

スキ -1ι スケート場，水泳場等) 建築物的部分

建 設 省 告示 第32号

建築基準法第38条の規定に基づき ，天井の

高きが 3 メートル以上の建築物又は建築物

の部分に設けられた排煙 口で，次の第 1 か

ら第 3 までに該当するものについては ，建

築基準法施行令第 126 条の 3 第 3 号中排煙

口の壁における位置に関する規定にかかわ

らず，当該規定によるものと同等以上の効

力があると認める。

第 1 床面からの高きが. 2. 1メートル以

上で，かつ，天井( 天井のない場

合においては，屋根) の高さの 2

分の l 以上の壁の部分に設けられ

ていること。

第 2 : 当該排煙口に係る防煙区画部分に

設けられた防煙壁の下端より 上方

に設けられていること。

第 3 排煙上，有効な構造のものである

こと。

建築物の用途によって天井の高い建築物て・は構

造上天井から 80cm以内に排煙口を設けることが

実際不可能に近い場合が多い。一方排煙は火災

時の避難を妨げないようにすることが目的であ

ることから居室の建築基準法上定められた天井

高の最低限 2.1 m以上の位置であり ，かつ排煙

を重力換気の考え方のうえからも円滑に行なえ

るような安全性も加味して，天井の高さの 2 分

の l 以上の高さの壁の部分に設ければ天井から

80 c m以内の位置になくても事実上支障がないも

のとしています( 図 3 )。

しかし排煙口の位置は防煙区画の下端より上部

に設ける必要があります。またこれも令 126 条

の3第 3号 中の排煙口 の位置に関する規定のみ，

したがわなくてもよいだけで，他の規定は適用

があります。

寸ーー一一

2.1 m 

斜線部介→排燈上有効な部介

図3

( 大阪市建築指導部審査課 平林 孝)

強築と社会/ 1972年5 月号



ここにも|生きている

匝=ロ;1 f 陥嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ノ レ

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の施 工 実 績 を 示 して いる の が

くビニロイド 2 号〉 です

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

採 用 い た だ き ま し た

8  

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 . ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

. 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 . 保 温 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 販 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

見t ，;， r. 11 下代 111 区 行 本 町 3 - 11 - 13  

T  E  L  <866>0271- 6  . 6121- 9  

ｈｾＧ［ｉ ｾ ｊｬｦｲ Ｏ 札眺 ＼ ＷＲ ＾ ＶＰＳ Ｑ 仙台 <21>5366 ー 7 ｾ 円 台尽 く ＹＴ Ｑ >3751  

<971>4574 大 阪 <443>9721- 3  細川ｾ <76>  2076<75>0298 



口日本建築協会

建材委員会への質問・回答
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[ 質問]

段近、住宅の角所ｾの不燃化に関連して、適当

なlli 材 を 探 し て お り ま し た と こ ろ 、 「化粧特殊

石 綿 セ メ ン ト 板 」 な る 挫 材 を 広 告 で 見 ま し た 。

[解答] ( 担当 藤 川 愁 委fn

「化 粧 特 殊 石 料1セ メ ン ト 板」 は 基 材 に 「 特 殊 石

綿 セ メ ン ト 板J を 使 用 し 、 表 面 に 何 ら か の 化 粧

読者の頁

そ の 「 化 粧 特 殊 石 綿 セ メ ン ト 板 」 に つ い て 市 販

品 名 、 長 所 、 加 工 性 を 含 む 施 工さす・についてお教

え 下 さ い 。

を し た も の で あ る 。 現 在 建 設 省 認 定 の 「 特 殊 石

綿セメント占反J は 次 に あ げ る 2 品 目 で あ る 。

商 品 名 |  申 請 者 名 |  認 定 梼 号

リ ソ ー セ ル | 米 自 貿 易 附 | 準不燃( 個) 抑制 号

ノ ザ ワ | 準不燃( 側) 第2086号

イiii 巧ト

j写さ 3. 2mm、 外 国 製 品

厚 さ 3. 0mm、 日 本 製 品

現 在 (Il召和 46ij 三12 月 7 日 ) : 建 設 省 認 定 済 み 「 化 粧 特 殊 石 綿 セ メ ン ト 板 」 の 品 目 を 次 に 示 す。

日 首 品 名 申 術 者 名 ; a 定番号 制ii 考ー

ロ ズ 準 不 燃

側 高 島 屋 工 作 所 椴不燃( 例 ) '-'i 2044号 天然、木単板n占りイヒ車主率直 R L ー 1  

ロ : : >( 尊皇耳て蛾者

附目玉 J:h 屋 工 作 所 i . ¥' . l 不燃( 個) 首i 2045号 天( 化然粧木特111殊4反石It占綿りセ メ ン ト 械l百 合 綴 }イヒ車主事& R L - 2  

ロ ズ 準 不 燃

側 ｩｲｾ ) ; ，) 屋工作所 準不燃( 倒 ) tf'; 2046号 天( 化然粧木特111殊板石J l 占緒。セメント 4寅I面 合 板 )化 粧 板 R L - 3

防 火 メ ラ シ ー ト 12 年 製 油 側 i ¥! ! 不燃( 例 ) tf'; 2052号 メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 含 佼 紙n占り

H O K U S A N  

北 』附 ｴ 停不燃Ｈイ ＱｾＱ ) 首12064号 天 然木単板目占り主製 フ ヰ ン D

イ ピ ヱ ス

m斐 川 電 気 工 業 側 訓告不燃 ( 例 ) tf'; 2079号 ジ ア リ フ タ レ ー ト 樹 脂 化 粧 含 浸 紙 貼 り当主 耳ミ 般世 L  

イ ピ キ ャ シ

ｈｬ斐川 ｾｉｉ 気工業附 準不燃( イl司) tf'; 2080号 印刷薄紫化粧ｾ［ｉＮ ｾｮ 占り準 不 燃 L

イ ピ 7 0  

trl 斐 川 f丘 公 工 業 側 ￬Ｎ ｜ ｾ 不燃Ｈイ Ｑ ｾ Ｑ Ｉ ｴｦＧ［ ＲＰＸＱ 一 号 印 刷 稼 業 化 粧 紙R占り皐ー 耳ミ 燃

イ ピ エ ー ス

t I l 斐川 fはうえ工業側 i.¥' .l不燃 ( 例 ) 白ii 2082号 メ ラ ミ ン 樹1m化 粧 含 渋 紙H占り準 不 燃 D

イ ピ フ ァ ン シ

指斐川ｾｉｬ気工業側 ii 息不燃( 例 ) 釘12083号 天然木主ji 板目占り当監 耳て 蛾担 L  

イ ピ エ ス

指孟lj 川 -; G : 気工業側 地 不 燃 ( 個 ) tr; 2087号 メラミン ｴｩｴｬｬ ｬｔ化粧含ｾ紙 ＱＡｬｩ り調主 司ミ 蛾鳴 F  

イ ピ '70

m斐川- ; t L ｓ ｾ Ｈ 工業開 地不燃 Ｈ 例 Ｉ 羽 ｾ ＲＰＹＱ 号 印 刷 簿 業 化 粧 紙f! 占り主隼 耳ミ 蛾書 F  

ア ミ コ

秋 木 工 業 側 準不燃( 例 ) tf'; 2095号 ジ ア リ フ タ レ ー ト 樹 脂化粧含浸紙日占りモ ヱ ン ー D

次に長所、力u工 性 を 含 む 施 工 等 に つ い て 簡 単 に

述 べ る こ と に す る 。

1) 加工性. . . . . j柄 引 き 、 飽 が け は 合 板 ベ ニ ヤ や 箆

オミを 倣 う と き と同一 道 具 で可 能。

2)施 工 .. $T打 ち 容 易 で一 枚 当 り の 重 さ も 縫

i;1 だ か ら 取 扱 い も 簡 単。 一辺より

の安全世T打 ち 距 離 一 . 4  mm 

m孟1 5  - 6  kg/ m
2  

3) 強 い・ ・ ｾｉ 三 Ｇ ｬ［ｾＮ に可後性があり、衝怒にも強

ｾ、 。

'"1げ 強13l: ( kg/ cm
2

) 縦 400- 500

誠一 300- 350

可 俊 性 ー ... 300 R  <参 考 石 綿

スレート( フレキンブソレ』反 )600

- 700 R  >  

シ ャ ル ビ ー 衝 撃 他

縦 方 向 ー. . 6  - 7  kg一cm/cm
2

術 方1" f. . . . . .4 - 5  kg一cm/ cm
2

4) 燃 え な い ー 準 不 燃 材 料 ( 主原料がお新' . セメ

ン ト の 無 機 質 )

5)  Il iC らないー ー 主 原 料 が 無 機 質 で あ る た め 害 虫

も、ねずみの苔む| 坊げる 。水 に 対

し て は 比 鮫 的 安 定。

l吸水率 25% 前 後

Ｖ Ｉ 表聞が平治 ー 法材の表而が平計＿であるため ｾｗ

ｬＳｬＺの ｴｾＮＮＮ 、表而処旦11が 可 能

法 材 の 表 而 接玉n強 J3l: (剥 離 強 度 )

10- 11 kg /cm
2  

〈参 考 石 料l けい般カノレシウム板

3  - 7  kg/ cm'  

疋 ￎｍｉ ｾ スレート

11 - 12kg /cm
2

)  

以上のような諸性質は「特殊; r ，仰セメント板」

に つ い て で あ る が 「 化 粧 特 殊 石 綿 セ メ ン ト 板J

も 大 体 同 じ よ う な 性 質 が あ る L の と 忠 わ れ る 。

化 粧 特 殊 布 綿 セ ノ ン ト 板 は イ ト 械 と お 紛 ス レ ート

の 長 所 を 生 か し た こ れ か ら の 内 装 不 燃 化 で1誌も

注 目 さ れ る 建 材 で あ る 。

口インターナショナル建築

本 多 正 道

Ｒ 月の ＶＰＰ ｻ 子記念記事は、我ＢＢｾ人に忠 ｴ Ｎ ｈ 深

い も の が あ り 、 特 に 、 昭 和 前 期 の イ ン タ ー ナ シ

ョ ナ ル 建 築 述 。J には、学校を出て/ : ¥/ も な い 我 4

もその末尾につらな っ て、市 ｩ 昨証 ｉＨ 会や会誌の制ＮｪＮｪｾ

な ど に た づ き わ っ たりした・J'; も 、 今 は な つ か し

く忠 tｬｾ されます 。 そして、今は上野伊 三 郎氏が

そ の 中心人物1 ' / .1 の 只 一 人 の 生 存者ー で あ る の も 今

昔 の 感 に 耐 え ま せ ん。

当 時mめ た 本 を し ら べ て 見 る と 、 手 J1: に残っ

て J，'f る の は .

Bai i hai i sbucher  

3. Ei n  Ver s uchs haus  des  B aii haus es  

4. Di e  Buhne  

7. Neue Ar bei t en der  Ba uhai i s we，' ks tat ten  

8. Moholy - Nagy : maler ei， Fot oqr af i e， Fi l m 

9. Kandi ns ky: Pi i nt  und Li ni e  zu  F l ac he  

10 . J . J .P.  Oi i d:  Holl 証ndi s he Ar ki t ekt 日r

11.  K as i m i  r  malewi t sc h:  Di e gegens tands -

l os e Wel t  

Coll ec t i on de " L' Espr i t  nouv eau" (L e  C o-

r busi er )  

Ver s  une  A r chi t ect ur e  

L 'Ar t  Decorat i f  d' Auj our d'  hui  

Ur bani s me 

Al manach  d'  Ar chi t ec t ur e  moder ne 

Une  mai son- Un Pal ai s 

Br uno  T aut  

B aut en  

Ei n  Wo  hnhaus  

などで、コノレピュジエのものなどは、 !j 世后にな

っ て か ら も 、 訳 本 が 若 干 出 て 照 り ま す が 、 若 し

IJ;( 本でよlさめたいと云う苦手特な方があれば 、 お ゆ

づ り し た い と 思 い ま す 。

口南側の 車窓から 畑 中 幸 雄

チェ ッ や は り左側1I へ 座 れ ば よ か っ た。 阪急、点

百11線で、京布/1の主主友め所へ行〈途中の' [ l . である 。

朝 日 が 当 た る 方 が い い と 思 っ て 、芋i1" ，/ へ座 っ た

のがよくなかったのである。サントリ Ｍｾ￬Ｇ 盛 山

山!.fコ二上必が見 え に く か っ た。 それは彩、の k子きな抱2

物 の一 つ である 。 い つ も は 北 側 ( 左1f11J ) に座る

の に 、 今 日 に |浪 っ て 朝 が 早 か っ た の がーー ・・ 。

雨11111 に 座 っ たが為に、 1/1)容 か ら 見 え る の は 腹 の

ーっ多くの主II 先 住 宅 等 で あ る 。 田図書11市 に 建 つ

建 売の み で な く 、 建 物 の 多 く は そ う で あ る 。 ゲ

エ ッ と 言 っ て 口を jlV えた くなるのである。 11下日

迄 は 、 緑 色 こ そ な け れ ど も 泥 の 匂 い が し て い た

土地に、派手な瓦とモノレタノレ! j i IJ 毛 引 リ シ ン l次イ寸

の 新 築 住 居併 が 、 ポ コ ン と 地 上 に 生 え て い る の

で あ る 。 ま る で 雨 降 り f主の-i }) ; : i l，である。しかも

そ の群 は 都 市 を 結 ぶ。 交 通 沿 線 の 至 る 所 に 。

1962年 、 ア ベ イ ・ド ・ヨロモンで! 日l か れ た チ

ー ム ・テ ン 会 E設 で 、 ス ペ イ ン で 建 築 家 が 設 g汁し

9  
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大 阪 銀 行 本I苫

・ カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納入 実 績

成

果

多

き

力

l

一

ア

ン

ウ

オ

ー

ル

。

年

ノレ ( 昭 和 38年 )

阪 証 券 会 館 ( 昭 和4 0年 )

都 産 業 会 館 ( 昭 和4 0年 )

大 松 ビ ル ( 昭 和41 年 )

麻 布 ビ ル ( 昭 和 42年 )

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル ( 昭 和 4 5年 )

住 友 商 事 ビ ル ( 昭 和4 5年 )

竹 平 加 入 電 報 電 話 局 ( 昭和 4 5年 )

大 阪 銀 行 本 j吉 ( 昭 和 4 5年 )

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和46年 )

※ 住友商事 ビル、大阪銀行本庖のア テープメン 卜を本社

技術部までご請求 ください 。

ヨィヨコ廿 ＡＡｉＮ 三Ｎｊｾ蟻茸盆祉
本 社 堺 市 松 屋 町 1 - 6  

干 5 9 0 T E L  ( 0722 )  3 8 - 1  1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 11 - 2  ( 三 泉 ピ ル )

〒 101 T E L  ( 0 3 )  861 - 9 4  2  1  ( 大 代 表 )

大 阪 甫 東 区 南 本 町 5 - 14 ( 南 本 町 ピノレ)

干 5 4 1 T E L  ( 06)  2 5 2ー 1 8  8  1  ( 大 代 表 )

ビ‘ユ/ーマケ

東 京 支 社

大 阪 支 社

イ

大

京

10 



て な い 民 家 を 、 自 然 の 傾 斜 地 に ，lf : . べて JI 占リイヤせ

た 作 成 写 兵 を 指 し 、 コ J レ ヂ チ は 「 も は や 建 築 家

は、建築や打/I r/ i に 対 し て 何 も す る 'J' ; がて' きな " J

と言 っ た。

この 人 工 的 な 蒜 -I!， は 、 雨 削 除 ろ う と 有 で あ ろ

うとにかかわらず、恐ろしい述きでそのf J t 、ス

カ イ ラ イ ン を JL: ( ずつつある 。 G N  P  2  i.立:と いう

閣 の 象 徴 で も あ る か の 世11 <。 し か し 、 こ の 現 象

は 、 交 通 機 関 の 沿 線 と い う 一 日/1の所に| 浪られて

いる 。 スモ ァグが そ の 発 生 地 域 を 伎 と す る 附 心

円である石器に 。

アイン y ュ タ イ ン の 相 対 性 理 論 ( よ く 知 ら な

い け れ ど も ) を 当 て は め て み る と 、 そ の ィJ;; -jl :発

生 地 帯 は 釣 合 っ て い る の か な 。 更 に そ の単位を、

大 陽 系 の 中 の 地 球 と い う 所 で 言 う な ら 、 釣 り 合

っ て い る の か な 。 釣 り 令 っ て い る の だ ろ う 主 あ

口読 書感 想 文 2 題

堺 市 立 工業 高 校生

東 大 寺 ( ' i ' [ 山茂 ・入 江 務 官 ・共 著 )

建 築 科 2年生 瀬 戸 田 民 雄

京 大 寺 と い え ば 、 だ れ で も 枇 初 に 思 い う か べ

る の が 大 仏 殿 だ と 思 う が 、 ぼ く も 例 外 で は な い 。

木造主UJ / ! i でこの建物より大きい建物はない 。 し

か も こ ん な に 大 き い 木 造 建 築 で 、 ま ん ，t，に伎が

な い の に 、 ぱ か で か い 崖 般 に 采 っ て い る 数 え き

れ な い ほ ど の か わ ら の 屯 み を 、 ど う や っ てきさ

えることカ':l L :l とたのか。しかもあの 1; 1: ' かでかい

屋 般 か ら 、 ど う ど う と 出 て い る 軒 、 あ の 軒 を さ

さえるたゲコに ｬ 立、そうとうなこと ｦ ごったと ＮＧ￰ＮＮｾ う 。

?干 の 技 術 で 、 こ れ が 出 米 た と い う こ と は た い し

た も の だ と 思 う 。 す ば ら し い 建 物 は こ れ だ け で

は な い 。 仏 像 を 保 存 す る た め の 正 念 院 な ど も 小

太陽系という物体が、 一 つ の何 か を 追 っ てい き い が 、 た い し た も の だ と 思 う 。 何 で も な い よ

る 内 の 原 子 で あ る と す る な ら ば ( 太 陽 を 原 子 絞 う な あ の 日 本 の 公 候 に あ わ せ 、 利 用 し 、 日 本 だ

と し て 、 水 昼 、 金 星 、 地 球 、 火 昆 と い う mf が、 か ら こ そ 出 米 た あ の あ ぜ 合 法 り も 日 本 の 木 造 建

武 道 と い う 軌 道 を 回 っ て い る 。) 宇宙を 一 つ の 生 築 の ほ ん と う の 姿 だ と 思 う 。 し か し 、 な ぜ 聖 武

物 ア メ ー パ ー と す る な ら ば 、 も し か す る と 太 陽 天 皇 は あ ん な に ば か で か い 仏 を 作 っ た の だ ろ う

系 な ど は 、 ア メ ー パ ー が 体 を プ J レンと動かした か。 日 本 の 仏 像 は 、 外 国 の 神 殿 と 同 じ よ う な も

H寺に落ちるべき不必要な表皮かもしれなし、 。 こ の だ ろ う か。 神 殿 は 見 え な い 所 も て い ね い に 手

の ア メ ー パ 一 線 か ら 見 る と 、 ';[ -f は む ろ ん 原 子 を ぬ か ず 作 つ で あ る 。 同 じ よ う に 仏 像 も 、 心 を

伎 で さ え も 、 会 く ど う で も い い 物 で あ る 。 そし こ め て 作 ら れ で あ る 。 しかし、神や仏は、人/ : 11

て文不必要な表皮が孫ちるのも、全くの白然} J l . が作り ｴｩｾ すものではなく、人間を作るものだと

象 で あ る 。 忠、う 。 こ ん な 仏 を 作 っ て い っ た い だ れ が よ ろ こ

電 子 の一 つ地球の0 : 1: 0 で、大会i 汚 染 が 11ろうと、 ぶ の だ ろ う 。 聖 武 夫 阜 の 作 っ た こ の 大 仏 は 、 規

騒 音 が 発 生 し よ う と 、 各 般 公 害 の 花 咲 いl字、ま 肢 は 小 さ い が 、 サ エ ジ プ ト で 、 王 が 、ピラミッド

し で も や 人 工 的 な 務 引 の 発 生 な ど は 会 〈 ーー・・. .  を 作 っ た の と た い し た ち が い が な い と 思 う 。 ピ

そ こ で は 人 工 的 な 物 で あ ろ う と 、 - )pそ の 涼 か ラ ミ ソ ド を 作 っ て よ ろ こ ぶ の は 王 以 外 誰 が い る

ら 外 れ て 見 る と 全 て 自 然 現 象 な の で あ る 。 今、 と い う の だ ろ う 。 こ の 大 仏 を 作 る の に 、 労 働 者

君 の 足 元 で 蛾 が 巣 を 作 っ ている 。 蛾 に し て み れ と し て 、 ど れ い の よ う に 使 わ れ た 百 姓 た ち の こ

ぱ 、 大 変 主 建 築 工 'J'; である 。 一 一生産工( (( J ? 一一ー と は 考 え な か っ た の だ ろ う か。 百 姓 た ち が す す

し か し 、 人 煩 か ら 見 れ ば 全 〈 何 で も な い 、 ご く ん で 、 大 仏 を 作 る の に 協力 し た の な ら な ん と も

当 り 前 の 自 然 現 象 な の で あ る 。 い え な い が 、 た ぶ ん 、 有 姓 た ち は む り や り 作 ら

こうして主I ! 先住宅を見ていると、! . ! t .， lmみた さ れ た の fごと思う 。 そ れ に つ け て む と に か く こ

い な 公 が し て き た 。 そ れ で も ま だ そ の 対 色 を 兄 の 大 仏 、 ま た こ の 大 仏 に ま け な い ほ ど の 大 仏 殿

る と 腹 も 立 つ し 、 ゲ ェ y ー と も い い た く な る 。 は た い し た も の だ と 思 う 。

や は り 自 然 現 象 で あ っ て も ど う に か し た い む の ま た こ の 東 大 寺 に は 、 大 仏 殿 や 正 念 院 だ け で な

である。 <い ろ ん な す ば ら し い 建 物 が あ る 。 ま た 東 大 寺

そ の 日 友 側 に 座 ら な か っ た け れ ど 、 良 か っ た た' けでなく、奈良にはも っ と い ろ ん な す ば ら し

の か も し れ な い 。 そ の 日 は 雄 先 住 宅のJ ニlこは界 い 建 物 が あ る の で 、 今 ま で に 何 度 か 行 っ たこと

モ y グ は な か っ た。 が あ る が 、 こ の 本 を 読 ん で 今 ま で に 行 っ て 気 づ

だ夜、の自には、建売住宅や、自動車教 ｾｐｦ 所 か な か っ た と こ ろ 、 み の が し た と こ ろ を 、 も う

や、大きな切妥昼般のアノマートや、 3だめなくな 一 度 こ の 自 で は っ き リ と 兄 さ だ め た く な る ほ ど

っ た 大 木 や 、 沈 滞 物 を 干 す 主 射 の 姿 が 凡 え る 。 だ。

そ れ が 今 日 の 入 額 が 作 り あ げ た 文 明 の 姿 な の で ピラミッドのことを ｉ ｟ ｉｾＮＮＮ 、て少し思 っ たことだが、

ある 。 ゲエ y 一 人 II f I を苦しめて作られた建築でも、りっぱな建

r . / ! i ならば、人 11¥1の た め に 作 ら れ た 建 築 を お し の

けて、ノK 迷 に こ の'/!l:に の こ る も の だ な あ と 思 い

知 ら さ れ た よ う な 公 が す る 。

日本建築の再発見

建 築 科 1 年 生 橋 本 隆 則

日本人は Ｑ ＧＱ問の主ｉＡｾを知 Ｑ らないと思う 。

外 1"1人 が 今 か ら 50年前米たとき、日光! 街が日本

で紋も 11価 値 あ る 建 築 物 だ と い う と 、 日 本 人 も

そうだというし、今も伊鈴事/ I ' ! 主と佳荷lf . 宮こそ最

もt ' t . i l l な建築だといえば、日本人も又そうだと

い っ て や っ と 自 国 の 建 築 を 再 認 殺 す る 。 ま だ

発 見 の1im11庄 の あ る 建 築 が あ る か も 知 れ な い 。 だ

が そ れ も 外 問 人 に よ り 再 び 再 認 、 放 さ せ ら れ る で

あ ろ う と ぼ く は 思 う 。 タ ウ ト の 旅 行 先 の 白 川 村

を初 め t，! ... 、たいの旅館 は み ん な の 歩 〈 音 や 、 話

J 1 i 、笑い) l i な ど が 速 く は な れ て い て も 11f l こえた

りする 。 文 障 子一 室 で 部 盛 と 廊 下 を 仕 切 っ て い

た り す る 、 婆 す る に 家 屋 全 体 が一 つ の 部 屋 で た

だ見たJ 1RI ニ 仕 切 が し で あ る だ け で あ る 。

今 で は こ の よ う な 建 築 物 が な い に せ よ 隊 子- ill

で は お ち お ち 併にんでいられないだろう 。 そ れ に

水 の 流 れ や 小 鳥 の 鳴 き 声 な ら け っ こ う な こ と だ

が、人の最jf，' l ' T ではたまったものではない 。

そ れ か ら 新 潟 で は 土 地 が 極 度 に き り つ め で あ る

ら し く 、 家 と 家 と の 1111は 30cm位 で あ り 、 ま た

出 入 口 の 所 に 便 所 が お い て い る よ う な 所 だ か ら

央公などはすごし、。 こ の よ う な 所 が あ っ た の だ

から今の{ 近所の臭気などはないようなものだ。

ま た 、 行 く 先 所 々 に 諜 詳 昼 般 を 見かける、又型地ん

だ木組と白壁、平たく傾斜した都担保昼似に ttl l
石

が 載 せ で あ る 風 景 を よ く 凡 る 。こ の よ う な 家 が よ

く門然と ，VI，] ; f 1l したものだJ 、やこ の よ う な 家 だ か

らこそ，'01，] 1' 日したのだろ う か 。 そ れ か ら 秋 田 の 方 で

はカマクラを見た 。 はじめは ｾ Ｚ ｲｲ ばかりだったが今

では. ｉ ｾＧ だけでは崩れ落ちる心配があるから、天井

には勺・の代りに竹貨が載 せ て あ る 。 そ の 巾 で も

ち を 食 べ た り 、 お ぞ う に を 食 べ た り す る 。よく- : 5'

の 小 で火をイＧ｜￫うのに Ｇｉｾ Ｇ がとけないものだと思 っ

た。 そ れ ゆ え に カ マ ク ラ と は お も し ろ い 怨 物 だ 。

金 待 旅 館 で は 三 /1皆 の 客 室 は ニ }J が 組 り 紋 に な

っ て い て 、 い ま 一 方 に 愈 が あ い で あ る 伎 に 入 っ

て か ら Ji J i . ¥がはげしい次山すと、ガラス戸がイ主っ

ぴてガタガタなったり、 ＯＱ 皆下 の下洗 ｦｾｲ からは階

段が 二つ もあるのに府央が＿Ａｾｻよ っ てくる 。 この

よ う な 所 は 現 在 で は 安 ア パ ー ト 位 で あ る 。

位 向 性 留 に お い て 初 め の 門 を く ぐ り 、 そ れ か ら 小

さ な 玄 関 の 1mに 入 り 、 こ こ か ら さ ら に 大 き な 玄

関 の rmに 進 む と な っ て い る が 、 こ れ は 2 つ の 玄

関 は ど う し て 必 要 な の か 訓 和 の た め か 、 飾 り か 、

そ れ と も 必 裂 な の か わ か ら な か っ た 。 そ れ か ら

この写兵、佳荷量 Ｒ 主・ Ｑ 朗 ｬ 庭から Ｔ 公多ｾｾ［ｲＮなどを ＾ｌ て何

か さ っ ぱ り し た j孔長や、 見 て い て 気 持 ち の よ い

庭 な ど が あ る が 、 そ れ は こ の よ う な 広 い 土 地 、

お 金 が あ る の で で き る が一 般 に は こ の よ う な も

のカeて' きな L 、tごろうかと忠、った。

今 の 建 築 物 は 池 上 何 階 だ と か 設 備 と か は り つ i

で も 、 佐 離 宮 な ど の よ う に す み や す い と か 、 そ

こ に 住 ん で も 気 持 ち が お ち つ く と い う こ と が な

い し 、 か ど の あ る ご つ ご つ し た 人 川 に な る よ う

な 公 が す る 。 ぼ く は主I ! 築物とはその人に安らぎ

を あ た え た り 又 人 の 公 持 ち 性 的 を も 変 え る の で

は な い の か と 思 う 。 又 こ の よ う な 佳 離 宮 や 伊 勢

神' 白・そ の他 の す ば ら し い 挫 築 物 は 後 世 ま で 残 し

ておく必裂があると思う。
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ
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開閉縫

L 型

電 動 開 問 機

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ ァ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す。

この ｉｾ 日間機には独創に満ちた新機構が数多く取り入れられて

おり( 特許 3 件、 実 用 新 案 2 イ牛を出願中) 、減速機 、 モータ一、

ブレーキ機構、停電H寺用手動装置はもとより、リミットスイ γ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

納 め で あ り ま す 。

従 って 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、 シャァター 問問機の決定版といえるでしょう 。

出 願 中 特 許 リミ γ トスイ ν チ 実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 橋

ガ パ ナ 機 川

手 動 機 情

お よ びL 型 機 構

チ エ γ 収 納 箱

- 特長・

1. 開問機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない真直なシャッタ ーケース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4. 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機摘。

6  給油の必要がありません 。

7. エンドレス強力ローラーチ工ンの内造。

8 . リミ ッ ト・スイ ッチを 完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遠隔操作いつれも可能です。

制 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 fJi 九 子 点 3 丁 目 1 1 5 9 l f d也o' 1! . l I i ( 代 ) 中 原 (41 )6325 営 業 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁目 3 8  ｾ住地包訴 Ｈ代 ＩＨ ＳＰＱ Ｉ ＳＶＵＶ 東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九 州 工 場 福 岡 県 粕 屋 邸 粕 屋 町f中原釜底 2 7  2  7 番 地 電 お( 代 )( 65) 6 1 3 1  滅 菌 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 田T 2 丁目 1 2 訴 地 屯 .1[;( 代 )( 361 ) 7 4 4 1 償 浜 岡 山 宮 崎
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建 築 と 社 会

二L

ニュース原稿をお送りくどきい。

- 日 本 建 築 協 会 創立 記念日

の 集 い

日 本 雄 築 協 会 で は 去 る 3 月30 日 附 午 後 2 11寺から、

ｧＱ ｊ ｩｬＺ ＵＵ 周年を記念して、 ｍｉｾ［ 給会館新 ￟￭ｩ 7  1; 皆ホー

ノレにおいて、役只 委 只 ・招 待 者 な ど60数 名 の

出 席 の も と に ti lJ 立 記 念 日 の 集 い が開 催 さ れ た 。

映 阿 「 日 本 の 産 業 技 術 」 に つ い で 、 「今後の経

済 の 見 通 し と 問 題 」 と 越 し 、 住 友 銀 行 取 締 役 ・

住友ビジネスコンサルティング鮒社長、今井i f J

氏 に よ る 記 念 総 話 が あ っ た。

ひ き つ づ き 祝 賀 パ ー テ イ が 、 塚 本 会 長 の あ い さ

つと束畑名替会長の乾材、の 1!rIi1i で 初 め ら れ 、 午

後 4 11寺 半 盛 会 の う ち に 閉 会 し た 。

あいさつをす る塚本 会長

- 高槻市への開発許可事務

の 委 任

大阪府ではこのたび高槻市へ都市計画法にｾｊｩづ

く下務の 一 宮 ＱＱ および宅地 ｩｚｴ 成規制法に基づく Ｇｊｾ

務 の一 宮11 を 委 任 す る こ と に し た。

(1)委 任 の 範 閤

1) 行11市 計 画 法 m29条 か ら 同 法 貨147条 ま で の 1; 日発

許可 Ｇｊｾ Ｇｦ，￭Ｕ ( 開 発 行 為の 許可、工・j ¥- 完了の検査 、

開 発 登 録 簿のii1t. j 製、 イ泉信Z な ど ) お よ び 同 法 第80

条 第 1 J貨 か ら 同 法 m82条 m 1  J質までのf J 日発祢可

に係る既' E ' f 処分 、立 入 検 公 等 に 限lする・J W:il。

2)宅 地 造 成 等 規 制l法 第 8 粂 か ら 同 法 第 19粂 ま で

の宅地法成に限 ｪ する工 ・ ｊ ｾ の許可事務およびこれ

に付属するお務Ｈ工 ，Ｍ ｊ ｾ の許可、工 Ｇｊ 工完了の検査、

ｩ 主反工 Ｇ ｊ ｾ に対する処分、危険宅地に対する勧告、

改 善 命 令 な ど )

Ｈ 注 Ｉ 委任の ｩ 随 Ｑｭ は、さきに委任している ｾｉｴｬ 市、堺市

と同線市街化区域に係るむののみであるので、市街

化活i鍛区域内での1m発行為、宅地造成等に ついては、

従前とＡ日 ｬ 様本 ｉＨＮｦ 主 ｉｉ 築持 Ｑ ｜ＱＩ日発指導ｾＢＪにおいて取扱九

(2)lj 血11' 日 11召和47年 4 月 1 日

建 設 者 た ち ・ 枠 を も っ 人 物 1951 

. レジェ展開催

フランスの画家フエノレナン ・レ ジ ェ の 展 覧 会 が 、

3 月 か ら 5 月 に か け て 東 京 、 名 古 屋 、 福 岡 で 聞

かれた。

今 回 の 展 覧 会 は 、 油 彩 画50 去をはじめ、水彩画、

グワ y シュ、討さ描を含め 102点 の 大 回 顧 展 で あ る 。

「ホ真実 の な か で 完 全 に 砂 自 由 で あ る こ と 、 そ

ニに 、通 常 、発 明 家 、 あ る い は 芸術 家 、 詩 人 と

い う 各 で 呼 ば れ て い る 叙事 詩 的 人 格 の ド ラ マ が

ある j F レ ジ ヱ

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

- 役員 、委員の見学 と懇親会

日 本 建 築 協 会 で は 去 る 4 月 8 日 出 、 桜 花 満l非! の

好 JlI Jに 、 昭 和46年 度 役 貝 、 委 員 約80名 が 参 加 し

て 、 京 都 で の 見 学 と 慾 親 会 が 催 さ れ た 。

12時 半 パ ス 2 台 に 分 乗 し て 中 央 公 会 堂 前 を 出 発 、

午 後 2 時 よ り 治 北 の 上 加 茂 神 社 参 拝 の 後 、 京 都

国際会館で、ｾ築工事的見学があり、ひきつづ

い て 会 館 地 階 築 会 場 で 懇 親 パ ー テ ィ 制 作j似 さ れ

た。

. ビ ル の 中 に 緑 の 森 林

大 同 生 命 本 社 ビ ル

K K竹 中 工 務 底

I次 回 市 江 坂 に 、 今 秋 、 森 を い だ い た 全 面 ガ ラ ス

目占りの 15階建てビノレが完成する 。 大 同 生 命 本 社

ビノレで、同社の創業70周 年 記 念 事 業 の - 1. 誌とし

て、文、 l次 悶 市 の 南 l次 岡 市 街 化 計 画 の 第一 弾と

し て 建 設 さ れ て い る も の で 、 完 成 す る と 副 都 心

の ラ ン ド マ ー ク 的 存 在 と な る 。

このピノレの大きな特徴は、 H 骨 ま で 吹 抜 け に し

た 京 大 同 プ ラ ザ " で 、 平 而50 m 四 方 、 天 井 口17

m の大空! 日l に、緑の樹々を植え、庁、をつくリ、

人 1"1¥"1と 植 物の 一 大 空 川 を 尖JJl させよう というもの。

こ の 計 画 は 、 竹 "1' 工 務 屈 が 昨 年 1 月 よ り 始 め た

‘ 設 計 に 緑 を 砂 運 動 の一 環 と し て 進 め ら れ た。

泣 か な 環 境 づ く り を め ざ し 、 自 然 の 山 野 の イ メ

ー ジ を 再 現 し た こ の プ ラ ザ は 、 回 り に y ダ が 生

い 茂 る 遊 歩 道 、 樹 訟 に レ ス ト ラ ン を 配 し て い る 。

ピJ レ の 住 民 も 、 地 元 の 人 /:l b こ の 空 間 で 惣 い の

時 を 過 ご し 、 失 わ れ た 自 然 を 取 り 戻 す。 新 し い

環 境 創 造 の 1 ケ ー ス と 言 え る だ ろ う 。

大 同 生 命 本 社 ビ J レ

ｾ，ｉ ｉｏ 也 ｬ 而ｦｬＧＱ 3，980m
2  

ill 築Im.ft' 1 2， 582m
2  

延 岡 村1 31，124m
2  

附 i1i S R C 造- ims 泣、 15 F 、 B l . P H l  

工 J l I J 45_  10_ 25- 47_  9.  30  

村 Ｈｴ［ｴ ｾ ｦ Ｍｩｩｬｬｩ ＱＱ ，段 Ｔｩｌ 何 Ｚ Ｍｩｩ｜Ｍｾ ｫｊＮｩ ｟Ｚ 築制であるアラカン、シラ

カシ、クスノキ、ユーカリ、ギンパアカ

シア等内向木約 1∞本を中心にウパメガ

シ、ヤツデ、アオキ、クチナ y 、カズラ

等の Ｑ 但木、 ｹ ダｊｲ ｩ を驚 ｾ ｉ ｾ させる。

I F平 面 図

13  



データ通信と建築

ｓｴ 白 ｾｴｓＺ ?  

@  

tCH口一日

杉 本 俊 一

新 し い 建 築 ラ イ ブ ラ リ ー

1ι ノマ公社のデータ II ! I幻サ ービス D E M O S の '1'

に 処 築|比l係技術- / ' i ' lo'l けの サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム と

して F R A P. D Y N A .  E C H O - A l の 3

なお、 j";: I I ! I スラプのほか) J ; 礎スラブも設計する

ことカ ξ て・きる.

1  • 2  小ばりの設計

R C造の: i ! s 続小ぱリを対象とする 。 小 ば り の 断

ｦｦｬｩｊｦｾ 状は長方 ｊｦｾ でハンチはないものとし、ス ｊ マ

ン数は 10スパン以内とする 。 応力の解法{ 立、大

ば り の ね じ れ を 々 泌 す る M$1: 法と時$ 1 : 法が周忌

tれL ているが、車村1J内';昨I

を」未毛匁知l数とした変イ位立法により行なつている。

1  • 3  地下壁の設計

長方形の ｒｃ ｩｩｬ の地下 ｾｉＡ で、 ｴ 拾の周辺支持条件

が 図 ー2 に ぷ す よ う な 2 形 式 を 対 象 と す る。 有1

_ i T ( 状態は凶 ・3 にボすように」ニ圧および水圧な

どの rM外 桁 if( で水‘ F 万 lo'j に一 定な等分イli 荷m. お

よび等変分イ1; 桁 弔 を 屯 ね 介 せ て 抜 っ て い る 。 ま

た 、 辺 氏 比 は 4 以 内 と し て い る 。 な お、憎め F亡、

;J J 解 析 の 万 法 l主スラブと同じ方法で行なってい

る。

1 ・4 独 立 フ ー チ ン ク 基 礎 の 設 計

政 r(JjがU: 1J J 杉の R C . i 1t の独立フ ー チ ン グ基礎で、

l丘彼法起さとくい法従を 1寸* とする。

計 算 機 能 は 大 別 す る と ( 表 ・A ) のようになる 。

l立J安J主総てイlo i I 心がある場介は、ぽ rfii 上 の 偏 心 お

よび1111げ に よ る 偏 心 を 扱 う こ と が で き 、 底 而Iの

j形を与えて断 r( i ] J ) t 計を行なう 。

也被; ! J ; s症で似心のない場介は、 mr" 力 に よ り 底 而

を 正 方 形 と し て 必 弘' な大 き さ を 決 定 し 附 而 設 計

を行なう。

手間J i があ' ) JJl.イE サ ー ビ ス さ れ て い る 。 こ れ ら の |  く い 法 慌 の 場 介 は 、 〈 い 本 数 16本までとし、〈

プ ロ グ ラ ム に つ い て は rj 可号までに紹介されJ記明 |  い配置は仕様で定められたパターンのみとする。

したが、即時処J l ll 川 ライブラリ ・プログラム E I  1 ・ 5 独 立 擁 壁 の 設 計

C H Oシリーズとして E C H O - A l にあい、て |  反 T 形および ｌｊ ｦｾ で独立に安定するように設計

泣 く サ ー ビ ス す る 予 定 ( 47年 6 J J ) の E C H I  される R C巡 の 概 略 を 対 象 と す る 。 持l!l: ，! の す べ

O - A 2 ， E C H O - A 3 ， E C H O - C l  I  りの検討、水、1'" 方 IIl j に 対 す る す べ り の 検 討 、 按

(E ngi neer i ng C onver s at iona l  and  H a ndy I  地 庄 の 検 Jす、持lp: ，t を 合 む 糾 rfl i全 体 に 対 し て す べ

o r i me  pzogr am-I C IVi l- eng ine er mg- 1). |  りrfii を問 1J.[ と仮定したすべりの検討および| 析而

E C H O ー C 2 の 4 純 航 の プ ロ グ ラ ム に つ い て |  設計ーを行なう 。

慨喜Eを説明する。

E C H Oシ リー ズの ライブラリ ・プログラムを

つ ぎ に 示 す 。

E C HO- A  1  建 築 械 造 設 計 一 I

E  C HO- A  2  建 築 構 造 設 計 Il 

E C HO- A3  建 築 情 造 設 計 ー 111

E CHO- C 1  : 平面解 析 幾 何計 算

E C HO- C 2  道 路 ・敷 地 造 成 工 事 ・土 量 討 算

l '  E C H O- A  2 の概要

E C H O - A 2 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 巡 ら れ た

主主築物の千千百11桃i J i J ) t J  ，- を行なうためのプログラ

2 ' E C H O- A 3 の概要

E C H O - A 3 は i l l mお よ び 上 木 設 計 で 利 用 さ

れ る 斜 rfii の 安 定 計 算 と 建 物 の 建 設 に よ っ て 地 銀

中に生ずる地 ｲｾ ，応プ ｊ '  ｉ 玉管沈下祉の ｾ Ｍ ｉ Ｎｾ 鮮を行な

う た め の プ ロ グ ラ ム て ¥ 学 会 r Ｉ，ｾ総 主 ｬｉＮ準 」に準

拠 し て い る。 こ れ ら の 川 成 を 炎 ・C にぷす。

な お 、 こ の プ ロ グ ラ で は一 時 的 に デ ー タ を 記 録

しておくワーク ・ファイ J レを 1!l! JTJ しているので、

デ ー タ の- tmを必新して a- J - $ 1 : を繰返すことがで

きる。

2  • 1  斜面の安定計算

ム で 、 学 会 r R  C  tJi. i¥f ' J お よ び r Ｉ，ｾ従Ｉｊ￬Ｎ ｩ ｜ｦ ｉｊ に |  山止め、独立# 証明などの例築物を合も? 干 I而の安

椴拠し、 つ ぎの 5 種 類の 計算 機能 が あ る ( 表・8 )0 I  定 計 算 を 行 主 う が 、 斜 凶!の iJl i右足のすべり而は円

なお、昨ドによって入力データおよび，:I' f / 結決 |  狐 と し 、 す べ り 円 の 泊 る 位 置 と '1' 心を与えて日?

を一 覧 表 形 式 に 製 点 し て 出 力 す る こ と が で き る。 I 動 お よ び 紙 抗 モ ー メ ン トを分; 別法によ っ て 計 算

1 ・ 1 ス ラ ブ の 設 計 |  し安全率をポめる 。

iと} J I形の R Cj 1i のスラブて¥イiil i r( は守

の み を 抜 い 、 ス ラ プ の 周 辺 支 特 条 件 は l語1， 1 に
彼数のi J ! ; 築物の池波による事fr.nに対して、 J也総

ぷ す よ う な 7 形 式 を 対 象 と す る 。 ス ラ ブ の 応ブ) I  1人l の 任辺、の位 凶 でI也盟主1' 1' に生ずる I也'1'応力の( ，1

WHJ r の )j' 法は，i止，1hi:. : j J ( M.  Q ) お よ び た わ み |  鉾を行なう 。 処 築 物 の 必 儲 か ら J 也君主に加えられ

をコン 7 リートのポアソ/ 比を 11 6としてイ布il限以 |  るM不荷苛 R町{は立;t，λ点t

虫袋! J必E叫υ法2て，つよボRめ て、 辺 iμ毛比を，パマラ〆一タと した|山附比則1 !  たJ地也 '1い1けlど7力J はA処主物，幻悠1，ぷi没;止t凶凶dが的ij のイ布T拾刻効'JJj地也 t中1ドJ J，応ι およぴ廷建
E  

数式て，)点4是- わしてプ口クグe ラム 件内j に組み込んてで，いる o I  物の建設によって生ずる- W1}J ll j也'1'応プJ である 。

図 1 周辺支持条件

ロo
4 辺固定 3 辺固定

| 辺自由

口口
2 隣辺固定

2 隣自 由

3 辺固定

1 辺単純支持

5  6  

ロ2 隣辺固定

2 辺単純支持

対向辺固定

2 辺単純支持

4 辺単純支持

図 ， 2周辺支持条件

日 o
4 辺固定 3 辺固定

l 辺自 由

図， 3 荷重状態

色 i 色



2  • 3  圧 密 沈 下量 の 計 算 | 表 . A

絞数の建築物の建設による荷量に対守して、任意 I  r 一一「 傷 心 が あ る 場 合

の位 ｦｅ で地盤中に生ずる地中ｾｴＭカの ｗｉ 力 ｮ を求め、

圧富・沈下 1.1の 計 算 を 行 な う 。 荷 重 は 2 ・2 地 中

応 力 の 計 算 と 同 じ よ う に 取 抜 う 。

なお、圧密沈下訟の計算，は粘性土の圧密層を対

象とする 。

3 .  E C H O- C  I の概要

E C H O- C l は土木， 狙挫Ａｾ築 ｅ の設 ｊ計十や ｢施血工てで，必

喜要Eとなる平I而筒解析幾何計

グラムてで，、面 ｨ椴 ｬｾｦ 計 Ｑ算 ＱＺ 、 トラパース iWJi l J : の誤差澗

戦計算、道路配置設計ーなどおもに iWJi l J : : l 十鈴に|刻

{ 系した: l j -rr を行二なう 。

このプログラムでは、土木、建築の技術おーがそ

の ｾＧｩ 門分野で日常使用している技術 ｦｮ ｴｩ Ｍｬ ｦ に近い

問 題 lilJ き コ 務 ( ( P r ob lem 0  r  i ent ed L anguage )  

でコンビュ ー タに命令を与える 。 命 令 訴 は 5 4

t.'l!類f l Hまされており、点 ・線 ・円 弧 . ? ロソイ

ド ｉｉｉｉｾ に ｉ 刻する座棟、線の長さ、 ｉ 倒的等を級う 。

4 . E C H O- C 2 の概要

E C H O- C 2 は道路工白Ji . およびリli.U t!!..i.i1lj)(: J 二・Ji.

における切土およひ' ¥l lt 土の土益計$ 1 : を行なうた

め の プ ロ グ ラ ム で あ る 。

なお、敷地造成エタJ'; の 土i注目「針ーは断 l師法または

枠1 (-.'.'X法による 。 こ れ ら の 川 成 を 表 . 0 に示す。

また、入力データおよび計算結氷ーは利用者ーファ

イ ル と し て 保 存 す る こ と が で き 、 フ ァ イ ル の デ

ータをi l I . tfr し て 計 算 を 繰 返 す こ と が で き る 。

4  • 1  道 路 工 事 の 土量 計 算

j 立路 ーに'Ji . における1; 1) 土台I および' i . lt : f 二五土の計t ) : を

断 1(li 法で行なう 。 土 並 は 、 道 路 を そ の 中 心 総 に

直交するいくつかの縦断面で分ｾＡｉｊし、各般附 ｩｦ Ｈｦｩ

の ｬｊ ｬＩ也総および計岡地鍛の ｽｦｾ を与えて分担 ｉｊ され

た区間ごとに計Ｍｾ字しＡＧｵ ｾｪ する 。

なお、現地量産の] 彩は変化l!. を 結 ぶ 折 れ 線 で 表 わ

し、日 l- jiI ij 地盤は折れ線または道路の中心点、申M

J J . 、路前勾配て' 表わす。

4  .  2  敷 地 造 成 工 事 の 土量 計 算 ( 断 面 法 )

土 訟 は 任 立 の 形 を し た 敷 地 の一 方 向 を い く つ か

の平行な断｛Ｈｦｩによって任意のＱｩ ｜Ｑｾ 隔で分河 ｬ し、各

断面の現地盟主および計画地盤の形を与えて分割l

独 立 フ ー チ ン グ 基 礎 の 設 計

表 . B

ECHQ- A  2  

表 . C

ECHQ- A3  

された区川ごとに計算し集計する。 I 表 . 0

な お 、 現 地 盤 お よ び 計 画 地 盤 の j彰は変化/ 1 . を結

ぷ折れ似て' 表わす。

4 ・3 敷 地 造 成 工 事 の 土嚢 計 算 ( 格 子 点 法 )

二誌は任意の形をした倣地を正方形の絡チ状の

ネ y トでおおい、各格子点における現地盤およ

び計[ ' 町地盤の高さを与えて指定されたプロ ック

単 位 ご と に 計 算 し 集 計 す る 。 ま た 、 プ ロ ッ ク ご

と に 切 土 お よ び 磁 土 の 重 心 位 置 を 計 算 す る 。 な

お、ブロ ックは区画された裕子の純聞を表わし、

ｾ屯聞 を指定することができる 。

( すぎらと しゅんいち 近畿 Ｇｉｬｬｾ｜ 通 ｪｊ 局第 Ｍ ｩｉＡ築部 Ｉ

ECHQ- C  2  

直 接 基 礎

偏 心 が な い 場 合

くい基礎 偏 心 が な い 場 合

ス ラ プの言宣言十

4、ぱ η の言宣言十

地下壁の言宣言十

独 立 フ ー チ ン グ 基 礎 の 設 計

独 立 擁 の 設 計

斜 面 の 安 定 計 算

地 中 応 力 の 計 算

圧 密 沈 下 量 の 計 算

断 面 法

断 面 法

敷 地 造 成 工 事 の 土 量 計 算

格 子 点 法



16 

す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-・・E

-

軽 量

比 重 0 . 5

断 熱

而サ: た

法 定!耐 火 材 料

1  1  
1  1  

。

I!J 

1  1  

C吾・P O R E孟〉

高 知 相 互 銀 行 松 山 北 支I吉

愛 媛 県 松 山 市

設 計 平 建築段I t 事 務 所

施 工 清 水量量設側

使 用 個 所 カ ベ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユニJ(:J J短品jrl を 要 す る す べ て の 辿 物

2  空 剰 を要 す る 工 場 ・合 J.t l: t 事務所住宅等

3  鉄 什 大 恨 聞 の 工 場 ・休 育 館等

4  11珪 孟化 を 要 す る 高 層 処 築物 ・軟 弱 地 盤 の 建物

5  鉄 竹 l耐 火 桝 造 の 建 物

::;..ポレ11/ ' 7ス 販 売 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピノレ )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ピ J レ)

電 信 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路酉 通 3 - 2  ( 大 商 ビ J レ)

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1 ) 代 表 7 4 2 1  



口写真と概要をどしどしお送リ〈ださ L、.

凡例・ i 所在地 b. <J l 築面杭 c 延而ff f{1 d.  I，持造線悦 e . エ 却l

757 

760.  

763 .  

古 茂 田 ビ j レ

設計 : K K 篠 原 建 築 設 計 事 務 所

地 工 : 京杢郎ー ニ 建 設 K K  

a . 東 台東区台東 l丁口 6 番地

b  切9. 04 m'  

C .  2，554. 27 m'  

d .  R C 造、 6 F 、B I

e. 昭和46年3 f1 - 昭和47年 2 月

安 田 生 命 京 都 ビ ル

有

設計 大 成 建 設 K K

脇工 大 成 建 設 K K

a. 京栂，1; 下京区1. 丸山怯眼下J Lf cl >. i : ; 丸

b  550.32 m'  

c  4，104 .61 m'  

d  R C 造、 6 F 、B I 、P I

e  .  ＱＱ 目 干 ｾＱＴＵ 年 Ｑ ＲＱＱＭＱ 昭和 Ｑ Ｇ Ｑ Ｗ 年ＱＩＢ Ｑ

本

設計 山本 ・西原建築E主計事務所

樋 工 高 木 工 務 庖

a  京都市中京区 三 条通リ御幸町西入 ｉ ｾ

b .  1'14. 0 m'  

c .  338 . 1  m'  

d .  S  述、 3 F

e  昭和45年 1011- 1沼-l' n46.lf- 5 月

758.  

761 

764.  

( ……| 

四 ツ 4意 セ ン ト ラ ル ビ ル 759. 京 都 府 斤
4 E，L  2  hj  

( 事務棟)

設計 . 吉 村 建 築 設 計 事 務 所 設計 : K K 日 建 設 計

地工 : K K  浅 r' n R  組 施 工 K K 浅 〉召 組

a  大阪市西区新町南通 1 丁目 3 a. 京鶴市上京区下立売過( 車掘府庁内)

b  553 m'  b  
2，224 .749 m'  

c  
5，467 m'  c  .  16 ，892 町】2  

d .  S 泣 ( 1部R C 造) 、 9F 、B I d .  S R C 造、 6 F 、B 1  

e . 昭和45年 10月~昭和46年 10月 l  昭和43年 12月ー昭和47.!lo 3 月

関 西 外 大 図 書 館 762 .  淀 川 製 鋼 本 社 ビ ル

設計 A . R . I 建 築 事 務 所 設計 。 大 成 建 設 K K

施工 ・粟 本 建 設
施 工 大 成 建 設 K K

a  大阪府枚方市大字小倉 3 3  3  
a 束 区 南 本 町 4 - 35 

b .  532. 3 m'  b  1，076 m'  

c  3 ，470 .1 m'  c  .  13 ，112  m'  

d  R C 造、 6 F 、 B I
d .  S  R  C j立、 11 1士、B 2、P H2

e .  1If，布146年 2 月~昭和 47年 3 月
e  . 昭和45年 6 月-1Ii ! 手1147年 1 月

池 回
病 院 I 765 . 国 際 ブ フ ザ

設111 ・K K 内 藤 建 築 事 務 所

施工 : K K 松 村 組

a 堺 市 ilt 久 野 町 1 - 1  - 9  

b  .  628.48 m雪

c  .  2，872 .05 m'  

d.  R  C 造、 5 F  

e.  1昭和46年 l 月-1ll l f1147年 l 月

設;}t- 大 旗 連 合 建 築 設 計 K K

地工 : K K 浅 沼 組

a  . 広 島 市 田 中 町 中 町 2 - 5  

b .  1，172. 31  m'  

c.  7，076. 54 m'  

d.  S  R  C i1i、 5 F 、B 1  

e  . 日目キ1145年 I I月ー昭和46年 10月
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〔松山〕を置く 。

すると

画龍点晴

Voi d( 空虚な人間) の内に何かが生まれる 。

人間的な、暖カ、い心情といったようなものが. .

家具一 筋70年

大阪堀江/ ，心斎橋/ 東京
今

千四御....
日ツ堂地南近間

前借筋下海鉄西

惚 線 線 鉄 線 線 線

- 本l苫/ 大 阪 堀 江 立 花 通 り 四 ツ 橋 筋 角

合 大 阪 ( 06 ) 531 - 6 4 5 1  ( 代表)



クラスメー卜

市1) 服制帽を脱ぎすて丸坊主 てゆ社会に 出たとたん第二次世界大戦 (大東亜戦争) に巻込まれ全員が過酷な

戦争を体験，陸海軍に入隊の卒業生 3 分の 2 は戦死，行方不明と生存者少なく探し求めて今回30年振

りに クラス会を持 つことができた 。 なつかしきのあまり思わず抱合うシー ンも見られ，おたがい頭髪

83 におを裁いた面々，今日に至る各人のプロセスをユーモアーを交えて感激の数時間を過ごした 。( なお

〔関西工業学校( 現大阪工業大学) 昭和16年卒〕 不幸にして戦死されたクラスメートのこ・家族の皆様に深〈哀悼の意を表します )

左よ り (敬称略)

藤 本 修 三 (ふじもと工務院)

飯 田 村 夫 (K K 藤木工務1抑止抑制

石 川 清 ( 日生不動産 K K 主1l 築防)

川 村 統 之 (川村主主築鳩造設.11-' 1"' 務所)

山田 穂 Ｈ 大林 ｾｍＮ 占屋支応工作 ｊ Ｈ 務所 Ｉ

昭 初日 年 4 月 l 日 大阪工大全館にて

川村統之 在学中はこつこつと地味な学者肌の勉強家で凡帳面な努力家。卒業後関東軍建設団司令部

に建投下士官として入隊。復員後， K K藤木工務庖設計部入社，特に構造のベテランで，昭和35年 5 月

川村建築構造設計事務所所長。

飯田村夫 在学中は温厚な努力家で彼のペンシルワークは特にすぐれていた 。復員後叔父の経営する

飯団組に入社。昭和 25年 9 月 K K藤木工務活に変わる 。年令よりは若〈見えるスタイリストで学生時

代よりおしゃれ。現在はベテラ ンの積算課長。

藤本修三 在学中より重厚な人柄で黙々と勉強するタイ プ。 卒業後，台湾総督官房営繕謀勤務。 その

後陸軍中支方面に派迫。復員後高知市 K K永森建設入社。 試練に耐えた根性を生かし，経営者として

の手腕を発揮するため，昭和37年 4 月ふじもと工務庖自 営。

山田穂 在学中より明朗なしかも物事に動じないフ ァイト満 々の行動派。卒業後 K K大林組入社。 ま

もなく陸軍第四師団入隊復員後 K K大林組復職。 神戸工事事務所長。 巨体を持て余しながらダブルの

背広が良〈似合う好男子で，工事監理のエキスパート 。現在名古屋支庖工事事務所主任。

石川清 在学中は真面目 一方の勉強家。 温和な性格てい人的 l床のある人柄 ( 自称、) ，卒業後日本大学入学，

その後 学 徒 出 陣 で 騎 兵 隊 入 院 そ の後中支方面li 牌 隊 配 属。復貝後日本生命保険相互会社不動産音11入

社。決断力があ り設計監理の まとめにかけては抜群。現在日生不動産株式会社建築局技師長。

本 日の欠席者 として ほかに，笹川忠雄(笹川建築設計 'J; 務所所長) 俗本春男 (布限会社スーパー お〈やま 責任お) 岩

村桓男 (国鉄大阪建築区助役) 玄古昌一 (日本電々 公社近鍛電気通1，1局第 l 建築部総監督)がいる。 ( 石川記)
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入間尊重時代の

インテリアづくりに…

新光クロスのユニシリーズ

ハ ウ ジ ン グ の 先 端 を ゆ く 感 覚 と 技術 で 業 界 を リ ー ド す る

新 光 ク ロス。 そ の 高 級 壁 装 材 一 総 合 見 本帖 ユ ニシ リー ズ。

'72年 '73年 の た め の 新作 を 取 り そ ろ え て い よ い よ 登 場 ノ

激 動 す る ' 70年 代 を 生 き ぬ く た め の 仕 事 の 場 、 憩 い の 場 を

ず ば り 、 イ ン テ リ ア す る 業 務 用 か ら 家 庭 用 ま で 、 あ ら ゆ

る フ ィ ー リ ン グ と 目 的 に か な っ た 素 材 と 色 柄 を 豊 富 に コ

レ ク 卜 し て い ま す。

4  

ｅｾＺｗｉＺ ｻｉｾ冒圃ﾭ

｡ｾＧｩｬｬｾｬｬｬｪｾ Ｚ ｬｉＺｬ咽

新光クロス

株 式 会 社

本 社 / <!!!'>550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 御 池 通 り 3- 18 ｾＰＶ Ｈ ＵＳＸ Ｉ ＷＳＲＱ 大代 表

支 ｊ 吉 Ｏ ｾ ＱＰＳ 東京都中央区日本 橋 人形町 Ｓ Ｍ Ｔ ｾＰＳ Ｈ ＶＶＱ Ｉ ＰＲＷＱ Ｍ Ｕ＠

出 張 所 / ⑮ 730 広 島 市 外 安 芸 町 下 温 品 2 5  4  ｾＰＸＲＲ Ｈ ＸＹ Ｉ＠ 1248 - 50 



建 築 の 眼

山 本 純

安 井澄 築 設 計事 務 所 神 戸 事 務 所長

事氏 霊予 キ圭

大 限 大学 工 学 部助 教綬

森 奇
=: :  

E ヨ

近 岨u也澄 営 繕E宣言十官

乾 亮

大阪府立西野田工業高等学校定時制主事

口 進 歩 の 代 償

日 本 列 島 を 縦断 す る 飛行 機 の 窓 か ら 地 上 を 烏 撤 す る と き ， や は り 日 本 は 山 国 だ な と い う 感 じ を 強 く す る。 眼

下 に は ， 狭 隆 な 平 野 部 に 比 べ て 圧 倒 的 な 拡 が り を 持 っ た ，標 高 300 から 1，000メート J レ 前 後 の 起 伏 に 富 ん だ 美

し い 緑 の 山 波 が ， つ ぎ つ ぎ と 現 わ れ て は 過 ぎ 去 っ て ゆ く 。 こ れ ら の 山脈 の 谷 あ い か ら 流 れ 出 る， 大 小 さ ま ざ

まな 河 川 に 沿 っ て ， 村落 や 都市 が ま る で ガ ラ ス モザイ クを 様 込 ん だ よ う に ， き ら き ら と 緩 い て い る 。 ゃ れ 公

害 た ¥ 環 境 破 壊 だ と ， 地上 で 騒 ぎ た て て い る の が 嘘 の よ う な ， 一 見 の ど か な 空 か ら の 眺 め で あ る 。

しかし ， 国 土 の 大 半 を 占 めるこれらの山 々 の 様 子 を ， も う 少 し 注 意 し て 観 察 す る と ， 山 林の乱 伐や 土砂採取，

宅 地 造 成 や 道路建 設 な ど に よ っ て ， 到 る と こ ろ で山脈 が 無神 経 に 荒 ら さ れ て い る こ と に 気付 く。 入 力 で 樹 木

を 伐 採 し 土 を 削 っ て い た 時 代 に は ， 山 は 全 〈 平 和 そ の も の で あ っ た。 そ れ が ブ ル ド ー ザ ー や パ ワ ー シ ョ ベ l レ

な ど の 高 性 能 を 誇 る 土 木 機 械 が 続 々 と 出 現 し て ， か つ て な い ほ ど の 規 模 と 速 度 で 国 土 開 発 の 工 事 が 進 め ら れ

つ つ あ る 今 日 ， 山 は ま さ に 危 機 に 頻 し て い る と い え よ う 。 先 祖 代 々 大 切 に 育 て 守 ら れ て き た 樹 令 千 年 を 超 す

山 林 も 地 主 が 目 先 の 利 益 に ひ か れ て 売 却 す れ ば， ブ ル ド ー ザ ー に よ っ て た ち ま ち 赤 土 の 山 沈 と 化 し て し ま う 。

こ の よ う に し て ， か け が え の な い 日 本 の 山 が， 日 一 日 と 浸 蝕 さ れ， わ れ わ れ の 生 活 か ら 緑 が 授 失 し て ゆ く 。

結 局 の と こ ろ 自 然 破 壊 の 代償 な し に は 現 代 文 明 は 成 り 立 ち 得 な い の で あ ろ う か。 ( Y )

口 建 築 に つ い て

建 築 と は 何 か ? と い う ラ ジ カ J レ な 問 い か け に つ い て r廷E築 と は ， 人 あ る い は 人 々 の 居 場 所 を ， そ の 人 々 の 文

化 の 様 式 に 応 じ て し つ ら え る こ と 」 と い う よ う に 述 べ た こ と が あ る 。 こ こ で， こ の 話 を 祁i 足 す る と r しつら

え ら れ た 人 々 の 居 場 所 」 と い う の は . 建 築 の 「 空 間 」 の 別 名 と い う つ も り で あ り ， こ の 「 空 間 」 の 特徴 は，

そ の 社 会 お よ び そ の 個 人 の カ ル チ ャ ー の 様 式 に よ っ て 決 定 づ け ら れ る と い う つ も り で あ る 。 そ れ は 同 時 に ，

い わ ゆ る 「 生 活 空 間 」 に つ い て の 私 流 儀 の 説 明 で も あ る 。

近 代 建 築 は ， カ ル チ ャ ー の 様 式 を ， 目 前 の よ う な 機 能 的 形 式 性 に 置 き 換 え て し ま っ た と こ ろ に 問 題 が あ る 。

し か し そ れ は ， わ れ わ れ 自 身 ， 独 自 の 生 活 様 式 を 見 失 っ て い る よ う な 文 化 的 情 況 か ら み て ， や む を 得 な い ひ

と つ の 道 で あ っ た と い え る か も し れ な い 。

問 題 な の は ， そ の よ う な 機 能 的 形 式 性 が， わ れ わ れ の 文化 の あ る べ き 姿 で あ る か の よ う に と り 違 え ，建 築 家

は そ の推 進 者 と し て 運 命 づ け ら れ て い る か の よ う に 恩 、 い 込 む こ と で あ ろ う 。 ( K )

口 非 常 用 避 難 屋 根

、これからは 1 階 よ り 上 の 階 に は 泊 り た く な い ' 過 日 ， 南 紀 の ホ テ ル 火 事 で 被 災 し た 客 の 一 人 の こ と ば で あ

る。 煙 と 火 に 追 わ れ シ ー ツ 製 の ロー プ で脱 出 し た そ の 恐 し さ は ， 察 す る に 余 り あ る が， 建 築 設 計 に た ず さ わ

る 者 に と っ て な ん と 痛 烈 な こ と ば で あ る こ と か。 防 災 避 難 設備 は 快 適 な 居 住 性 と 共 に ， この砲 の 建 物 に と っ

て 最 大 の セ ー J レス ポ イ ン ト で あ る べ き も の な の に ， シ ャ ン デ リヤ と 風 呂 と ベ ッ ド ば か りが 売 り も の と は ど こ

ま で 統 〈 ぬ か る み ぞーー・ーお 答 と て 買 任 が な い と は い え ま い 。 防 災避 難 に 対 す る 配 慮 は， い く ら 大 き く て も 過

ぎ る こ と は な い 。 し か し 最 後 に た ど り つ く 防 災 の 鍵 は や は り 人 で し か な い 。 災 害 時 に お け る 従 業只 の 適切 な

処 置 が 答 に と っ て い か に あ り が た い も の で あ る か 。 た と え 明 快 な プ ラ ン . 完 全 な 避 難 誘 導 設備 が あ っ た と し

ても ， 避 難 時 の 宿 泊 客 が ど れ ほ ど 冷 静 で あ り 得 る か ， お そ ら く 階 段 の 位 置 さ え 求 め 得 な い の で は あ る ま い か 。

施 設 の 内 容 を 知 り つ く し た 従 業 員 の 誘 導 に 待 つ ほ か は な い 。 そ れ に し て も 彼 ら の 防 災 避 難 に 対 す る 認 識 の 浅

さ 無神 経 き に は と き ど き 篤 か さ れ る 。 先 年， 泊 っ た 九 州 の 宿 屋， 迷 路 付 木 造 3 階 建， 女 中 さ ん に 非 常 用 避 難

階 段 の 位 置 を 尋 ね る と 窓 の 下， 約 四 メ ー ト J レ ほ ど の 隣 家 の 大 屋 根 を 指 し て 飛 び 下 り ろ と い う 。 鴛 く や ら 馬 鹿

馬 鹿 し い や ら ， し か し 彼 女 の 真 面 白 な 顔 を 見 る と 笑 え な く な っ て 五 百 円 包 ん で 進 呈 し た 。 あ の 宿 屋 で の 場 合

女 中 さ ん の 指 示 が 一 番 正 解 で あ っ た と 今 に し て 思 う こ と で あ る 。 ( M )

口 工 高 建 築 科 の 専 門 科 目

近 来， 高 校 の 生 徒 数 は 極 度 に 膨 張 し た 結 果， そ の 能 力 や 適 性 は 幡 広 〈 多 級 多 様 に な り ， 従 来 の 学 習 指 導 方 法

で は 追 っ つ か な く な っ た の で 48年 度 の 新 入 生 か ら 教 科 ・科 目 の 内 容 や 分 量 な ど を 改 善 し よ う と い う こ と に

な っ た 。

こ れ に よ る と ， 普 通 教 科 の 必 修 最 少 単 位 数 は 45 ( 工 高 ・ 男 子 ) か ら 全 高 校 共 通 必 修4 2単 位 に 軽 減 さ れ る こ と

に な っ た 。 しかし ， 笑 際 に は 外 国 語 が 選 択 に な っ て 枠 外 に 出 た こ と や 週 あ た り の 授 業 時 数 を 減 少 さ せ よ う と

いう 一 般 的 傾 向 な ど か ら 実 質 は か え っ て 増 加 す る こ と に な り ，工 高 で は 専 門 科 目 や 数 学 ・英 語 に そ の シ ワ を

寄 せ ら れ る 結 果 と な っ て 「 技 術 者 養 成 」 と い う 目 標 か ら み て ， は な は だ む づ か し い 問 題 を か か え 込 む こ と に

な っ た。

し か し . 建 築 科 の 専 門 科 目 数 は 現 行 の 14か ら 統 廃 合 せ ら れ て 8 科 目 と な り ， 有 機 的 ・弾 力 的 な 授 業 の で き る

よ う に な っ た の は せ め て も の 救 い で あ り ， さ ら に 必 修 の 普 通 科 目 の う ち ， 専 門 科 固 め 内 容 と 類 似 す る 部 分 ，

あ る い は そ の 科 目 全 体 を 専 門 科 目 に ゆ ず っ て も よ い と い う こ と が 明 ら か に さ れ た の は 画 期 的 な こ と で あ る 。

と は い い な が ら ， 普 通 科 目 の ど れ が 専 門 科 目 の ど れ に ， あ る い は ど の 部 分 に 類 似 す る の か ， に わ か に 断 定 す

る こ と は き わ め て む づ か し し ま だ ま だ 私 た ち の な や み は 解 消 さ れ そ う に な い の は 残 念 で あ る。 ( 1  )  
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二階平面図

何

一階平面図

三 島 府 民 セ ン タ 一

所 在 地 大 阪 府 茨 木 市 大 字 中 穂 積 一

丁目 三 番 四三

権 造 規 模 A 棟 鉄 筋 コ ン ク リート造

地 下 1 階 地 上 4 階 建

B 練 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地 下 1 階 地 上 2 階 建

C 練 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 進

地 下 1 階 地 上 3 階 建

敷 地 面 積 5，749 .08m'  

延 床 面 積 7，263 .03m'  

工 期 昭 和46年 12月23 日一昭和47

年 3 月27 自

主 要 仕 上 外 壁 コンクリート化粧打

放 し

建 具 スチール型鋼サ ッシ

F P  

屋 根 ア ス フ ア ル ト 防 水

コンクリート押え

モルタノレ目地切

広 場 知 器 タ イ ノレ貼り

大 阪 府 政推 進 め一 環として計画実施さ

れたこの建物の数百十には府民と府政の

コ ミュ ニケー トの場としてより多くの

人 々 に 身 近 な 存 在 と な り 、 雑 も が 気 軽

に近づけるよ うに と 、 威 容 を 誇 る の を

避 け て 、 柔 い 雰 囲 気 を 醸 し 出 す こ と に

意をそそいでいる 。

平面計画では建物群を 三 つ め プ ロ ック

に分け、それぞれに

A 練 府税 事務 所 を 初 め と す る 執 務 ス

ベ ー ス 、 会 議 室

B 棟 消 費 生 活セ ンタ一、公害相験室、

名相級所窓口

C 練 土 木 関 係 筋 設 お よ び 駐 車 場

を 配 置 し 、 相 互 の 融 通 性 と 有 機 的 な つ

ながりをもたせた。

多 様 な 人 聞 を 受 入 れ 、 府 民 と 府 政 の ジ

ョイ ント空間として創り出した前面の

広 場 の レ ン ガ色 のタイルに 、やがて 5

本の楠が緑をなして最長を落す目を楽し

みにしている。



京 都 大 学 総 合 体 育 館

股 計 京 都 大 学 増 田 研 究 賞

施 工 K K大 林 組

所 在 地 京 都 市 左 京 区 吉 田 泉 殿 町 京 大 西 部 第 内

建 築 面 積 ( 体 育館 ) 4 ， 307m'  

延 面 積 ( 11 )  7， 925m'  

量生地面積 27 ，540m'  

構 造 規 模 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 進 、地 上 3 ド皆、地

下 1 階 、 最高 部 18m

工 期 昭 和46年 1 月ー昭和47年 3 月
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側 細 井 商 庖 社 屋

設 計 監 理 K K 設 計 事 務 所 洋浮宇土

担 当 高 松 武 夫

練 巡 ; M A S 構 造 段 計 事 務所

殻 備 ; 高繍建築設 備 研 究 所

施 工 K K あ め り か 屋

所 在 地 京都 市 北 区 紫 竹悦ノ本1 B T 8 番 地

ｾｊｊ＠ i盆 規 模 鉄筋コ ン7 リ ー ト 造 地 1 -. 5  ｾ脅迫

ス ラ ブ ; ポ イ ド ス ラ プ

延 床 面 積 975. 48M2

軒 高 地 上17. 450M

最 高 の 高 さ 地 上24 .075M

外 装 外 壁、階段、 E .V. コアまわり，

コ ン ク リ ー ト は つりt J : r .

そ の 他 ; A. L . C 版 下 J也、 ポ ン タ イ ル 吹

f寸

屋 被 ; 合成ゴム シ ー ト 防 水 町 卜. モルタ

ル ぬ り 白 地 切

工 期 着 工 昭 和45年 1 月

主査工 昭 和45年 9 月

Z宣言十メモ

細 井 商 底 は じゅうたん、 カ ー テ ン 等 の 室 内 装 飾 織 物

の 卸 と 施 工 を 業 と す る . 重量地は京舗の北山と西山を

パ y ク に は る か 東 山 を な が め う る ま だ 京 都 ら し さ を

残 す 洛 北 に 位 置 し、 堀 川 通 に 面 す る 角 地 に あ る .

般 晋 十 に 際 し 自 ら 課 し た 課 題 は 、 京 都 の 持 つ 伝 統一一一

大 飽 き を 絡 め た 上 品 き 一 一 室 内 装 飾 と い う 時 流 に 合

っ た 企 業 イ メ ー ジ 等 を 表現 に 生 か す こ と 、 自 社 ピ ル

で あ り . 角 地 に 位 置 す る と い う 特 性 を 生 か す こ と 等

て・ある .

l O.800X15. 300の ポ イ ド ス ラ ブ ( は ね 出 し 4.5 M) の

執 務 ス ペ ー ス を 4 本め中空柱、 2 本 の 中 空 梁 で 支 え

階段、 E V 、W C 、 更 衣 室 等 を 装 置 的扱 い に し 外 部

か ら サ ー ビ ス し 、 各 々 が独 立 し た 愛 情 を 持 ち な が ら

全 体 を 構 成 す る と L 寸 方 法 を と っ た 。 殻 備 ( 給排 水 .

ｾＱＡｉＧ ､Ｉ は Ｔ 本の中空柱、 Ｒ 本の 中空梁を 、 ｐ Ｎ S .  D .  S  

に 用 い るこ とによ り解決した。 ( 高 松 武 夫 )
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特 集 ・ 水 利 用

回 総 論

1. 近畿圏の水利用 / 藤野良幸

2. 水利用の社会的価値の変遷と将来への展望/ 末石富太郎

図 各 論

1. 大規模宅地開発と水質一平城ニ ュータウンの場合/ 小阪誉

2. 住宅開発と水質汚濁/ 玉井義弘

3. 水利用の問題点/ 杉木清

4. 都市生活と水/ 藤原敏朗

回 用 語 解 説

流出係数

水( 路)

水面積)

- 都市河川 ・ss ・B O DとC O D ・P P M ・公共用水域 ・都市下

・環境基準 ・一次処理~三次処理 ・河状係数 ・賦存量 ・流域面積( 集

・流域下水道 ・負荷量 ・アロケー ション ・身替 ・原単位

固 技 術 の 頁

汚水処理の問題/ 飛田治男

建築と社会/ 1972年5 月号 37 



近 畿 圏 の 水 利 用

藤 野 良 幸

1. ま え が き

琵琶湖総合開発特別措置法案がいよいよ国会に上程される運

びになっ て，関係府県の利害が複雑にからみ合っ て難航してい

た琵琶湖総合開発事業がようやく解決の第一歩を踏み出す乙 と

になった。乙の事業は ，単なる従来の水資源開発事業とは異な

り，治水，手1]71<，汚濁防止 ，環境保全 ，地域開発を総合的にと

らえ ，その費用の負担も利水者負担の考え方から地域の共同負

担の考え方が取り入れられたととなど ，今後の水資源開発の新

しい方式を示唆するものとして ，きわめて重要な意味をもって

し、る。

しかし ，琵琶湖総合開発事業は ，それは非常に大きな一歩で

はあるが，近畿の水問題解決のあくまでも第一歩 lζ 過ぎないの

であって，まだまだ幾多の緊急に対策を要する難問をかかえて

いる。

まず第ーは水質汚濁の問題である。琵琶湖問題の最後の段階

まで ，上下流が鋭く対立した問題は ，その水位の下げ幅 と利用

水量 ，および下流負担金の問題であった。しかし ，淀川の水問

題の本質は ，畳の問題よりもむしろ質の問題である。淀川の水

質保全について ，適切な対策が実施されないときは ，苦労して

生み出された折角の水も無用の汚水と 化 してしまうであろう。

しかもその解決の見通しはまだまだH音い。

第二は増大する水需要を野放しにしておけば，畳の問題でも

すぐ行き詰りとなり ，近畿の水需給は今後10年位のうちに破綻

するおそれがある乙とである。しかも ，水質汚濁も実は水利用

から発生するのであるから ，7 . k の使い方の合理化 乙そ ，畳と質

の問題を同時に解決する決め手になる。

第三 lζ 水資源開発や下水処理など ，主としてハ ード ・ウエア

の整備によって解決できる段階では ，国や地方自治体の行政に

依存するととが多かったが，問題が水利用の合理化など ソフト

・ウエ アの問題になると ，住民参加なくしては推進するととは

できない。明治以来国や地方自治体の行政にまかせていた水問

題を ，今乙そ住民ひとりひとりの問題として住民の手にとりも

どす乙とが必要であろう。

38 建築と社会/ 1972年 5 月 号

2.  水問題の本質

海洋性亜熱帯気候のわが国では ，夏季の梅雨や台風あるいは

冬季の季節風による降雪など ，降水量は大きいが，流域が狭く

急流で ，流域の保水力が小 さく ，大雨は洪水となって一時に海

まで流出してしまうので ，水利用の対象となる常時流畳は総流

出畳の20必，雨量の 14必ていどに過ぎない。自然湖を利用した

り，ダムによって人造湖を作って，流域の保水力を高めても ，総

流出置の30- 4096，雨量の20- 305ちが利用できるに過ぎない。

また ，一般に「水を使う」というが，水は使ってもなくなら

ない。水を使うという乙とは水を消費するととではない。使わ

れた水は下水や排水となって ，再び河川 lζ 還元され，河川の水

質を悪くする。すなわち ，生活用水や工業用水を利用する乙と

は， 71 < を消費するととではなく ， 7 . k を汚すととであるといえ

る。乙の点 lζ 水利用の本質がある。

とくに近畿は広大な平野がなく ，湖盆地形が卓越していて ，

中上流の盆地で使用された水は ，自然に下流で反覆再利用され

るような地形構造をしていて ，7 . k の量的な需給関係ではきわめ

て有利である。しかも ，中上流盆地での水利用量，すなわち下

水畳が少ない段階では，自然、がうまく処理 してくれるために ，

水質ーもあまり問題にならなかった。しかし ，中上流の市街地人

口が増大し ，下水量がふえてくると ， 自然の処理能力の限界を

越し ，河川の汚濁は急速に進行する乙とになる。

「水利用畳の増大は文化のバロメ ーター」などといい，1 消費

は美徳J とする欲望の経済学はど乙か狂っている。 I最少の消

費で最大の効率を」は経済学の原則であるが，それが貨幣の函

でだけとらえられている乙とに問題があるのであろう。どうも

わが国は ，今まで水の豊富さに甘えていた。水利用の問題は ，

その本質に立ちかえって考えなおす必要にせまられている。

水の問題は単 lζ 量的需給を考えるだけでは不十分で ，水資源

開発 ，水供給，水利用 ，下水処理，水質保全を一貫したシステ

ムとしてとらえ ，量と質の両面から総合的に水利用システムの

合理化を考える必要がある。との観点から近畿の水利用を考え

てみよう。



J. 昭和60年における水需給

昨年 4 月建設省河川局では ， i 広域利水調査第 1 次報告書」

を発表した。それによると ，わが国の都市用水の需要は ，乙 の

10年聞に ，水道用水で2. 5倍( 年率9. 6% ) ，工業用水( 取水量，

全淡水使用量から回収水を除いたもの) 1. 9倍( 年率6. 696) ， 

都市用水全体は ＲＮＲ 倍Ｈ年率 ＸＮＲ ｾ 引に急増した 。 今後は伸び率

はややゆるやかになるが，昭和40年を基準として ，60年には約

3 倍( 年率 5. 7  ｾぢＩ 1ζ 増加し ，農業用水を含めた総用水量では

約70% 増加するものと予測している( 第 1 表) 。 乙れを雨量や

河川の流出量と比較してみよう 。

わが国の雨量は年間L 8 0 0 mm，国土の総面積は37万km
2で、あ

るから ，総雨量は6，700億 nU 年であって，総雨量 lζ 対する利用

率は ，40年の 10. 496が60年には 17. 6961ζ 増加するだけで，まだ

まだ余裕があるようにみえる。

しかし ， 年雨量 L 8 0 0 mmのうち約 6 0 0 mmは蒸発で失わ

れ ，河川 lζ 流出するのは L 2 0 0 mmていどであろう 。 さらに ，

安定して利用 できる河川水は数 100km
2

以上の集水面積をもっ

た大きな河川だけであるが，その集水面積の合計は約26万MR

国土総面積の70必と推定されるので，有効な河川水は 3，120 億

ｮＺｲ，総雨量の Ｔ Ｗ ｾ ぢていどであろう 。 したがって，河川水に対す

る利用率は ，ＴＰ 年の ＱＶ ｾ ぢから ＶＰ 年には ＳＰ Ｎ Ｘ ＹＶ まで高めなけれ

ばならないが， とれは先に述べた開発可能限界 lζ 近い値であ

る。

広域利水調査では ， 60年までの新規需要の河川依存分 460億

第 1表 全 国 および近畿の水需給

全

区 分

40年 60年

7.1<. 道 用 7)<. 

68 201 

(54)  ( 181)  

需

工 業 用 71く

127 394 

(71)  ( 326)  

都 市 用 7.1<.① 

195 595 

( 125)  (507)  

E主 業 用 7l<. 

500 584 

要 ( 375)  ( 454)  

総 用 71く 盃②
695 1. 179 

( 500)  961)  

倍率

2. 96 

(3. 35)  

3. 10 

(4. 59)  

3. 05 

(4. 05)  

1. 17 

( 1. 21)  

1. 69 

( 1. 92)  

供

総 雨 量③ 1. 800 x  3.  Ｗｾ ＶＮ＠ 700 

河 川 流 出 品 @ 1. 200 x  2.  ＶｾＳＮ＠ 120  

給

利 用 可 能 量 ⑤ ④ x  O.  ＳＵｾ ＱＮ＠ 100 

利

② / ③  10. 4  17. 6 

用 ②*/ ④ 16. 0 30. 8  

率
①*/ ⑤ 11. 4  46. 1  

注) 単位 X 10
8  
ni /年. (  )  および* は河川依存分

r r 1 / 年を充足するためには，約480のダム ，河口湖などの水源施

設を建設する必要があるという 。その建設費は約 7 兆円 ，その

弘を治水費で負担したとし て も， 1  nU sec 当りの水源開発単価

は約25億円 ， 1  rrr 当りの水原価 iζ 換算すると約 8 円となり ，現

在の 3 - 5 円と比較して，かなり高くなる。

とくに，人口や産業の集中している首都圏や近畿圏では，水

需給がひっ迫し ，7. k の豊富な隣接地域からの導水など広域的な

利用開発をはじめ，農業用水の合理化，下水処理水の再利用 ，

回収率の向上なと‘ 水の高度利用について積極的な施策を講ずる

必要があるとしている 。

近畿では ，第 1 表lζ 示すように ，40年から 60年までの20年聞

に，年間60倍、r r 1 の新規需要が発生すると予測している 。 これに

対し ，建設単価 5 円/ r r 1 以下の有利なダム候補地点は20カ所 ，

その供給能力は約 44億r r 1/ 年で ，需要増の弘をみたすに過ぎな

い。建設単価を20円/ r r 1 まで引き上げると 65カ所 ，67億r r 1/ 年ま

で開発できる 。 したがって，広域的な利用開発を行なえば需要

を充足するこ とができるとしている 。

ζ の報告には ，いろいろな点でさらに検討を要する問題があ

ると思われる 。まず従来のダム建設の実績からみて， 60年まで

に全国で 480カ所，近畿で 60カ所のダムを作る乙とはとうてい

不可能であろう 。 とくに最近では，夕、、ム建設 lとともなう補償問

題はますますむずかしくなり ，解決のテンポは次第に遅れる傾

向にある 。

住民の生活水準が向上すれば，建設費のなかの補償資の割合

は増加するのは当然である 。 しかも ，最近の琵琶湖総合開発の

国 近 畿

年率( %) 40年 60年 倍率 年率( %)

5.6  16. 3 38. 8 2. 38  4. 4 

(6.2)  ( 12. 0)  (35.0)  (2.92) (5.5)  

5. 8  18.6 52. 7  2. 83 5. 3 

(7.9)  ( 12.4) ( 47. 5)  (3. 83)  (7.0)  

5. 7  34. 9 91. 5  2. 78 5. 2 

(7.2)  (24.4) (82. 5) (3. 38)  (6. 3)  

0. 8  44. 5  45. 6 1. 03 0. 15 

( 1. 0)  ( 33. 3) (34.0)  ( 1. 02)  (0. 10)  

2. 7 79.4  137.1 1. 73 2. 8 

(3. 3) (57. 7) ( 116. 5)  ( 2. 02)  (3.6)  

2. 000 x  0. 272'=<550 

1. 350  x  O. 193'=<260 

④ x  O. 35'=< 90 

14. 5  25. 0 

22. 2 44. 8 

27. 1  91. 7  

3 9  



例 lとみられるように，単 lζ 損失を補償するだけでなく ，地域開

発計画の推進や水没地区住民の生活再建対策なども要求せら

れ，在来の公共補償制度の大幅な変更がなされなければ，ダム

建設のテンポを早める乙とは至難である。

つぎにとの調査では ，京阪神地区では60年で，第 2表 lζ 示す

ように ，大幅な水不足が予想されるので，紀ノ 川 ，十津川 ，あ

るいは由良川などの隣接水系から，大畳の分水を行なうため ，

多目的導水路の建設を提唱しているが，乙 のような分7 . k 1 L は ，

地域格差を増大させるものとして，水源地域住民の抵抗は大き

い。 どうせ大都市周辺では，人口も産業も集中し過ぎているの

であるから ，分散させればよいではないか，という意見を説得

する乙とはむずかしい 。 しかも，虎の子の水まで取り上げられ

たのでは ，後進地域の今後の発展の余地がなくなり ，地域格差

と過疎化はますます深刻化すると主張するであろう。

水問題を単に量の側面だ けか らとらえ ，需給関係だけを論じ

ているととろに，広域利水調査の基本的な欠陥がある。もちろ

ん，水需給の検討も必要であるが，その考え方だけでは ，60年

の水問題は解決できない乙とを ，乙の報告書は物語っている 。

それでは ，どのように考えればよいであろうか。もう一度水

利用の実態を見なおすなかに ，水問題の解決の方途をさぐって

みよう。

4. 農業用水の問題

農業用水の水利用の実態とその河川に及ぼす影響について ，

びわ湖周辺を例にとって考えてみよう 。

淀 川の最大の水源， びわ湖周辺に降る雨量は ，年間約 1， 960 

第 2表近畿主要地区の水需給 ( 単位 X 1Q8rrl' /年〉

地 区 名 |話 通 話|寄 品 |過不足 |

供 給 内 訳

京阪神地区 41. 39 21. 96 ム19. 43

阪 神 35.78 17. 05 ム18. 73 
淀武川庫 15. 09 猪名川 1. 28 

)11 0. 68 

京 都 4. 42 3. 64 ム 0. 78 桂川 2. 33 木津川1 . 31 

奈 良 1. 19 1. 27 0. 08 

紀大和川 0. 11 木津川 0. 56

J ) I I  0. 60 

夢千力日前種j川 2. 61  揖市川保川 3. 60 

播 磨 地 区 8.64 11. 59 2. 95 11 0. 52 rn)11 1. 72 

古川 3.14

紀 北 地 区 5.02  6. 00 0. 98 紀ノ川 5.27 有国川 0.73

第 3表びわ湖の水収支

項 単 位 |周辺地域 |湖 水 面 |全 流 域

流域面積 !日n
2

3，170 680 3，850 

雨
II 司i  

m m// y  1，960 1，620 1，900 

X  10
8
rrl' /  y  62 11 73 

損 失 2
m m// y  480  730 520 

X  1Q8rrl' / y  15  5  20  

m m// y  1， 480 890  1， 380 

流 出 量 X 1Q8 rrl' / y  47 6  53 

rrl' / sec 149 19 168 

流 出 率 96 ノ 75. 5 55. 0 72. 7 
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m m，うち 4 8 0 mmは山林や平地から蒸発などで失われ，河川

や地下水によってびわ湖に流入するのは 1， 4 8 0 mm， 47億 nr と

推 定 さ れ る ( 第 3表〉。びわ湖に直接降る雨量から蒸発畳を差

引いた残りは約 6 億 nr で，合計53億 nr/年 ( 168nr/ sec) が瀬田

川| を通じて淀川 lζ 流出している 。

びわ湖周辺の水利用のうち ， もっとも大量に利用されている

のは農業用水であって ， 62，000ha の水田 をかんがいしている

が，その取水量は約20億 nr/ 年，1 日平均32m mlζ 及んでいる 。

乙のうち，葉面や水面から蒸発散で失われる 7. 1<は最大7 . 5 mm/

日，平均 5 m m/ 日 ていどであって ，大部分は地下に診透し ，

あるいは余水となって河川に還元されるか，下流地区で反復利

用されていると推定される。したがっ て，河川の沿川の農業取

水量を合計すると ，その河川の流畳をはるかにオ ーバーするよ

うな極端な場合もあって ，上下流の農業取水量を単純に加算し

て河川の水需給を考えるととは意味がない。また，農地が宅地

などに転用されたとき ，従来の農業用水をそのまま都市用水に

転用する乙とはできない。なぜなら都市用水に使 ってしまえば

汚染されるので ，下流の農地で再利用する 乙とはできないから

である。

湖岸の低地 lζ は排水のよくない湿田が多い。農業の機械化，

田畑輪換などの新しい営農方式をとり入れ るためには，排水を

改良し乾田化しなければならないが， 乙の場合診透量は増加す

るので ，当然 ，取水量も増加するが，純消費はふえない。内湖

が干拓されて水田になった場合も ，蒸発畳は湖水面のときとほ

ぼ等しいか，むしろ減少する乙とも考えられ る。森林や草地が

水田になっても ，またその逆の場合でも蒸発量はそれほど変化

しないと考えてよい。

要するに ，びわ湖周辺の土地利用が変化しても，びわ湖から

の自然の流出量を変化させるほどの影響はないと考えてよい。

したがってびわ湖周辺での水利用は ，畳的に は下流とは無関係

K ，局地的な問題として処理する乙とがで きる。

しかし ，質の問題となると ，農業も無罪 とするわ けにはいか

ない 。戦後，病虫害防除や除草のために ，残留性の強い農薬が

使われるようになった。とくに ，有機塩素 ，有機燐，有機水銀

系の良薬が河川やびわ湖 lζ 流入 して問題を起しているが， ζ れ

らの有害な農薬の使用規制を徹底する必要があ る。

また ，最近 ，びわ湖に流入する燐や窒素がびわ湖 lζ 蓄積され

て湖水を富栄養化し，プランクトンや諜類が異常発生して「臭

い水」問題を起している。燐や窒索は家庭下水や工場排水にも

含まれているが，農地から溶脱する肥料も関係する。戦前は ，

人閣の排出するし尿や ，湖 lζ 流入した栄養塩によって繁茂する

泥藻は ，肥料として農地に還元され，完結した窒素や燐の循環

系が形成されていた。戦後は空中窒素 を固定した化学肥料が，

し尿や泥藻などの自然肥料を農地から締め 出し，窒索の循環は

たち切られ，一方的にびわ湖に流入する乙 とになった ζ とによ
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工業用水量の推移 (近畿 2府 4県)第 1図

結局 ，近畿では39年から 40年までの 5 年聞に淡水使用誌は約
ると恩われる。しかも ，生産力をあげるために，年々施肥i立は

そのうち 8796 は回収水で、まかなわふえているが，470万nf/ 日
その余剰はびわ湖 lと流れとんだり ，表土居内 lζ 苔

増加するが，

にすぎない 。一方，工れ，取水量の増加はわずかに60万nf/ 日
積され，大雨のとき流出するものが多いので，有効な除去法は

そのうち半分は河川
業用水道は約120万 nf/ 日増加しているが，

ない。なぜなら ，家庭下水や工場排水は有効に集めて処理した

水や地下水から振替わったものである 。 しかも阪神地区の工業

びわ湖 lζ 流入させない方法もあろうが，洪水時の流出 lζ 対り，

用水道の建設は ，需要が伴わないた め神戸市の第 2 期を除き ，

しては不可能だからである。

全面的にス トップされ，伊丹市では建設された工業用水道の半

分を不足する上水道にふり向けている 。

工 業 用 水 の 問 題

ー原単位の急減傾向は ，近畿だけではなく全国的な
乙の取水

Eの伸びは ，第 1図に示すように近畿における工業用水使用

もので，第 2図 lζ 示すように ，出荷額と原単位の推移を両対数

さ
出荷額の伸びに比して， 全用水でも全淡水でもやや小さく ，

方眼紙 iζ プロットすると ，各地方ともほぼ閉じ傾きを示してい

らに淡水使用畳から回収水を除いた取水量で、は停滞か，わずか

乙の平均勾配によって近畿の工業用水需要量を予測する
る。

もっとも伸びの大きい41- 44年の間に増加しているていどで，

40年を基準 l ζ50年および 60年に
と，第 4表 のようになって，

で平均しでも年率約 55仰と過ぎない。したがって，出荷額 1億

は，取水量はそれぞれ1. 39倍，1. 64倍になり ，広域利水調査の

円当りの取水量原単位は ，39年の92nf / 日から 44年の52nf / 日ま

予測値の 7 - 6 割になる。また ，広域利水調査の予測値を第 2

で，年率12. 65ぢで急激に減少している。

図 lζ 記入すると，明らかに過大で ，44年の実績原単位は50年の

もっとも手軽な水源で・ある取水量があまりふえない原因は ，

予測値よりすでに下廻っている 。

地下水は ，すでに限界に達していて，大阪平野では地下水の過剰

すなわち，回収利用を進める工業用水利用の合理化は，水源

くみ上げのために地盤沈下を起し ，地下水のくみ上げが規制さ

その需
難 と水質規制によって予測のテンポを上廻って進行し ，

れ， 自然の河川水にも余裕がない。そ乙で多目的ダムなどによ

要量すなわち取水畳はあまり増加しないと考えてよい。

って新たな水源を生み出し ，工業用水道を建設 して供給するか，

上水道に依存するよりほかはない 。一方，工業用水を用途別に

都 市 用 水 と 水 質 汚 濁
みると ，冷却水がもっ とも多く ，し かも冷却水率は40年の5796か

工業用水の需要はあまり伸びないとしても ，都市人口の増加

ら44年の705仰と急増しているが，冷却水であれば冷却塔などの

にともなって，上水道用水の需要は増加するであろう 。 しかも，

施設によって回収率90- 955ぢていどまでは容易に回収利用する

近畿では盆地地形が卓越していて，臨海部はすでに飽和してい
その経費は工業用水道の取水質より一般に安い。ととができ，

とれら内陸盆地 lζ 進行するであろう。
るので ，今後の開発は ，

年率 23. 4 96 と出荷額の伸びを上廻
そ乙で回収水使用畳は ，

いま ，流域面積100km
2

の盆地があるとする。近畿中部河川 lの

り，全淡水の伸びの 2 倍以上であって，回収率は39年の3096か

その盆地から流出する河川の渇水畳は約 5 万d
平均流況では ，

ら44年の525仰と急増している 。

あるが，普通農業用水など既存の用水に利用されている。
/日

冷却水についで多いのは洗浄および製品処理水であるが，最

上流に500万nf ( 50mm) の貯水池を造ると 12万 nf/ 日まで利用
乙の用近のように工場廃水の水質規制が次第に厳しくなると ，

の新規用水の開発できる。でき ，約 7 万 nf / 日
途の水は汚濁水として排出されるので，工場内で処理するか，

都市用水の需要量を ，京阪神地域の実績から ，工業用水を含

公共下水道 lζ 依存するか しな ければならないが，量が多くなる

めて，人口 1 人 当り 0.6 - 1. Onf / 日，市街地 1ha当り 80- 100rrr

ととは処理を困難にするか，負担金が高くなるので，できるだ

とすると，用水供給の面からは，人口 7 - 1 2万人，市街地

700- 900haの開発が可能である 。 しかし，乙れだけの人口が住

41 

/日そのrけ少量の水で有効 lζ 洗浄しあるいは処理されるために ，

は年率 45ぢていどで増加しているに過ぎない。



工業用水の需要予測 ( 近畿 2府 4県)

40 年 50 年 60 年

区 分 単 位

実 数 実 数 倍 率 年 率 実 数 倍 率 年 率

工 業 l品 荷 額 (兆 円) 6. 33 18. 21 2.88 11. 4  31. 86  5. 04  8.4  

( 広域 利 水 調 査 )

工 業 用 水 取 水 量 ｾｾ万 ｦｚ ｉｉ ､ ｲ ｦ ＯＯ 年 日 ｾ＠ 18.6  36. 7  1. 97  7. 0  52. 7 2. 83 5. 3  

509  1. 006 1. 444 

取 水 品 原 単 位 (01/ 日/億円) 80. 5 55. 3  0. 686 ム 3. 7 45. 3  0. 562 ム 2.8

( 著 者 の 予 担1])

工 業 用 水 取 水 量 ((億万IIIdf // 年日)  )  

18.6  25. 8  1. 39  3. 3 30. 6  1. 64  2. 5  

509 706  838 

取7. l < :JJ l 原 単 位 (01/ 日/億円〉 80. 5  38. 8  0. 482 ム 7. 0 26. 3 0. 327  ム 5. 4

工 業 用 水 使 用 量 i  億万dd  m /  日〉

28. 5  54. 9 1. 92  6. 7 77. 6  2. 72 5.1 

782 1. 505  2. 127 

使 用 品 原 単 位 (01/ 日/ 億円〉 123.6  82. 7 0. 669  ム 3. 9 66. 7  0. 540  ム 3. 0

回 収 率 ( 96)  34. 8 53. 0  1. 52 4. 3  60. 6  1. 74  2. 8  

回 転 率 1. 53  2.13  1. 39 3. 3  2. 54 1. 66 2. 6 

第 4表

流 域 名

| 人( = fs I初間

淀 川 流 域 13. 222 1. 334 

上 流 域 1. 172 193  

び わ 湖 890 222 

木 津 川 195  145 

4宝 )11 88 122 

上 中 流 域 2. 937 415  

下 流 域 10. 285 3. 650  

大 阪 7. 620  4. 119 

阪 神 2. 665 2. 754 

京 都 盆 地 1. 765 1. 746 

奈 良 盆 地 786 846 

東 播 地 域 795 426 

上 流 域 345 214  

下 流 域 450  1. 765  

西 播 地 域 671  306  I  

上 流 域 243 129  

下 流 成 428 1. 386 

紀 ノ 川 地 域 653 368 

上 流 域 272 180  

下 流 域 381  1. 444 

近畿の主要河川流域の人口 密度第 5表

A  'Ao=( M Mo)α 

m'j 日・11.円

1000 

700  

500  

300 

使

用

量

原

単

位

制

。11KA 時 α = - 0  .383 

関東 T て 0... 50 

200  

100  

AO=( M Mo)r， A  

70 

500 

300 

200 

取

水

量

原

単

位

(A'  )  

対と 関東

近畿 ｾトＧＭＭＭ (広域利水調査)

，，ｾ々
でト" "唱 60

、冶 、5口

、

。= - 0.693 '-、

¥ 

、0 60

100  

70  

50 

30 

工業用水原単位の減少傾向
‘ 第 2図
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みつくと ，当然下水量も増加し ，水質の悪化が問題となる 。

流域があまり開発されていない段階では ，農村集落の排出す

る汚水や汚物は ， 自然の生物 ，主としてパクテリヤの酸化分解

によって処理され，河川の水質は保全されていた。流域の人口

密度がふえると ，汚物や汚水の岳が自然の処理能力の限界をと

すので ，河川の水質は急速に悪化する。わが国の河川の汚濁の

進行から判断して ，河川の水質が問題になりはじめる人口密度

は約200人/km
2
であると考えられる。

近畿では ，第 5表から木津川 ，経川 ，紀ノ川 ，西播地域の上

流では ，まだ限界に達していないが，びわ湖，加古川上流では

限界に達し ，水質汚濁が問題になりはじめている。

河川の水質を下流の水道用水として利用できるように ，環境

基準の B 級を保つためには ，下水を基準どおり BOD2 0 p p mま

で処理しでも ，収容しうる市街地人口は 1. 3- 2. 1万人 ，既存集

落を含めた人口密度は330- 410人/km
2

であろう 。15ppmまで処

理しでも 500人/km
2
が限界と考えられる。

淀川の京都盆地を含めた中上流の平均密度は乙の限界に近

く，奈良盆地でははるかに限界を越している。

7. 河川の水利用システム

使用した水を十分処理して河川 に還元する乙とができれば，

水最も水質も同時に保全され， 自然のシステムのままで反復再

利用できる 。以下淀川の汚濁対策と水利用システムを主体 lζ 考

えてみよう。

まず第ーに水処理技術の向上である。わが国の下水道処理基

準では ，活性汚泥処理の曝気相f のわりに沈澱池が小さい。沈澱

池を大きくしたり ，凝集沈澱あるいは急速ろ過を付加すれば，

B O D  15ppmていどには処理するととはそれほど困難ではな

いが，用地を必要とするととと ，増加する汚泥処理のために経

費を要する乙とになる。また ，わが国では散布ろ床法は中級処

理として重視されていないが，イギリスで= は活性汚泥処理水を

散布ろ床法で再処理するととによって ，BOD1 0 p p m以下にす

るととに成功している。

第二は下水量をできるだけ少なくする乙とである。処理技術

には限界があって ，自然の河川水のきれいさにする乙とは不可

能である。したがって ，河川に放流される汚濁負荷を少なくす

るためには ，下水量を少なくする乙とが重要である。下水を十

分処理すれば，処理水は工業用水その他の雑用水に再利用する

乙とができる。処理水を再利用する中水道は ，7. 1<. の量的節約よ

りも ，下水量を少なくする乙とによって ，放流される汚濁負荷

を減少させる乙とに意味がある。

第三 lζ は，下水を河川に放流しないで ，バイパス水路で海ま

で放流しようとする案である。乙れは流域下水道や水質保全水

路の考え方 lζ 一致する。もちろん ，十分処理した水を流すので

あるから ，下流の大阪市や神戸市が現在やっている乙とを京都

などの内陵都市もやろうというのであって，別に問題はないは

ずであるが，排水口を聞く位置などの問題があって，実現はむ

ずかしい。専用水路で輸送された水を ，下流の水源として雑用

水などに再利用するのであれば検討してみる価値がある。

第四 lとは ，飲料水など人間の健康に関係する水は ，汚水の流

入しない上流水源からパイプで導水 しようとする案である 。乙

の考え方は ，ちょっとみるともっともなようであるが，現在の

上水道のような多量の水を直接水源から導水するととには同意

できない。淀川下流で= 取水されている阪神地区約 1，000 万人の

水道用水は現在でも 54ni' /sec ，50年には68ni' /sec ，60年には80

ni' /sec lζ 増加すると予測されているが，ζ の7. 1 < . を直接びわ湖や

天ケ瀬ダムから取水すると ，それだけ淀川流量は減じ ，淀川の

水質は約 2 倍も悪くなって ，環境を悪くするだけでなく ，残余

の水資源を無用の汚水にしてしまうおそれがある。

しかし ，上水道の用途のうち飲料，炊事，洗面用など絶対清浄

な水を必要とする用途に限れば 1 人 1 日20- 30 .e ていどであっ

て，ロスを含めて 5 ni' /sec lζ 過ぎないから ，それだけを上流から

直接導水しでも ，淀川の水質に大した影響は与えないであろう 。

しかし乙の水は少量なだけに ，コ ストはかなり割高になる。

それでも現在市販されているミネラル ・ウォ ーターは， 360cc 

で 40円， n i ' 当りにすると約10万円にもなっているのであるか

ら，大規模に供給して1， 000円/ n i ' ていどで供給できると 1人 1

日20- 30円ぐらいで ，十分可能性がある。しかし ， ζ の方法は

単に飲料水の水質を確保するだけで，水域の汚濁を防止すると

と』ζ はならない。

結局 ，水質保全の対策としては ，第一と第二が重要で，保全

水路や飲料水道はで・きればやりたくない案である。

8. む す び

今日の近畿の水問題は ，量よりむしろ質の問題がよりきびし

い。 i ・河川の水を使わないで，むだに流すのはもったいない」

という見方は考えなおす必要がある 。む しろ「河川の水をむだ

に使う」乙と乙そ慎まなければならない。むだに水を使わない

ζ とは ，水資源、の節約より下: 水をふやさないととの方がより重

要である。むだに流れているように見える河川の水は ，実はわ

れわれの下水処理技術の未熟を補い ，自然の処理システムを保

全する重要な役割をもっている。

われわれは ， 1  n i ' いくらの水代に直接ひびく置の問題に とら

われすぎていたようである 。むしろ水代が安すぎる乙とが，都市

用水のむだ使いを助長し，乙れが下水量を増大させ，その処理を

困難にしているのである 。工業用水の場合は，用水経費よりも排

水処理経費の方がはるかに高くつくのであって，工業用水の料

金を低くおさえる政策は ，むしろ水利用の合理化を妨げている 。

7. 1<. を大切にし ，大事に使う乙とは ，水資源の節約にもなり ，

また同時に ， 下水の処理をも容易にさせる 。 水に関する制度

は，乙のあたり前の乙とが自然に行なわれるととを基本 IC，再

検 討 す る 必 要 が あ ろ う 。 ( ふじのよしゆき近畿圏盤備本部調査官〉
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水利用の社会的価値の変遷と将来への展望

末 石 富 太 郎

は し が き

表題のテ ーマにもっとも適した内容を展開するには ，人聞が

生存そのものに必要な水を中心として次第に社会を形成 し， つ

いで・農業用水としての利用の過程で‘ 複雑な水利権が設定されて

ゆき ，近年の工業用水 ・都市用水としての量的拡大過程と都市

問題の歪の関係などの歴史を記述し ，そのなかで水のもつ機能

が社会的に果した効用の変化に注目し ，将来のあるべき方向を

指摘するといった順序をとるべきであろ う。

衛生工学は ，乙のよ うな過程のなかでとくに人閣の健康に関

係する動機を原動力 と し，都市の衛生を工学的手段に よって実

現すべく発展してき た学問である。しかしながら ，上水道工学

を例としてその発展過程を成警に求めた場合，伝染病がしょう

けつをきわめたと とと水道の復興の関係はよくわかるけれど

も，その聞いかなる研究あるいは討議そして社会の対応が行な

われたかは必ずしも詳細ではない。むしろ ，種々の指標技術の

発見や実用の年代の記述に流れ，技術史としても思想、を欠いて

いるのではないかとさえ思える。おそらくとの理由のうちの重

大なひとつが， 水のもつ地域的な特性の差異であり ， 地球上

( あるいはわが国) での水利用の技術的展開を年代11買に追って

も何ら意味をなさなくなるのだろう。総合的な水利用システ ム

のなかにおいて，ふたたび，人聞の健康にとってより本質的な

慢性的水質障害の脅威がしのびよっているととの遠因が，上の

ような歴史的過程のなかにあるとみるのは飛躍であろうか。

かりにとれが飛躍でないとしても ，現実にさ し追った都市や

人類の危機にたちむかうのに ，水利用の歴史的変遷を学問とし

て追究するのはいかにも迂遠であろう。しかし ，少なくとも将

来への決定のための対照とする必要上や ，都市計画や地域計画

プロジェク卜 lζ 際して，建築史や都市史と同程度のウエイ 卜を

もつべきではないかという要請もあって，筆者自身も ，水利用

システム解析ないしは設計の研究を ，次第に表題のようなテ ー

マと相互反映するととをはかつている段階である。 したがっ

て，乙のような論文にいずれは真正面から挑戦する予定である

が，今回は幸い紙数に制限があるので，水利用システムの一断

面としての上水道の最近における問題点の原理的把握を行な

い，その方法を過去と将来の両方向に延長してゆく乙とによっ
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て，上述した研究目的を達成してゆくアプ ローチを述べるにと

どめたいと思う。

以上のようなわけで，それがかえって全員の共通の理解の得

られる事実なのであろうが，古代の水利用遺跡や ，さらにさか

のぼって，人類発生時における水の意義 などにはふれないとと

にする。

1. 都市と水サイクルの連環とその社会的意義

水需要とは ，人間とその集合と しての社会，さらに社会の活

動を支えるための都市が，それぞれ，水のもっているいろ いろ

な機能を必要としている現象である。もっとも オリ ジナルな水

需要は ，もちろん ，生命維持のための 1人 1 日約 1 - 2 リッ ト

ルの水で‘ ある。それゆえに ，都市が利用する水は ，まず淡水で

ある乙とと ，また ，取水のため流れの過程での水量の多い ζ と

が必要となる。

地球上の淡水量は海水にくらべてきわめて少なく ， したがっ

て都市を対象とすると ，降雨 ・流出 ・蒸発 という比較的小 さな

水サイク j レの加速 ・安定化が畳的確保の要諦 となる。わが国で

は従来乙のサイク J レは水資源的に豊富である といわれてきた

が，豊富さは水サイク J レと都市のかかわり方によっ て変ってく

る。

水需要に関する上述の水の機能としては ，およそつぎの七つ

をあげる乙とができる。①人間や生物の生命を養う ，②温度調

節をする ，@ 土や排池物を洗い流す，④金属や塩類，栄養分な

どを溶かす，⑤ものを浮かしたり沈めたりする ，@ 水中生物の

生活の場となる ，⑦自然の景観をつくる。とのうち後の順位の

ものほど利用する人間集合または社会集団が複雑であるので，

需要量の把握が困難となる。いうなれば社会的価値の絶対的評

価も困難となる。ただ，後 lζ 示すように，需要を積極的に評価

する立場からは ， 1人 1 日1，000 リット J レのオ ーダーよりはる

かに多いのである 。

都市がとのような需要を行なう結果，水サイクノレに対して種

々の影響を与える。①，②は地下浸透 ・蒸発散を伴ってサイク

J レを量的に変え ，③ ，④，⑤は物質循環を行ない ，汚濁を含め

た広義の水質変化を伴う 。@ ，⑦のためにはかなりの水が停滞



的に存在するかまたは絶え間なく流れていな ければならない。

乙のよう な水循環と都市の関係を理解すれば，水需要が量的 ・

質的に高度化してくるにつれ，巧みな人工循環サイク J レをつく

って， 水の再利用を行なうのが当然となる 。水量的には，加速

と安定化は輸送 と貯留によって制御できるが，水質的には指標

の多いととと汚濁の環境特性によって循環の規模の多段なもの

が組み合わさったものである必要があり， 自然サイク J レにのみ

依存するのはきわめて危険である。

水利用の社会的価値を判定するに際し， その高低はともかく

として， ①~⑦の機能がどう評価されており ，かつそれに応じ

て， 水サイク J レのシステムがどのていど完備しているかによっ

て， 総合的な位置づけを行なう乙とが可能であろう 。

水道創設期における今日的問題の発見

最近における水道の拡張ないしは新設の目的は ，いずれも ，

飲料水の確保を うた いながらも快適で便利な生活を維持するに

足る豊富な水量の供給をあげているはずである。さらに水質の

安全や低mL 公平も重要な目標であるが， なぜ水道が必要かと

いうより根源的な乙とに関しては ，単に「当然」とされてしま

うζ とが多い 7三ろう 。と ζ ろが ，わが国の古い都市でも，中世

のヨ ーロッ パが経験した水道による公衆衛生の普及という根源

の必要性があったのが，わずかに80- 100年前にすぎず，そ の遠

因が比較的豊富な水に恵まれていた乙と， さらに ，ーた ん急激

な普及につと めると同時に制御の困難さに遭遇するといった，
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次元は確かに違うけれども最近と共通した問題の再発見ができ

るのである 。

大阪市水道六十 年 史 ( 昭和31年〉によれば，水道創設期の大

阪の模様はつぎのように要約される。

大阪には良質の井戸が少ない反面豊富な川水に恵まれ，明治

中期の上水道敷設をみる頃まで川水飲用の習慣が残 っている。

江戸をは じめ他藩では原始的なものながら上水道があったにも

拘わらず，大阪が水道のないまま維新を迎えたのは多分乙の理

由によるようである。川水飲用の習慣が定着するのをたすけた

のに 「水屋J の発展がある 。当初 ，}IJ 筋からの飲料水の私的な

運搬入であった水屋が，縦横にあった堀川が下水によって汚染

しはじめるに及び，淀川筋から水を汲取って販売する専業に移

ってゆく。さらに淀川自身にも病源汚染のおそれが生じ ，

水の販売をする水屋すら現われた( 明治20年頃) 。明治19年以降

lζ 行なわれた水道の調査計画では ，水屋を通じての飲料水販売

石数が調査されている。 明治21年には85万石で ，人口 523，000

lζ 割付けると ， 1 人 1 日約0. 8 リットル (4. 5合〉となっ てい る。

一方，大阪は水陸交通の要路にあって ，

ぺて大阪を侵し たという 。 とくに大阪では コレ ラの流行が激甚

をきわめ ，1822， 1858， 1859， 1862， 1877 ( 明治10年) ， 1879 

〈同 12年) ， 1882， 1885， 1886 (同 19年) ， 1890 (同23年〉の

前後10固にわたって流行しており， と くに 1822，1879， 1885， 

1890年が激し し人口1 ， 000人当り患者数が 20を越え ，死亡率

も83% の高率に昇った。乙の三度の大流行が，

? ? ? Z22 内市

水道引用者に告 ぐ〈明治初年 7 月) 大阪市水道60年史より転写
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水の防疫法の普及，飲料水汲取場の限定，上水道敷設の直接の

機縁となった。

乙うして ，大阪では ，わが国 4 番目ではあるが，いきなり近

代的上水道として ，給水人口 610，000， 1人 1 日最大給水量84

リット J レの容量をもって，明治28年11月 lと通水した。

水道の創設によって ，市民は日常生活 l乙大きな思恵をうける

ようになるが，なお衛生思想上あるいは公設共用栓からの無料

使用の抑制などのため ，給水普及に多くの努力を要している。

明治30年における記録では ，頑迷姑息苔替で給水工事を申込ま

ない家主の説得に警察力にさえ頼った文書が残っ ている 。

しかるに ，ょうやく給水が普及しはじめると ，たちまち浪費

濫用の傾向を生じ ，はや明治30年には拡張工事を実施するとい

う悪循環が始まっている 。前掲の「水道引用者に告ぐ」は明治

30年 7 月に一般使用者に配布，節水をよびかけたものである。

今日 ，乙の種の告示のみでは無効なととは明瞭であるが，たと

えば近畿圏レベルとして各都市単位を対象 lζ 総合的かつ合理的

な抑制をせざるをえないと ζ ろにあるといえる。水利用の機能

的価値は乙の80年聞に大いに変ったが，案外，社会的価値はほと

んど変化せずにおり ，それだけ ，わが国の都市は成熟していな

いとすらいえるだろう 。市民がすべて飲水その他として親しん

だ川水は ，水道によって次第に市民の手から取り上げられた経

過も上の記述によってわかるだろうし ，それはまた ，英国工兵

大佐H.S.Palmer によって ，西欧型水道がしかも一元型でもっ

て導入された乙とにも影響されているだろう 。 当時，Pal mer  

はわが国の経済情勢にも特別の配慮を払ったとされているが，

今日の都市を見通したうえで・わが国水道に適する型を決めたか

どうか，より深い背景や彼自身の哲学については知る乙とがで

きない。

3. 水 需 給 計 画 と 水 利 用 効 率

大阪のように水畳豊富で・水利のょいと乙ろに発達した都市に

おいて ，1. 1[ 示した①や②の機能を中心とし，そして比較的少

量の水利用に対しては ，自然のサイク J レを直接水源とするのが

都合がよかった。もし ，水需要の増加に応じ水道技術の発展も

行なわれるが，水利用レベノレが①，②のていどにとどまる( 都

市人口は増すが生活レベ J レは従来のまま〉ならば，自然サイク

J レを太く大きく安定にしようとする水資源開発の主流的考え方

は正しいであろう。逆にいえば，今後増加する需要に対しでも

①，②と同じ機能をもっ水循環をつくる乙とが必要十分と考え

ているととになる。しかし ，すでに③以下の利用が当然含まれ

ている一方，今後増加する水量は少なくとも①でない乙 とも自

明である。そとで，前掲告示のように洗車 ・修景など③以下の

機能を抑制するか，あくまで①，②であると主張するか，ある

いはまた③以下にうまく応ずるかによって，利用価値そのもの

が変ってくるだろう。
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(1) 自然サイクル拡大方式

大阪の水道が明治28年以降歩みはじめ ，そして現在多くの水

利用システムがもとづいているのは ，@ 以下の用途に間接的料

金的束縛をかけながら ，①，②を保証するための自然サイク J レ

追求型であろう。との規模拡大と人口のバランスがいったいど

のあたりにあるのかきわめて不明瞭であるが，計画評価の方法

によっては常に大規模開発の妥当性が証明される形となる。

いかに長期的な計画を立案しても ，ある年次を限ってみる限

り水利用の効率や技術適用の困難度は ，結果的には採用されな

い限界に位する単位水誌の効用や限界技術の困難度と相対比較

され，いつまでも最適規模を拡大していきそうである。下図の

ように横軸に水量規模をとり縦軸に限界効用と限界費用をとっ

たとき ，必ずしも明確に分けるととはできないが，図の左から

右方にゆくに従って，水利用機能の①，②から@，⑦が位置づけ

られるはずである。水利用機能が①，②などにだけ固定されて

いるときは ，限界効用( 1 ) と限界費用曲線も一定で，ただ人

口増加によって求める規模Mが右へ移動してゆくだろう。と乙

ろが，社会的環境の変化によって ，対象にする水の機能が変っ

てゆくと ，限界費用が高くなってもそれに応じて効用曲線も高

くなり ，やはり規模 L は大きくなってゆく。乙の効用は歴史的

な①，②に基礎をおいていないからであり ， さらに技術自身

も，遠距離導水は海水淡水化より安く ，海水淡水化は人工降雨

より安い ，… … という短期視野の公式に従って，限界費用の上

昇を顕在化しない 。さらに ，乙の状態でも①，②レベ J レでの使

用者が多いと I Ll ζ 応ずる費用が徴集できず，結局乙れら大衆

人口の急激な伸びを期待しないと財政すら破綻するであろう 。

(2)  需要予測方式

乙のような単純ではあるが必ずしも合理的でない水利用シス

テムの拡大を促進した責任の一半は ，平均的で固定的な需要予

測方式にあるといってよい。当初 ，①や②の型からスタートし

た都市水需要に対して水道事業が起乙り ，その量的拡大過程を

外挿する乙と ，そのhl を対象給水入口で割った値を 1 人 1 日原

単位とする方法が慣用されている。創設期水道のようにこの値

が少ないとき乙そ 1 人 1 自にとっての水利用価値を端的に示す

o  1  M N  L  
E

 
水量規模

水サイウル規模



ζ の値も，大きくなるに従って都市住民個人とは縁遠くなり，

水道局職員の認識で・きる価値 ，または，市民にとっては 1人当

り水量の多い都市 lζ 住んでいるという価値認識しかできなくな

る。現在，乙れが約400 リットルであるからといって1， 000 リッ

トノレ lとすればよいかという問題ではない 。全員が必ずしも必要

とはせずかっ循環利用ができるから少なくてすんでいるにすぎ

ない 。 目的も効用も不明瞭なまま一元的な水畳 lζ 含めても水利

用価値の評価は不可能である 。

水の需要予測は ，その都市内において，われわれが真 lζ 何を

求めて生活を営もうとしているかを十分に追求し，少なくと も

土地利用 区分および人の空間的 ・時間的移動の効用に根拠をも

った原単位予測方法 lζ 移行しなくてはならない。定量的水利用

の評価はその後においてはじめて可能になるのであって ， i 公

衆衛生型」水利用のつぎの段階として ，i 当然型」ではなく「環

境 型J ，都市としては人間の「生活型J ，そしてもっとも機能的

には 「水質型」の目標 ・評価を主事hとする需要一一水循環シス

テムをっくり上げ，その成立のもとに経済性を実現すべきであ

る。広義の「環境型J としては ，水質型③，0 ，⑤の利用( 洗

たく ，水洗便所用など) と⑦の景観用との聞に ， もっと多元な

水の機能をも開発すべきであろう 。

(3)  水需給計画の弾力化

上記のような新しい予測方式をとれば，水需要量はきわめ一

勝力的なものとなる 。 とくに ，社会 ・経済状勢の副次的背景に

よって，①以外の需要は柔軟な変化を示す。 したがって予測 ・

評価した総水量も必要に応じてかなり抑制できる可能性をもっ

ている 。

しかし ，従来，都市の水利用システムが柔軟性をもっている

とされてきたのは ， 乙のような需要の本質に準拠しながらも，

浄水 ・配水などの機能システム設計および料金体系がともに需

要柔軟性に対する配慮を欠き ，そして硬直的システムが逆の意

味で需要を制御してきたからであろう 。 ととろが，ーたん機能

システムと料金システムが事離をはじめると ，弾力的であった

③ ，④，⑤などの需要すらも ，安い料金に裏付けられて固定的

なものとなってしまい ，逆 lζ 料金値上げすら円滑にゆかなくな

る。

施設自身の弾力化設計はあるていど可能であるが，需給関係

の抑力性 ・可制御性については ，上述のような混乱があるため

既詑資料の解析が非常にむずかしい。現段階で可能な方法は，

乙れまで・の給水事業を地域としてとらえ ，水源，水質，水量規

模，導水規模，水道料金などの総合特性から弾力性指数の近似値

を求め ，地域としての水需給計画に応用していく乙とである 。

ただ，現在まで明らかになっていると ζ ろでは ，わが国都市

の場合，需要の弾力性が明 11 J J t なととろは多くはなく ，社会的 ・

技術的背景が熟したときに ，突然，新しい代替技術が決断的に

導入されるという可能性も 高い。大阪の場合においても ，琵琶

湖あるいは広域流域変更依存の限度において ，全面再利用とか

海水転換とかの可能性があり ，乙れが逆に都市的 ・社会的ショ

ックを与える原因になるかもしれない 。

4. 都市用水の将来とその検討

前章 iと述べたように ，完成された循環サイクノレを通じて開力

化された水需給計画 lζ 対しては ，一元的な水需要算定はほとん

ど有効でない 。また仮に ，いわゆる用途別需要算定を行なった

としても ，単に料金徴集体系別の既往値の延長もやはり有効で

ない 。たとえば家庭用という類別があって ，住宅専用団地など

に対し ては， 1人 1 日250 リットノレていどで十分であるとされ

るが，と れは逆 lζ ，生活ノマタ ーンが規制されてしまっているも

のと解したい 。 乙のような一例を下に示す。

[ > 家庭用水 l 人 1 日使用水量 (1968年)

手洗 ・洗面 1回 9.6 リット J レx 2.6回= 25.0 リットル

食 事 19.0  x  2. 3  =43.7 

水洗便所( 大) 19.3  x O. 9 = 17.4 

11 
( 小) 14.8  X 2.9 = 42. 9 

風 呂 82. 5 x O. 4 = 33. 0 

洗 j星 31. 5  x O.8 = 25.2  

掃ー 除 8. 9 x O.8  =  7. 1  

撤 7.1< 8. 2 x O. 3 =  2.5 

計 196. 8 

乙の合計値約200 リット J レ/ 人 ・日を基礎として，先に引用し

た1， 000 リット J レ/ 人 ・日という都市用水量をつくってみよう o

b 将来の都市用水量の例

家庭用水 200 リット ル/ 人 ・日

食 堂 100 (  50 リッ トル/ 回 x 2回/ 人 ・日〉

ホ テ ル 40 (200 リッ トル/ 人 ・日x O.2人/ 人〉

百 貨 庖 20 (40 リッ トル/ 回 x O. 5回/ 人 ・日)

駐 車 場 12 

洗 車 150 (300 リット J レ/ 回 x O.5回/ 人 ・日)

噴 7.1< 30 ( 大型)

〆ノ 100 ( 小型)

水 路 300 ( 補給水 3，000rrU日-7- 10，000人)

計 952 

乙の内容の単純さから考えて ，1， 000 リッ トル/ 人 ・日lζ 達せ

しめる 乙とはきわめて容易なととがわかる 。 さらに ，より極端

な用途 と して，

水 遊 び 200 リッ トル/ 人 ・日

プ ー ル 500 11 

を加える と， 約1， 700 リッ トル/ 人 ・日にも達し ，とれに人口を

掛け合わせた値は確かに無駄という感じがする 。 しかし ，一人

ひとり ，よりミクロに子供 1 人当りというようにみたとき ，合

計値の効用はきわめて高く評価すべきであろう 。

47 



さらに ，上例の環境用水についてもっとミク ロな評価をして

みる。大噴水とい うのは， 入場者 400，000 人に対して日本万国

博の大噴水の補給水量を 12，000nf / 日とした場合の例である。

実際に噴水として循環をし景観を構成している水量効果は ，

損失率を 2%とす ると， 30+ 0.02= 1， 500 リット J レ/ 人・日と・な

り，よ り局所的 lζ 配置される小噴水はとの値がさらに高くな

る。同様に水路が景観として果す効用的原単位は 10，000 リッ

トJ レ/ 人 ・日を越えるであろう。乙のように ， 現在の都市で

は，あた かも公固における水呑みのように ，水呑み 場がない

から需要がないという面がかなり強い ζ とを認識すべきであ

る。

とのような考え方にもとづいて， 今後の都市用水として考慮

しておく必要のある一般用水は，まず防火用水の確保とその面

的立体的配置によ る都市防災性向上である。②の用途に関連し

て，地域冷暖房用水の循環がある。乙れも ミクロにみたときの

単位水量はきわめて多い。@ や⑤ lζ 関しては ，応急的な下水道

洗浄用水，都市洗浄用水，さらにより大規模には大気洗浄用水

などが必要となるかもしれない。@ としては ，よ り多くの自然

が都市へとり乙まれ，⑦として，あらゆる型の景観芸術が行な

われるだろう。乙れらはいずれも大量であるが常時必要という

ものでなく ，結局，ダイナミックな循環がある限度以上の都市

貯水によって賄われる。現在，一見して最大容量方式によって

いるかにみえる都市水道設計でも ，都市内にもっている水はた

かだか 4 - 6 時間分にすぎない 。水量サイク J レ上における貯留

機能の綿密化をはからねばならない 。またよりオリジナ J レな水

として，①，0 を同時に考慮した高度な飲料水の供給の必要性

も生まれるであろう。乙うして ，水質別 ・用途別給排水システ

ムが多段に循環系を構成しているととになろ う。

乙れに対して，将来都市の市民は ，自身が環境をコントロ ー

ルするととを目標 le ，的確な水用途とサイク J レ選択の能力を備

えていなければならないだろう 。水 システムがエネルギーおよ

び情報システムと連動して，都市の成立 ・人間生活の成立のた

めの有機的制御機構を完成していな ければならない。

5. 水利用の概念と技術

最初に述べたように ，やはり以上のような展開では水利用の

社会的価値の動向について一面的な把握すらまだまだ不十分で

あるといってよい。しかし少なくとも社会的評価の必要性につ

いてはあるていどの意図を伝えたものと思う。ただしもう一段

上のレベルとしては，水の もつ本質の自然的価値 との対比にお

いて ，社会的価値の相対的変遷についても究明してゆかねばな

らぬだろう。いったい社会的価値が自然的価値と措抗するのか

補完するのかも ，将来大きな問題とせねばならぬだろう。現状

においては ， 自然の評価そのものがあまりにも困難なので ，社

会的価値評価の因子と基準もなるべく自然を保全する論理のも
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のを採用しておきたい。乙の一例として ，最近頻繁に生じはじ

めた水道水源の異臭問題の場合を考えてみる。

現在各地の浄水場では ，脱臭処理の対策として， 活性炭吸着

やオゾン酸化が検討されている。とのような処理法 は，急速ろ

過処理をさらに追究し ていったとき 当然必要 となったのではな

く，水道計画に対する外生条件的位置にある 水源汚染 としてと

らえ ，乙の時点で有効な処理法の代替案を比較検討し ，もっ と

も安価な建設投資に よって，いわゆる自然の変化に対応しよう

としているととになる。少し皮肉にすぎるかもしれないけれど

も，とれは水源としての自然の汚染を少なく とも投資の有効期

間中は容認した考え方になるのである。

水源は自然の一部には違いないが，むしろ ，その汚染を水道

システム+ 都市水利用システムの内在条件の変化の過程のひ と

つとして把握し ，経費の支出と工事実施可能性の前提の上に た

って，脱臭効果最大のものを採用するとい う管理の立場を貫か

ねばならないので、ある。

前者のような自然対立型はいわば技術先導型であり ，後者は

いわば水システム評価の概念主導型であるといえよう。概念は

本来修正可能なプロ セスを示すが，技術は適用後の結果に重点

がおかれる。

筆者がかねて ，前述したような用途別給排水を概念として提

示したと乙ろ ，たちまち中水道なる技術シ ステムに変身し，実

際に適用したときの長所 ・短所がさかんに議論される ようにな

った。概念の場合には，長期間の過程の中で変化する社会的価

値を評価しつつ ，短所はすべて排除する方向で諸種の要素技術

を複合するのであって，不十分な検討のもとで近似的代替技術

を発想するのではない。

前章までに示したととからも明らかなように ，今後水利用の

価値を評価するに際しても ，水利用技術の高度化などによって

直接( しかし短期的に早い応答で〉えられる評価よ りも ，水利

用の概念として評価を行なう努力が必要である。時あたかも ，

わが国では「公害型」動機による広域下水道が急激に普及され

つつあ り，ちょうど大阪の水道創設期に類似した位置づけも可

能である。そして都市の過密名残り部分では文化生活充足のた

めの大きな利便をうけ つつある一方，まだ分散型集落に対しで

も強力な普及の努力がなされつつある。前掲の大量の水洗便所

用水などを含めた水利用を単に水洗技術 とみれば，急成長下水

道にプレ ーキをかけるための水利用の一元的圧縮か，あるいは

下水道の成長支持のための放流負荷供給源としての意味しかな

くなってしまうであろう。学問的には ，社会水文学または環境

水文学といった分野を体系化し ，そのなかで種々の水利用を説

明してゆく乙ととそが，本課題のもっとも重要なアプロ ーチで

ある といえるだろう。

〈すえい し とみたろう 京都大学教侵 ・工学部衛生工学教室〉



大規模宅地開発と水質一平城ニュータウンの場合

小 阪 誉

( 1 ) 概 況 地 IC供給されている都市用水，あるいは，既成農地への農業用水の取水

1968年策定された新全国総合開発計画では . 20年後の計画ビジョンを

想定しているが，乙れによると ，わが国の S 60年における総人口 I 億2，

。∞万人に対し ，市街地人口 8，4∞ 万人と予測され，市街地人口は総人口

の 70961ζ 及んでいる。近畿圏においても sω年における総人口は 2，“ わ

万人 ，うち大阪圏人口 1，3∞万人と推定され，近畿圏人 口の 5096を越え

ており ，S 4 0- S ω 年の20年聞に総人口において 8∞万人 ，大阪圏人口

において反x) 万人の増加が推定されている 。

近畿における人口の大都市地域への集中に対処して ，今後大都市近郊

地域では . S ω 年までに約 6 万 ha の宅地を開発しなければならないと

考えられている。しかるに既成市街地近辺の開発余地はほとんどなく ，

新規開発はますます遠隔化 される方向にあり ，乙れは必然的 IL既成市街
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表 - 1

奈 良 京 都 計

公 団 集 合 住 宅 等 6.300戸 10.6ω 戸

公 団 分 鍛 宅 地
2. ∞o  1. 4∞ 3. 400 

一 般 住 宅 ( 民 有 地 ) 2.2ω 2. 1∞ 4.300 

住 区 施 設 内 住 宅 300 200 500 

合 計 10.800 8. 000 18.8∞ 

表 - 2 使用水量の実績 単位 e/人/目

国 地 名 l人l 日当平均使用量| 日最大使用量ω |時間l政 大 使 用 量 叫 B /A

旭 ケ 丘 団 地市

( 大阪府挫中 )  

( 東大阪挫府中盤団中地市)

( 千大阪里府山吹団田地市)

( 香大阪星府枚団方地市)

( 東多京摩都平日団野地市)

( 新埼玉所県沢所団沢地市)

〈名鳴古子屋市団緑地区)

常葉鍛県平必団戸地

( 干 市 )

団 地 名

浜 見 平

( 神奈川県茅 ケ崎市〉

草 加 松 原

( 埼玉県草加市)

2 . 0  

1. 5  

1 . 0  

0  

金 ヶ 作 地 区

堺市全域

165 

166 

180 

213 

183  

196 298 

131  187 

2ω 310 

650 

478 

625 

( 昭和41. 8. 1- 8. 31 の 平 均)
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図- 2 浜見平団地処理場における流入汚水量の時間的変化
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図- 3 高 根台団地における給水貨と汚水量の時間的変 化
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にはめぐまれた条件をそなえている。地区面積は約 ef.J 9 ha で，うち奈

良側349 ha， 京都府側2 ωh a， 奈良県奈良市および京都府相楽郡木津

田T精華町の 2 府県 3市町にまたがっている 。住宅地計画は表一 1 のとお

りである。

(3)  住宅団地の水使用 量

大規模な団地すなわち通常ニュータウンと称されているものは ，数箇

の住区( 約人口 l 万人を単位としている) により構成され，一住区には

少なくとも小学校 1 ，近隣センター( 日常生活に必要な行政施設，業務

施設，商業施設，医療施設) 1 カ所，公園 1 カ所，を設けてあり ，全地

区内には中学校数校をはじめ ，高校等の教育施設および大規模な商業 ，

行政，業務，医療，娯楽等の施設を備えた地区センタ ーを有しており，

ひとつの都市的機能を有している。したがって普通の住宅団地にくらべ

て水の使用畳，時間的変化，水質等も多少異なり，水の一人当使用品は

多くなり ，時間的変化は小さく ，水質は多様化 し，一般の都市用水の使

用形態に近づく。がやはり ，一般都市に比し，その一人当平均使用量は

少なく ，時間的変化が大きい。ちなみに既設団地の実績数値の一例をみ

ると下表のとおりである。

以上の実績から l 人 1 日当最大給水量は約 3∞t で，大都市における

ＵＳ Ｙ 年設大給水量が Ｔ ∞ ｲ を 上回っているのに比べると，約 Ｗｾｊ 程度と少

ないのに比し ， 1 日間のうちの 1時間の最大使用量は ，24時間で 1 日給

水量を除した時間平均給水量の約 2 倍と ，大都市等の 1. 3倍，一般都市

の 1. 5倍を大幅に上回っており ，その歪( 時間最大給水量) では一般都

市 lζ 変らない数値を示している。 ζ のことは ，その処理過程で，時間変

化をならすことによって処理負荷を軽減さし得る乙とを示している 。

(4)  団地 汚 水 の 水質

家庭下水中の汚濁物質の資料として ， i S 41. 8. 平城地区の汚水処理

問題に関する研究」報告書のなかで表- 4のような数値を示している。

乙れによると ，コロ イ ド性物質を含めた浮遊物では脂肪類の占める割

合が高く ，好気性微生物処理の対象となる溶解性有機物では ，炭水化

物，たん白 ，アミノ酸，有機酸が主体になっている。住宅団地の生下水

のB O Dは一般に都市全体の生下水より高く，高度の浄化処理が要求さ

れる。とくに し尿中には有機物が多い。

平城団地についてもその水質は一般家庭下水が主たる下水で‘ あり ，と

くに異なった有害物質を含む乙とはないが，やはり ，B O Dは相当高く

なると予想され，高度な処理を必要とする。また ，その放流先が淀川上

流部であり ，その下流において大阪，神戸ほか，近郊都市の水道用水源

となっている点，あるいは木津川が淀川本川に合流する 3 川のうち， も

っとも汚濁されていない河川である点、からその汚濁防止に世論の声も強

し淀川の水資源確保の一端として十分留意する必要が生じている 。

表 - 4 家 庭下水中の有 機 物

下 水 有 機 物 l|St evenag)e || Mc K1nney |1Heukeleklanl| 名 古 屋 市

%  ( 英 i'6 1  ｾ百Ｅ

脂 防 類 43  5- 10  19- 26 

全

炭 水 化 物 24 40- 50 13- 51 

下

水

たん白 ，ア ミノ酸 16 40- 50 16- 29 

有 機 酸 9  

目旨 肪 額
。

解性物溶質

炭 水 化 物 47 

たん白 ，ア ミノ酸 15 

有 機 酸 20 

脂 防 類 72. 5 31.7 

1平

炭 水 化 物 6. 2 28. 6 

2在

たん自，アミノ酸 14.1 52. 5 

物

質

有 機 酸 2. 9 

アルコ ール可溶物 17.8  



(5)  平 城 団 地 の 下 水 処 理計 画

5- 1) 処理方式の検討

平城団地の下水処理については，日本住宅公団大阪支所では S40年度

1(.京都大学合田教授に調査研究を委託している。以下その結果をしめ

す。木津川の水道原水としての利水基準をもとに，木津川の水質基準を

BOD4 0 p p m，総窒紫0. 5p p mとして，放流地点から下流 5 km， 10km.  

20畑地点の木津川利水基準値を保っとすれば，流入汚染物質量は下記の

ようになる。( 計画人口変更のため一部修正)

・木津川へ放流する場合の処理基準値の計算

木 津 川 川 幅 l∞m 流速 0.5 m/秒 流 畳 10ni' / 秒

拡散係数 O. ∞3ni' / 秒

流出点の仮想汚染水域幅 20m 

利水基準B O D 4 p p m 総窒素 0.5  p p m 

木津川( 国有) 水質 B  O D  2 p p m 総室索 O. l ppm

・平城団地汚水計画汚水量，計画汚泥缶

入口 75. 000人， 1人 1 日当りの平均汚水量 2∞ e， 1人 1 日の B O D40

gr ，総流入室索 52. 7ppm ( 5 大都市平均) ，浮遊物 2∞p p mと見つも

ればつぎのようになる。

計画 1 日平均汚水量 15，000ni'/日 (75. (別 人 xO. 2ni' / 日)

計画 l 日最大汚水量 22. 5∞ni ' / 日( 係数を日平均の 1. 5倍として)

計画時間最大汚水量 30. 000n i ' / 日( 係数を白平均の 2 倍として)

計画 1 日B O D畳 3. ( 削除B O D  (75. (削 x o 04kg)  

計画 1 B 窒素畳 791kgN (52. 7x  15) 

計画 1 日浮遊物量 3. 0∞kgS S  (200 x  15) 

流入水質 B O D  190p p m 

T - N  53ppm 

S S  2∞p p m 

袋一 5

基司直地点 ( 下読側〉 回 5  10 20 完全混合

汚 挺 水 域 幅 ロ1 45 57 83 I∞ 

許 容 放 流 BOD gr/砂 6.8以下 8.6以下 12.5以下 15以下

許 容 放 流 総遺業量 gr/秒 1. 4  11 1. 7 11 2. 5 11 

3  "  

許容放旅BOD温度 ppm 48 11 

61 "  90 "  108 "  

許容放疏総窒業機度 ppm 9.8 "  12  "  1且 " 22 11 

すなわち ，5  km下流を基準にとれば，処理水は B O D48. 6ppm以下，

総窒素は9 8ppm以下で、あればよい。

以上，平城地区計画汚水量を木津川 IC放流する場合，その利水基準値

以内におさえるには ，現在通常用いられている活性汚泥法による処理に

よって B OD2 0 ppm， S  S30ppmの水質が得られるので，窒3憶につい

てのみ第 3 次処理を行ない ，25ppmを10ppm以下に除去するよう考え

ればよい乙とになる。

しかし，今後木津川流成の将来開発計画に したがって平城地区以外か

らの汚水流入が見込まれるから ，乙の点をも考慮にいれると ，たとえ現在

計算上は利水の基準値以内にはいるとしても ，将来汚染の増加にそなえ

てできるだけ高度の処理を行なう乙とが望ましい。そ乙で，第 3 次処理

をも考慮して処理の基準を一応B OD 2.0p p m，浮遊物 1Oppm. 総窒素10

p p mにおき，第 3 次処理として，急速ろ過と酸化池方式を提案している。

1. 活性汚泥法

B OD : 19O→20ppm，総窒素 : 53→25p p m 

S  S  :  2!∞→35ppm 

2.  急速ろ過

B  O D  :  20→ 10ppm，総窒素 : 25→ 15pp m 

S  S  :  35→7ppm 

3. 酸化池 ( 滞留回 数 5.5日)

B O D :  10→2ppm，総窒素 15→10p p m

5- 2  ) 現在の平城団地の処理計画

平城団地は ，S45年10月 13日，奈良県側 348. 7 ha について区画整理

事業の事業認可があり，その後鋭意造成工事を進め ，約90 ha の造成が

ほぼ完成。公団集合住宅建設も約 2. 000 戸分について着工し ，47年 10月

末には入居の予定になっている。汚水処理については当初は，平城団地

内lζ 単独の処理場建設を計画していたが，その後木津町域で民間デベ ロ

ッパーの開発計画が進み，木津町はとれに旧市街地の一部を含め処理人

口10万人の処理場を木津川沿いに建設する計画 11: 変更し ，京都府，建設

省と協議を進めてきた。しかるに長近 IC至り ，山 田川流域にある精華町

域 ，奈良市域 ，生駒町域内で相ついで、民間デベロッパーの開発計画が具

体化し，その計画人口は平城団地を含め約16万人 IC達し ，その下水処理

を個々 11 : 行なう乙とは，その放流水についての水質維持の点から地元住

民の疑念が多く ，木津町，精華町当局も ζ れらを一括した広域下水道を

考えるべきでないかという考えに至り ，木津町を含めた広域下水道と し

て処理する 方向 に進んでいる。住宅公団としても ，最近の国の指導等か

らも広域処理計画を進められるには全面的に怠義なく ， ζ の実現のため

民間デベロッパーの取りまとめを含め ，その推進方を強力にはかってい

る現状である。しかしその反面処理開始に至る期聞に相当の年月を要す

るものと考えられるので ，団地開発計画 とのタイミングにずれが生じ ，

その間質定処理場を考える必要が生じてくる。

5- 3  ) 暫定処理計画

暫定処理場としても ，その処理水質については ，本設の処理水質と同等

以下の水質を維持しなければならないのは当然であり ，その上，で きる

だけコンパクト化の必要があり ，かつできれば移転再使用を考えたい。

乙れらの要求をみたすため， S45年度に京都大学平岡研究室lζ 家庭排

水処理施設のプラント化に関する研究を委託し，コンパク卜にして高級

な処理を可能ならしめるという ，一面相反した目標を満足できるプラン

ト化の実現をお願いした。その結果機械的分離過程のみに置き換える新

しいプロセスの採用が必要だという結論になったが，その具体化につい

てはなお種々の方法の比較検討が必要であり ，今後引続き研究を委託

し，よりよい方法を見出したいと考えている。一方本年11月には一部入

居の段階に至るので，乙の下水処理については，本研究の考えの一部を

とり入れた活性汚泥法IC砂ろ過による 3 次処理( 場合によっては活性炭

吸着による処理を含む) を加えた高級処理施設を設置する乙とにした。

乙れにより， BOD1 0 p p m， S S 1 5 ppm以下に下げる乙ととする。

なお ，本施設に付属して， 3 次処理のための実験装置を設置し，平城

団地の本設処理場を含め今後必要 となる 3 次処理の具体化の方向を見出

したいと思っている。具体的な検討項目はつぎのようなものである。

① プラスチック製散水ろ床

散水ろ床の充填物をプラスチック製にしたもので，後に続く高級処理

の前処理装置として用いる。とくに各種の充填物による浄化効率と 3 次

処理の前処理装置として有効かどうかをしらべる。

② 凝 集 洗 澱 装 置

最終沈澱槽からの放流水11: 硫酸ノてンド等の凝集剤を添加し ，残存 S S

を凝集沈澱せしめる装置。

③ 活 性 炭 吸 着 装 置

下水 3 次処理用活性炭吸器装置の設計諸元を検討するための実験装置

で，主として残存有織物，たとえばB O D，C C D， A B S ，色度，臭

気等の除去の条件を究明する。

④ マイクロストレーナー

節目の大きさ23- 35 ミクロンで織ったステンレス製の金網を用いた回

転ドラム型スクリ ーンで ，流入水をろ過する。

⑤ アンモニアストリッピング装置

処理水中のアン モニア性窒素を除去する装置で ，処理水の P Hを10. 5

以上にしてから空気を強制約に接触させると ，アンモニアガスとして除

去する乙とができる。

⑥ 以上 ，平城団地における汚水処理の考え方をどくおおまかに記した

つもりであるが，乙の問題は今後とも検討をつづけ ，よりよい処理計画

をつかみたいと思っている。

( c さか たかし 日本住宅公団大阪支所宅地事業部土 本施設課長〉
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38，9年頃 lζ ピークを示した後いったん低下し ，その後わずかに増加して

いる。とのいったん低下した原因は，昭和37- 39年は比較的渇水年であ

ったのに対 して40，41年は豊水であった乙と，および昭和40年頃から京

都市の下水道整備率が高まったととなどによるものと思われる。 一方，

アンモニア 性窒索は河川流置の影響によってかなり変動 している もの

の，両地点とも，年々増加する傾向である。アン モニア性窒素は通常の

汚性汚泥法による処理ではほとんど処理されない乙とから， 下水道普及

率とはあまり関係がなく ，沿川諸都市の発展に伴う人口増11: 比例して年

々増加するものと考えられる。

将来の淀川水質は「淀川水質汚濁防止速絡協議会」の調査結果による

とつぎのようである。

昭和43年における山城盆地での家庭排水および工場排水による B O D

負荷の発生量は 169t / 日で，乙のうち京都市の下水道およひ、各工場など

で約6 5 %が除去され，実際に河川へ流出していたのは 59 t /日と算定さ

れる。乙れに対して昭和ω年には ，B O D負荷の発生畳は271 t  / 日と著

しく増大するが，下水道が完備され， その放流水水質を 20ppmとする

と，淀川への流出量は昭和43年時点より低く， 45t / 日程度K 抑えられ

るものと推定される。しかし，乙のような負荷量であっても ，淀川流畳

が低水量の 1500U秒のときの淀川水質はB O Dで 5 - 6 p p mとなり，淀

川の環境基準B 級 ( B O D 3ppm) を達成する乙とはできない。したが

って，将来，潔境基準を達成するためには，下水道の高度処理など適切

な対策を講じる乙とによって B O D負荷量を 45t / 日の%- 14に抑制し

なければならないであろう。

(2)  淀川流入河川の水質

現在，大阪府下で淀川 11: 流入する河川は，右岸で芥川，水無瀬川，桧

尾川であり，左岸では天野川 ，穂谷川 ，船橋川など 7 河川がある。

乙れらの小河川は，乙乙数年間その流域での著しい住宅開発の進行あ

るいは各種企業の進出によって，急激に汚染されてきた。たとえば，比

較的流量の大きい天野川と穂谷川の水質を昭和40年以降について示すと

図- 2 ，図- 3の通りである。乙れらの河川には，鉄鋼関係，食品製造，

化学工業などからの工場排水が放流されてきたが，同図から明らかなよ

住宅開発と水質汚濁
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人はだれしもより快適な環境を望んでいる。美しい空，清らかな川 ，

静かな町そして快適な住居，すべてがわれわれの望みである。他方，人

々は集積の利益を求めて都市へ集まり，人口は増加し ，産業は発展し

て，都市は膨張する。そして，と の地域から排出される家庭下水および

工場排水などもろもろの都市排水が増加し ，ζ れが河川の自然の浄化能

力を越えて放流されると，いわゆる水質汚濁となって，天然資源として

価値がしだいに損なわれていくのはごく自然のなりゆきであろう。その

端的な例が，京阪神を含めた広範囲な地域にまたがる淀川水系である。

淀川は，その主たる水源である琵琶湖によって流況が非常に安定し ，

また水質的にも人為的汚染がなければ本来非常に恵まれた水系である。

そのため，その利用度は著しく高く ，古くから多くの人々が乙の流域に

集まり ，現在では阪神地域だけでも約 1，( 削万人もの飲料水および各種

都市用水が乙れに依存しているのである。しかし，その反面，水質的に

は古くから人為的汚染に悩まされ，滋賀県の約90万人をはじめ ，中流域

には人口 140万もの大都市，さらにその下流域には数10万の人口を持ち，

そ1 らからの家庭下水はもちろんの乙と ，質的に，千差万別の各種工場

排水がほとんど乙の淀川水系に排出されてきたのである。その結果，過

去十数年間における水質の急激な悪化および工場排水なと1ζ 起因する水

質異変事故の増大，さらに一昨年からの琵琶湖の富栄養化に起因するか

び臭の発生など，淀川の水質汚濁は深刻な事態に立ち至っているといえ

る。そして，今なお乙の流域で人口が増加し，また工場もつぎつぎと建

設されつつあるのである 。

乙乙で問題となるのが，過去にお ける下水道および各工場で‘ の廃水処

理施設の整備等 ，水質保全に対する投資が余りにも小さ過ぎた乙とであ

る。したがって，乙の淀川の水質を保全するためには，過去の遅れを取

り戻す怠味からも，今後莫大な社会資本の投入が必要と考えられるが，

その負担は淀川の水を利用し，乙れに排出するすべての者が負うべきで

あろう。われわれは従来の経済伸長一辺倒からようやく人間性の回復に

めざめ，よりよい環境を強 く求めているが，乙の淀川水系のように自然

の代謝能力をはるかに越えた過密な環境のなかで，美しい空，滑らかな

川を求めるととは容易な乙とではない。しかし，乙の淀川 11 : 依存するす

べての者が，乙の天然、資源、を守り，より快適な環境を確保するよう努め

なければならない。乙乙に，淀川水系における住宅開発と水質汚濁につ

いて若干の問題を述べ，何 らかの参考に供したい。

0. 7 

0. 6 

0. 8 

(1)  淀川本川の水質

淀川は前述のように，その上流に大都市を持ち ，そ乙からの都市排水

のほとんと、が淀川へ還元されるという宿命を背負わされているため ，水

質i汚濁については古く戦前から危倶されてきた。たとえば，柴島地点に

おける原水の K Mn 0 4消費量の推移をみると，明治時代には 3 p p m程度

であったものが，大正時代にはいって 5 pp m前後となり ，乙れが昭和に

はいってからの社会活動の進展に伴っていっそう顕著となり ，昭和15年

頃には年間平均値で 8 p p m近くまで増加した。その後，終戦前後には一

時的11:約 5 p p mまで低下したものの ，戦後の復興さらに経済成長へと

社会の急速な進歩 lζ ともなって，その水質も急激lζ 悪化してきたのであ

る。

乙れを昭和34年以降の水質について，柴島地点( 右岸) と庭窪地点

( 左岸) の B O D ( 生物化学的酸素要求量) とアンモニア性窒素の値を

示すと 図一 1の通りである。乙れによると， B O D は両地点とも昭和
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河川水質の汚濁現況と将来

0. 1 

45 44 43 42 41 

柴島および庭薄地点における原水水質の経年変化
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表 - 1
うに家庭排水による影響も相当大きいようである。すなわち，天野川

ではアンモニア性窒素が昭和40年で年平均値 3 ppmのものが. 5 年後

には 3倍の 9 ppmとなり，中性洗剤の主原料である A B S も約 1p p m 

が 2倍程度に増加し ，さらに B O DK 至つては 7倍以上の 59ppmであ

る。乙の B O Dの値は下水処理水の 3倍の濃度に匹敵するのである。穂

谷川 も大体同じような傾向を示している。その他の河川もとの 2 河川と

大同小異で，いずれもと ζ 数年間の汚染の増高は著しいものである。

注 処 理 対 象 人 口 E 規 様 × 設置数

地媛別位置状況

ｾーー 42年 1 月末 46年 3 月末 { 申 ぴ 率

v  

高 槻 保 健 所 管 内 673基 6，787基 10. 1倍

枚 方 保 健 所 管 内 L  148  5. 360 4，7  

そ の 他 地 域 18. 790 34. 666 1. 8  

メM、
計 20. 611 46. 813 2. 3 
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表 - 3

し尿浄化槽の設置状況

大阪や京都など大都市周辺は，人口 の増加のみならず，少しでも快適

な生活環境を求めて郊外へ移転する結果，近年著しくスプロール化し，

淀川左右岸上流，宇治川左岸，桂川右岸，そして近い将来には平城団地

などが予定されている木津川左岸などで急速に住宅開発が行なわれてい

る。そして不合理なととに ，そのほとんどの地域は，下水道施設が未整

備のまま住宅開発のみが著しく先行している。とのような場合，し尿は

合併処理を行なわない限り浄化槽よりも汲取り式による 一括処理の方

が，水質保全の面からはより効率的と考えられるが，他方， 住民は水洗

化を求め，その結果，規模の大小を問わず，し尿浄化槽の設置数が年々

増加してゆくのは必然の乙とであろう。

今，大阪府下( 大阪市および堺市を除く〉における浄化槽の全設置数

を昭和41年度末から45年度末の値について示すと表一 1 の通りである。

乙れによると ，全設置数は 4 年間で約 2. 3倍に増加している。つぎに45

年度末の値について規模別lζ 示すと 表- 2 のように小型浄化槽の占める

割合が非常K 大きい。しかし，乙れらの値を規模別の処理対象人口 ，す



なわち50- 2∞人糟であれば平均値125人× 設置数として求めた値を示す

と同表の下欄のように 50- 5∞人の中小型処理槽による処理対象人口が

かなり大きい値となる。したがって，こ れらの浄化槽の処理能力を改善す

る乙とは，水質保全の面からある程度効果的な方法であるといえよう。

また，設置数を地域別にみると ，前述のように過去 4 年間で府下全域で

約 2. 3倍の増加であるのに対して. 淀川上流部の高視保健所管内( 高槻

市，島本町〉および枚方保健所管内( 枚方市，寝屋川市〉では，表- 3

のようにそれぞれ約10倍および5 倍と他の地域と比較して高い延び率を

示している。

乙れら上流域での浄化槽の増加は，当然その下流での水質汚濁と関連

するものであり ，浄化槽の設置に際してはその規模，構造などについて

住宅開発のあり方とともに今後とも十分検討する必要がある。

3. 淀川 水質 協 議会の動 き

淀川の水質は法規制の強化をはじめ関係者の努力にもかかわらず，一

向に改善のきざしは見られず，次第に憂慮すべき状態にな って きた。そ

のため ，淀川を水源とする水道事業者も自衛手段として水質保全の促進

を強く訴えてきたが，その効果をさらに高めるため，昭和40年 8 月に淀川

から取水している水道事業者 7 団体( 大阪府，大阪市，枚方市，守口市，

寝屋川市，尼崎市の各水道事業者および阪神水道企業団〉で淀川水質協

議会を結成した。以来約 7 年間，積極的な活動を続けてきたのである。

その事業内容は，淀川の水質について事業相互間の連絡を密にすると

ともに，淀川の水質を関係者へ周知徹底を図るほか，住宅団地および工

場の汚水処理施設の改善等について助言または要望する乙とである。現

在までに ，大阪府下の住宅団地等汚水処理施設について審議し ，助言ま

たは改善を要望してきた件数をあげるとつぎのようである。

住宅団地( ただし ，2∞人以上の団地) 27件

企業団地，工場，研究所等 12件

下水処理場，し尿処理場 6 件

住宅団地の汚水処理装置について審議してきた内容には，当初個別に

浄化槽を設置する計画であったものを ，合併処理にして団地全体の汚水

を一括処理するよう変更されたものや，また浄化槽で計画されていたも

のを ，関係者へ働きかけて建設中の下水道管の布設を団地の完成時期と

合せ，排水を公共下水道へ放流し得るよう変更し得たものもある。

乙のように ，少しでも水質保全の促進に役立つ方向に助言しまた改善

されるよう関係者l C 働きかけてきており ，それ相応の効果があったもの

と息われる 。しかし ，前述のように淀川流域では今後とも住宅開発が進

むものと予想されるが，乙れに対して各市町村にお ける公共下水道をは

じめいくつかの流域下水道も建設あるいは計画されているが，その進捗

は決して満足できるものではない。さらに，たとえ下水道が予定通り完

備したとしても ，淀川の環境基準が達成されないという乙とが推定され

ている以上，淀川水系で新規に建設される住宅については，その汚水処

理水の水質が公共下水道の B OD2 0 ppmよりもゆるい全国一律の建築

基準法による基準では不十分であるととは明らかである。

そのため ，本年早々に ，と りあえず大阪府の建築部をはじめ大阪府下

で淀川へ流入する地域である枚方市，交野市，高槻市，島本町の建築関

係者lζ 対してつぎのような要望を行なった。

淀川の水質汚濁防止について( 依頼〕

淀川はー ・・・ …・・ー( 略) ...... .. .…ー

次の事項についてど配慮賜わりますようお願いいたします。

言己

責部所管地域のうち ，別紙図面記載の地域において，次に掲げる者に

ついて，当該者が淀川水系の水質汚濁防止に協力していただくため ，

汚水処理設備等に関し ，あらかじめ淀川水質協議会にはかられる乙と

を強く勧奨されたい乙と。

(1) 居住人口2∞人以上の住宅団地および従業員，収容人員等が2∞人

以上の事業場等の建設にか h り汚水処理施設を新設する者
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(2) 住宅団地等各種団地 IC. 供される土地で，面積10.000平方メ ート ル

以上を開発しようとする者

〔希望処理水水質基準〕

浄化槽の規模 除去率 処理水水質

2∞- 5∞人 85%以上 B  OD3 0 ppm以下

5∞人以上 旬% 以上 B  OD2 0pp m以下

( ただし ，5.000人以上の規模については 3次処理を希望する。〉

今後とも ，以上のような主旨K そって住宅開発が進められるよう関係

者へ働きかける積りである。

4.  水質保全からみた住宅団地汚水の処理について

水質保全の促進は原則的には都市の発展K 見合った下水道の整備とそ

の処理能力の向上にあるのは当然の ζ とである。 しかし，淀川水系で= 乙

れらが完備されるのは少なくとも十数年間の年月を要するもの と考えら

れるので，今後，乙 の水系 lζ 流入する地域で住宅開発を行なう場合は ，

っき、の点[ζ 留意してその汚水処理施設が計画されるととが望まれる。

① ある程度まとまった団地 (2
1∞人以上) を建設する場合，個別のし

尿浄化槽の設置はさけて一括処理とするとと。したがって，宅地開発の

時点で総合処理施設を設けるとと。

② 処理水水質は ，現在の公共下水道の標準活性汚泥方式による処理水

水質と同程度あるいはそれ IC近いものとする乙と。

③大規模な住宅団地 (5. (別人以上) では，少なくとも砂ろ過等の 3 次

処理によって B O Dで 10ppm程度には処理する乙と。また，できるだ

けアンモニア性窒素およびA B S の除去に努める とと 。

④ さらに大規模な団地では， 3 次処理を行なうとともに，その処理水

を水洗便所や散水などの雑用水IC再利用し得るようにする乙と。乙れは

水資源開発の一助となるばかりでなく ，公共用水域の水質保全の促進に

大いに役立つものである。

⑤汚水処理施設の維持管理はとくに入念に行なう ζ と。

あ と が き

河川の効用は物理的なものとして雨水排除，舟運，発電水力などがあ

り，それに質的な面が加味されたものとして，水道水源、をはじめ漁業，

農業，レ クリ エーシヨ ン等，各種の利水がある。淀川は，量的な面もさ

る乙とながら ，質的な利水面では次第にその効用が損なわれつつある。

その汚染度は東京の多摩川 ，九州の遠賀川 ，大阪の大和川に匹敵するら

のであるが，他方その利用度は他の 3 河川と比較にならないほど高いも

のである。その点だけからみても ，淀川の水質保全の促進はいかK 重要

な乙とであり ，かっ特別視しなければならないかがうかがえると恩われ

る。全国の河川とともに画一的な見地からその対策を講じていたので

は，到底解決できる問題ではなく ，ζ のままで・は水道水源としての適格

性も失なわれるような乙とにもなりかねない。

欽料水の水質を確保するためには，浄水処理の超高度化，飲料水を別

途給水するニ元給水，汚水を別途放流する水質保全水路，非汚染地域か

らの導水などが考えられるが，いずれも著しく困難な問題があるばかり

でなく ，飲料水さえ確保できれば，河川の他の効用を失ってもよいとい

う乙とにはならない。河川は貴重な天然資源であり ，淀川に依存するす

べての者がとの資源を守らなければならない。したがって，下水道も完

備 されないまま ，また水質基準IC適合していないような浄化槽が多々あ

るまま，安易な解決のみを求めていたのでは，将来に大きな禍根を残す

乙とになるであろう。

乙のように自らの水を守るという観点から，今後淀川水系で住宅開発

を行なうに際しては，できる限り高度な汚水処理施設を設けるととも

に，十分な推持管理を行なわなければならず，それに要する費用は，原

則として快適な環境を求める住民自身が負うべきであろう。

最後に，静化槽 IC関する乏しい知触しか待ち合せてい ないまま，若干の問題を述べてきたた

め，領解して きた点も多々あるものと思われる。 諸賢のご忠告およびど指導をいただければ幸

いである。

( たまい よしひろ 大阪市水道局総務節庶務課主査 ・淀川水質協議会事務局〉



水 利 用 の 問 題 点

杉 本 清

し は じ め に

水と人聞の関係は，古代から有形無形の面できってもきれないつなが

りがあった ζ とはいうまでもない。人聞は単に生活のために水を直接利

用するだけでなく ，間接的には段漁業において水の恩恵を蒙っており，

狩りようにおいですら動物の生存という乙とのなかに水との深いかかわ

りあいをもっている。また，三大文明の発祥地が大河のほとりであった

ように ，自然は河川のもつ土砂の運搬作用を利用して，人聞に住みやす

い肥沃な土地を世界中いたると乙ろに与えてくれている。乙のような水

と人間とのかかわりあいは，古代から一瞬の休みなし自然の循環シス

テムのなかで、くりかえされてきたが，近年の急激な社会の発展は，局地

的 1<::' 人間と水との関係、を自然の循環システムのなかだけでは ，うまく治

まらない事態に追い込んできたといえる。大都市周辺における水不足，

産業活動の水利用がもたらす水質の汚濁，ダム建設による自然破壊や下

流への土砂流出の阻止，地下水過剰汲上に起因する地盤洗下等，われわ

れの生活とつぎの世代に残すべき国土の荒廃1<::' 関する水問題は新聞紙上

においても絶え間ない話題となっている。

水の利用面とその方法は表- 1のように分けられる。

表- 1 は，人間が水を利用する際 lζ 過去の人々がなしたであろうと思

われる項目である。表中× 印はしなくてすんだ ζ とで，昔の人々は ，7]<

の利用にあたってかんがい用ため池の築造( 開発) と水を輸送する乙と

だけをやっておればよかったと推察される。かつての水需要といえば，

ほとんとのま良業利用で生活用水はどく一部分 IL過ぎなかった。工業生産

表 ー 1 水の利用面と方法

目 的

中 之 ! | 開

送 処 理

生 存 の た め 生 活 ×  x  。
×  

産業業用エ 農業，漁業
生 産

。 x  。
×  

エ ネノレギー

速 搬 ， 舟 速 給 送 ×  ×  。
X  

生 活 の 場

環 境 x  ×  
。

x  
リクリエーション

表- 2 総 需要水量 ( 単 位 億 nt )

| 全 国 | 近 畿

昭和 ｾｬ 農業用水 ｼ 生 活用水ｼ工業用水ｼ合計ｼ服 用水 ｼ 生 活 用水 ｬ 工業用水 合 計
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活動が多少進んできても ，あたらしく河川において水を開発する必要も

なく，使用されて汚れた水は自然の浄化作用の許容範囲にあ り， したが

って，使用後の水を処理するととも不要であった。河川の水はすべて清

澄であり ，河川 lζ 水が存在する限り ，たいていの場合，良質の水が得ら

れ，水質面で・加工する必要もなかった。乙のような時代でも ，水田 ，市

街地への引水，7. 1 < 速のための迩・河への導水，観賞用庭園への引水等，水

の輸送は考えねばならず，ロー マの水道，日 本各地の用水路と数多くの

施設が現存している 。人口の増大，都市近郊への集中 ，産業活動の拡大

がかつてとは比較にならないほど巨大化した現在，表- 1 のすべての欄

が× 印から O 印へと変り ，開発，加工，輸送，処理とすべてについて手

を下さねばならないようになってきている。

2. 需要面か らみた問題点

2- 1  水需要の増大

現在どの程度の水( 淡水) を使用しているかをみると表- 2のように

なっている。

生活用水，工業用水の伸びが大きく ，とりわけ河川依存分が，将来大

きく伸びると推定されている。水の利用には舟運のように輸送手段とし

て使われるものがあるが，近年各種交通機関の発達とともに乙れらは少

なくなりつつある。水そのものは消貸しないが，その位置を変える乙と

によってエネルギーを生みだす発電は，およそ 5，α) ( ) 億 nU年の水を使

用していると推定され，上流から下流へ何回も同じ水が反復利用されて

いるので，実際の使用量は上記の予乞3程度であろう。近年，発電所は火

力から原子力へとその主役が移る方向にあり ，水力発電の占める割合は

だんだん少なくなってきている。

その他の水利用として，観光，自然の景観等，環境的な面がある。わ

れわれの生活に必要なあらゆる活動の水利用が急激に増大してきたため

に，山紫水明といわれた自然を損なう乙とになり ，その復元と積極的な

保全が今後の大きな問題となるであろう。

水利用の急激な伸び，それに伴なう排水量の増加，水環境の破壊とい

うのが，需要量ーか らみた都市近郊における問題，長といえよう。

2- 2  水需要の質的な面

水需要の質的な面という のは ，ひとつは水質であり，もうひとつは ，

需要側から要求される水量の確実性の問題である。

水質に関して，飲料炊事用の上水道は最高の水質が必要であるが，工

業用水，環境リクリエーションに使われる水については ，上水道lζ 較べ

て水質はいくぶん劣ってもよい場合が多い。最近のように水源として河

川表流水の汚染が激しいと ，浄化するための費用も大きくなり，理惣的

! とは需要側から要求される水質に応じた水を，それぞ‘ れ別 lζ 給配水する

ことが望ましい。しかし ，乙のためには給配水管をいく種類も布設しr

ければならず， 経済的にも不利であるうえ，利用者側からも利用が繁維

になる面倒l もあり ，誤って使用する危険もあるので，実際面ではおのず

から方法は限定されてくる。

今ひとつの質的な面は ，需要側から要求される置の確実性である。乙

れの具体化は， いわゆる時間給水とか断水という現象である。乙れま

で，需要量に較べて水源が比較的豊富なときは ，取水する置の確実性は

それほど問題にはならなかった。しかし ，水I源がきゅうくつになり ，ダ

ムを建設して利水を計るようになってくると ，取水し得る確実度が大き

な問題になってくる。河川の流量は年IL よって変化があり ，渇水年と豊

水年とでは取水可能量が大きく異なる。取水量と確実性の一例をあげる

と，ある河川のダム( 有効貯水畳 l 億 nf) で，ほとんと・確実に毎年取水

し得る霊は約t J XJ ， 0CfJ  nf /日 ，10年に一度くらい多少の不足はあってもよ

いとすると約6叩，( 即日u日，2 年1<::' 一度の不足を許すと約780，OCfJ nf/ 日

となる。乙の場合，同じ 780，α)()nf/ 日を 100年に一度の不足しか許さな

いとする と， 必要な貯水容量は 3倍の約 3 億 d となり ，当然開発 コス ト

は高くなってくる。乙のような点は乙れまで一方的に供給側にまかされ

ていた感があり，需要側で明確な基準はない。水源の開発がだんだんき

ゅうくつになってきた現在，需要側からも確実性について何らかの基準
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が望まれる。

2 - 3  水利用のコスト

現在水利用 IL関、して コストらしきものが支払われてい るの は，工業用

水と上水道用水である。農業発電も若干水利用に対して使用料を払って

いるが，コ ス トとして考えられるほどではない。工業用水は大体 4 - 8

円/ n!. で，上水道用水は30円/ n ! . 前後である。いずれも地域によって異な

り，上水道の場合，基本料金と ，ある一定限度( 約10n!. /月/ 世帯) 以上

使用した場合の超過料金とに分かれている。全国の上水道事業で‘ みる と

最低は基本料金 8 円/ n! . のと乙 ろから ，最高超過料金で95円/ n!. のと乙ろ

まである。水のなかにはいくら高くても必要な水と ，高ければ使用量が

少なくなる種類のものがある。

今後の水源開発の困難さから水料金の高くなるのはさけられず，乙の

面から ，水需要の増大傾向はいくぶん圧迫される可能性があるだろう。

3. 開発面からみた問題点

3 - 1  水源開発

通常，水の利用は時間的に遠続して行なわれるので，われわれは欲し

いときに ，欲しいだけ水を使えるようにする水源開発が必要である。大

都市周辺の水需要の急激な増大とともに ，ダムによる水源開発が急務と

なってきた。ダムによる水源の開発は，大きなダムを造れば，利用でき

る水量も大きくなる乙とは容易に推察がつく。そして，ダム も大き くす

ればするほど，いわゆる規模の経済が働き貯水容量当りの コス トは安く

なる( 図ー1 ) 。貯水容量当りの コストが安いと開発した利水量の原水

単価は安くなって くる( 図- 2 ) 。しかし ，開発: u i : をどんどん大きく し

ていくと， ある点から原水単価は上昇しはじめる。 それでもなおダム を

どんどん大きくしていくと ，開発畳はある一定の限度に近づいていく 。

(円1m' )

原
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図 2 貯水容量単価と原水単価の関係例
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ダム! r : よる水源開発は，地形や7]<. 文条件IL よって物理的な限度がある。

さらに ，一般に貯水池IL適当な地点では住むにも適地であり，多数の水

没を生じせしめる ζ とになり ，補償解決が困難で，着工 してから完成ま

で10年くらい月日を要するのもめずらしくない。ダムによる水資源開発

は物理的な限度ばかりでなく ，社会的な制約も大きく影響する 。

3- 2  他の水利用との競合

物理的K も社会的にもダムによる水源開発が可能であ っても ，先発の

他の水利用と競合 して， 当面問題になっている都市用水や工業用水利用

と対立する場合がある。農業用水，発信用水で代表されるいわゆる既得

水利権があり ，既得水利権の大きいと乙ろではダムによる新規の開発E

は少なくなってしまう。最近，都市近郊では農地の転換が多く ，良業用

水は理論的 !ζ 減少しているはずであるが，農業の水利用は集団利用であ

り，個々の農地が減っても一括して河}II から取水するE はなかなか減少

しない。また ，かんがい用水の取水配水シス テムが水量だけでなく ，水

位が関係しているものもあり ，必要水量; が減少しでも必要な取水位を確

保しなければならず，結局7]<.iii は減らない乙ともある。

発電の場合，初期の段階では利水と競合する 乙とはない。というのは

発電のためのダムも洪水を貯め，渇水時期 IL補給 し， 安定した電力供給

を目的としているため ，渇水期 IL ダムから補給する とい う利水と同じ機

能をはたしているからである。戦後電源開発は相当 な山商へき地におい

ても進められ，数多くのダムが発電のために造られてきた。乙れらは発

の目的のために造られたのであるが，砂防，治水，流況安定( 利水) の

ために間接的! r : 幾多の貢献をしているといってよ い。ただ， 都市用水，工

業用水の利水部門が増大 して くると ，それぞれ当該部門に有利なダムの

迩転を行なおうとするため ，発電と対立する場合が生 じてくる 。また ，

水力発包の特色としてピーク速転を行なうのでフk の使用形態がある時間

帯1r : 集中し ，河川流量が短時間で大きく変動して漁業，観光，利水等tζ

望ましくない影響を与える乙ともある。

3- 3  広域水利用

大都市周辺の水源がひっぱくしてくると ，需要地周辺の河川だけでな

く，遠く人口 ・産業集積の少ない，土地利用面からも水需要のそれほど多

くないような河川から水を都市へ引水し ，広域的IL利水を計る乙とが考

えられる。近畿圏について，大雑把にどの程度の輸送距離でどの程度の

水が得られるか概算すると表- 3のようになる。表ー 3 は，大阪市を中

心として25km離れた地点では約150n!. /秒. 50km地点ではさらに20n!. /秒，

75kmではさらに約80n!./秒，そして. 125kmまで手を拡げると全部で約350

n! . /秒( 約110億n ! . / 年) の水が得られる乙とを示 している。乙の数値は概

算であるうえ ，各河川の流域における水需要分も含まれるから ，実際に

大阪へ導水する となるといくぶん少なくなろうが広域的にみれば水を利

用する余地はまだありそうである。遠隔地から運ぶ水の輸送費はおよそ

2 - 3 円/n! . ハOkmであり . 50同圏より水を運んだ場合，輸送費として 10

- 15円/ n!.. 1∞加盟では20- 30円/ n ! . と想定される。山元ではダムによる

利水開発が 5 - 1 0円/ n! . として，遠隔地からの分水は消費地において原

水単価 30- 40円/ n!. になるととも予想される。乙れに浄水池以下各家庭

への給配水質を含めると ，すべて新設の場合，水の コスト は1∞円/ n! . 前

後となり ，現行の平均的な水道料金の数倍となろう。

3- 4 代替手段の出現

現在いわれているのは，火力原子力発電所と多目的で、造水する方法で

あり ，表- 4にその構想を示す。その コス トは前述の 50km- l 00kmの遠

隔地から水を開発 して導水してきた場合の原水 コストに相当し，海水淡

水化K よる上水道は，家庭までの給配水を入れて，うまくいって1∞円/

d 程度という乙とになる。うまくいってというのは ，原子力発電所と二

重自的の場合，原子力発短所の立地が都市近郊に許されるかどうかとい

うζ とであり ，現在の住民感情からいえばかなり遠隔地への立地が余儀

なくされている。

電力開発の地域的な広がりの経緯と，利水開発のそれとは若干似かよ

った点があると考えられ，と のような先達の実績をよくふり返り ，有効

な水資源の開発を考えねばならない。( 図- 3 )
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有効雨量. . . . . . 各河川波績の降水量から 750mm程度差引 いた。
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代醤手段の都市近郊

立地か遠隔地立地か

4.  水の高度な利用と開発

4ー 1 水の高度利用

水資源、1<:: 恵まれたわが国においても，乙れからは食重

なものとして水を利用する心がけが必要になりつつあ

る。7 . k の高度利用について，以下簡単に述べる。

農業用水は水の十分にあった普からそのままの形で現

在 IC至っているのでかなり J レース・1ζ 使用されている形跡

がある。乙れを合理的に使用すればかなりの水が節減で

き，他の利水 IC転換し得る。しかし，農業は単に生産とい

う函で・は工業 [ζ 主役をゆずっているが，国土の緑化保全

に大きな働きをしていると もみられるので，単純に付加

価値の高い利用面lζ 水をまわすというと とではなく ，莫

1<:: 合理的な水の利用が望まれる 。工業用水のなかでもあ

る種の水は適当に処理すれば再び利用する乙とができ ，

乙のような利用を回収利用といっている。生活用水や都

市における業務用水において も，一度使用した水を回収

し循環使用するととも可能である。上水道と下水道の聞

というととで中水道として，上水道κ 使用した水を再び

水洗便所などに使用する 計画も検討されている。 ζ れは

単1<:: 水の高度利用のみならず，汚水を再生浄化する乙と

による処理面で環境上意義があり ，評価されてよい。問

題は処理費用， および

よるコスト増であり，取扱いの面倒さにも難点がある。

4 - 2  水の高度開発

一方， 水資源を開発する側においても乙れまでと途っ

た意識で開発を しな ければならない時点にきている。 河

川総合開発の名で呼ばれる治水，発電，利水など多目的

ダムの開発もそのひとつであるし，また，地域的な人工

降雨によって必要な水を得る乙とも可能になるかも知れ

ない。流域の保水性をよくするための水源かん養林も国

土保全とあわせて考えなければならない問題である。河

川から取水され使用された水は再び河川に排水され河川

を流下する場合が多く ，河川の最下流端ではかなりの水

がそのまま海へ流出している。乙のようにもはや使わず

に海へ流れる水を ，海水の朔上を止めながら有効に利用

しようとするのが河口堰または河口湖であり ，今後積極

的な開発が期待される。一般に ，河口付近では流置を調

整するための貯水容量が得られないのが欠点であり ，臨

海の埋立地と同時に貯水池を造るととも ，検討してみる

と経済的に難点がある。河川の支川で補償物件の少ない

適当なダムサ イト があれば，本)11からポンプによって余

剰水を貯水 し， 必要なときに補給する案も考えられ，余剰

7. 1 < の多い中流以下の流域では有効な開発方法となろう。

その他，流畳の季節的特性の異なる複数の河川を述絡す

る高度な水の開発も考えら れ，また，住区lζ 降る雨を1∞

% 利用して生活用水にあてる ζ とも不可能ではない。

4- 3  これからの水利用

水問題は一旦具体化すると社会に重大な影響をおよぼ

すが，平楽は空気と閉じく余り一般の関心をひかない。し

かし ，最近の水需要の急増は速からず河川の水源が澗渇

するであろう乙とを数量的に裏付けし得る段階にきつつ

あるといえる。たしかにある商では水問題は経済的問題

である。つまり ，もっと高いコストを許すならまだ相当の

開発余地は存在するといえる 。7. 1 < のわれわれ社会へおよ

ぼす影響は量ばかりではなく ，いろいろな形でわれわれ

の生存に結び‘ ついている。したがって，乙れからの水の開

発利用は，貴重な資源として，有効 fC . そして有意義な方

法を見つけだし ，単rr 視近的な需要のみを対象として経

済的な問題として片付けてはならないように思われる 。

( すぎ き さよ t.， K 問 日 本 技術コンサルタント)

土不第 2 部関発計画室長
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用
車

ロ==nH 

解 説

杉 木 清 績

• 
流出係数

狭義 lζ は，雨量 R ( m m/hr ) から流量Q (rrr/ s) を

算出する合理式と呼ばれる公式中の/ をいう。

Q  =(lfs・6) ・f . A .R

水が自浄されるために，水中の微生物が20

0

C.

5 日聞に消費する酸素畳 ( P P M表示) の乙と

である。一方. C O Dとは化学的酸素要求畳の

乙とをいい，水中の酸化されやすい物質によっ

て消費される酸化剤中の酸素塁 ( P P M表示)

乙乙』ζ . Aは流域面積である。 のととである。

物部博士によれば，わが国の山地河川では f = (例) 淀川枚方地点右岸( 年平均)

0. 75- 0. 85. 平地i河川では f =0.  45- 0.75 etc.  

の値をとるといわれている。

広義 lζ は，ある期間中の雨量R ( m m) と流出

l tQ (rrr) との比( 流出率) をもいい ，両者は

混同されて使われる乙ともある。

• 
都市河川

現行の河川法IC規定された用語ではないが，建

設省河川局治水諜によれば，都市河川には既成

都市河川と開発部都市河川の区分があり ，前者

には ，人口集中地区の人口が 3 万人以上の都市

域を流れる河川 ，氾濫の被害が直接的におよぶ

ような市街地を流れる河Jl letc. が相当し ，後者

には l∞ha 以上の宅地開発に関連する i河J i letc.

が相当する。そして，ある河川の全長 or ある

河川のある区間 etc. について指定されている 0

• 
SS  (Suspendi d sol id)  

河川水 orJ 下水 etc. . 汚濁が問題となるような

水中に懸濁している浮遊物質の畳を P P M表示

したものであって，汚染の尺度を示す指標のひ

とつである。

( 例) 淀川枚方地点右岸( 年平均)

S35.. . . . .  S  S  =  6  

S39…… S  S = 16  

S41 ・... S  S  = 23 

-B ODと C OD (Bi ocherni cal  oxygen derna 

nd と Cherni cal oxygen  dernand)  

B O D とは 生物化学的酸素要求畳の乙とをい

い， 通常用いられるのは B OD 5 であり ，汚染

S39. . .. . .B O D  = 8.0P  P M  

C O D= 2.3 P P M 

S41…田・. B OD= 2. 32P P M

C O D  = 2. 08P  P M  

-P PM (Par ts per rni l l i on)  

濃度を表わす単位のひとつであり . 1∞ 万分の

l の意である。しかし最近よく耳にする P P M

とは， 河川水 or 下水 etc. . 汚濁が問題とな

るような水 1 t 中に存在するある物質の重量を

mg  ( ミリグラム) で表示したものであり，汚

濁の程度を示す単位である。

( 例) 水道水取水可能限度

- → B O Dで 3 P P M

下水道終末処理場からの放流限度

一→ B O Dで2 0 P P M

• 
公共用水域

公共用水域の水質の保全に関する法律に定義さ

れた用語である。要するに ，公共的な河川， 港

湾，湖沼etc. および，それらに下水道以外の経

路をへて流入してくるすべての公共的な支川 ，

水路，道路側溝etc. のζ とである。

• 
都市下水 ( 路)

主として ，市街地における下水を排除するため

に，地方公共団体が管理している下水道で，そ

の排水面積が 10ha以上の ものをいう。そして，

都市下水とは，市街地における雨水および水洗

便所の汚水以外の汚水をいい，中小都市に見ら

れるような排水路兼農業用水路をへて，無処理

で放流されている下水のととである。
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.  るが，技術的，経済的，その他の理由により完 • 
環境基準 全な利用は不可能な畳である。また，水資源賦 アロケーション

環境基準とは，公害対策基本法によれば，人の 存量は降水→流出→蒸発散 :or その間の損失 治水，利水，発篭etc. ダムや水路が多目的の場

合，その建設費と維持費を各受益目的ごとに振

分けて分担させる方式の乙とであり ，米国の

T. V. A. 計画において研究されたのがはじめで

ある。

健康を保持し ，生活環境を保全してゆく上での etc.水文学的に究明されてはじめて明らかにな

望ましい基準であって，大気汚染，水質汚濁， る量であり，現在ではまだ把握されておらず，

騒音，振動etc. について規制されている。 実際 IC使われている水( 使用量) ，将来必要と

( 例) 水質基準( ・江戸川水域について) なる水( 需要量) etc を論ずる場合に問題とな

工場 ・事業場からの排出量の最大 る量である。
( 例) 大倉ダム( 宮城県) ではつぎのように

振分けられている。

• 

一一歩 B O D=72 0 PPM

工場・事業場からの排出置の最大

一→ S S = 7∞P P M  

一次処理~三次処理

下水の処理程度を表わす用語であり ，一次処理

( 予備処理) とは ，下水中の爽雑物をスクリ ーン

etc. により物理的に除去する処理をいい ，二次

処理( 高級処理) とは，活性汚泥法etc. による

生物学的な下水処理である。また，三次処理

( 超高級処理) とは活性炭処理etc. Ir : より，完

全に再生する処理法をいうが，現時点では経済

的lζ 成り立たないようである。

• 
河状係数

最大流量と最小流量との比を河状係数という。

わが国の河川ではとの値が諸外国のそれに比べ

非常に大きいととが特徴であるが， 乙の乙と

は，と きに大洪水となり ，と きに大渇水となる

といった流畳変化の激しい乙とを意味し，河川

として好ましい乙とではない。

( 例) 利根川 ，栗橋地点の河状係数ー→850

• 
賦存量

淀川 ，枚方 H  

ライン川，ケ J レン H

セーヌ川，ノマリ H  

H ー→ 104

H ー→ 16

H ー→ 34

ある地域内 Ir : 存在する水の畳を水資源賦存畳と

いう 。乙れは，理論的には利用可能なようであ

• 
流域面積 (集水面積)

河川のある地点を考えたときに，降水がすべて

そ乙 に集まるような区域を流域面積とも集水面

積ともいい，両者の区別はない。 .

( 例) 淀川，枚方地点流域面積→7，2811佃 2 身醤

治 水→57. 8% 工業用水→ Ｕ Ｎ Ｖｾ ぢ

かんがい→ 6.4必 発 電→0.896

上 水道 → ＲＹＮＴ ｾ ぢ合 計 l∞%

利根川 ，栗橋 11 11 8，588h1D
2  

多目的ダムを建設する場合，当該目的( 治水，

.  利水etc. ) Ir : 対して同等の効果を有する単独自

流域下水道 的の施設を造る( 実際には仮想する) とき ，そ

河川 の流域内に多数の都市があり ，公共用水域 の施設を身替りといい ，その費用を身替建設費

の水質汚濁が心配される場合，従来のように行 という。そして，治水，利水etc. の受益者側が

政区どとに下水道を整備するより ，河川流域を 負担できる費用( 妥当投資額という〉の大小Ir:

単位として，広域的Ir : 下水道を整備する方が効 よってアロケーションを試みる方法が身替妥当

果的，経済的であるとする考えから生まれたの 支出法である。

が流域下水道であって，各市町村の下水道，幹線 .  

下水道，ポンプ場，処理場etc. よりなっている。

原単位

・ 全体量 ( y ) を想定するとき ，単位数量 ( x )

負荷量 にかかる比例定数を a とした場合，y =仰の形

負担させられる荷物の置という意味である。水 で表現される ときの a を原単位という。なお，

質の場合には汚濁物質の置をいっており，その 乙の際 a の値は比較的安定している必要があ

単位は， gj 日 or kg/年 etc. である。なお，負 る。

荷量という用語は下水道の分野でもあまり一般 ( 例) 1人，1 日上水道使用量ヰ2∞t のとき

的ではない。

( 例) 大阪市市岡処理場 ( S40年) の B OD

負荷E

流入下水 (B OD=93P P M) ，処理

水量=39，322，220ni'

したがって，負荷量は93x 39， 322， 220 

X  lAo
6  

X Ya6 5 =  10 t  / 日

人口 10万人の都市の上水道使用量は

2∞e/人/ 日 x10万人=20，CXJJ ni ' / 日と

なり ，との際の2∞e/人/ 日が原単位で

ある。
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都 市 生 活 と 水

藤 原 敏 朗

水辺のコロニ一

都市は ，71 < 辺に苦手生する生物 コロニーのようなものでありま しょう 。

河川や湖の沿岸に栄えている諸都市はいうまでもなく ，内陸や盆地lζ 発

達している都市でも ，その近傍lζ は，かけがえのない水域が例外なく存

在しています。首都圏は，わが国最大の河川である利根川水系の諸河川

によって潤い ，培われてきたのであり ，また ，近畿圏は，水の登庫 ・び

わ湖から発する淀川があって乙そ ，い くたびとなく文化が沸きかえり ，

今日の繁栄が約束されてきたのです。

都市は ，水域の諸々の波紋を敏感に感受しています。 ときには， 水域

のチ ヨットし たトラブルによって甚大なダメージを受け る乙と もありま

す 渇水は，その好例でありましょう。今世紀にはいってから ，京阪神

地方を襲った深刻な渇水が 4 回ばかりありますが，当時の都市人口は少

なく，都市用水も現在よりずっと少なかったので，それほ ど重大な問題

にはならなかったが，かりに現今において，乙の程度の規模の渇水をま

ともに受けるとすると ，たいへん深刻な社会問題を生起するだろう と考

えられます。しかるに，当時の渇水現象を観察してみますと， 常識の

持拡からはみ出すような異常現象が生起したわけで・はなく ，例年との本

質的な相違といえば，年間の降雨量が平年の757ぢくらいであった ，とい

うζ とに起因しているとしか考えられません。 ζ の地方の降雨日数は，

年聞に 150日くらいですが，当該渇水年では，いずれも 140 日くらいでし

た。すなわち，降雨量にして2 5 %，降雨日数で10日ほど少ないだけで，

現今の大都市は深刻なダメ ージを受ける乙とになるで しょう。

また ，乙 れらの著名な渇水は ，いずれも "台風枯れ" に素因があるの

です。例年，互から秋にかけて，本土の野山を湿らせて くれる台風が，

当該渇水年には来製しなかったために深刻な渇水へ突入 してい ったので

す。都市生活といえども，乙うした自然の巧みな仕組みによって支配さ

れているのですが，水道の蛇口から出る水で顔を洗っているだけでは ，

なかなか気づかない もので-す。

都市は ，水域条件のわずかな変化によって，ひとひらの雪のようには

かない弱点を露呈する乙とがあります。記憶に新しい例 として， 東京オ

リンピッ ク年の断水騒ぎが想起されます。当時，虎の門の中央官庁街で

も断水しましたが，使用可能な水洗便所は外務省だけとあ って，外務省

経由で出動された方々 も大勢いらっしゃったと聞きおよんでいます。

水と都市生活とのかかわり合いのなかで，水質との関連性がもっ とも

生態的であります。一般には，水道水さえ安全であれば都市生活は乙と足

りる，と考えられがちですが，実際'Cは，そんなに単純なものではありま

せん。都市生活といえども ，自然のなかの一員としての基礎的な法則から

一歩も踏み出す乙とはできま せん。その好例と して，京阪神の都市生活

のなかへ淀川の水質が侵入していく経路について，少し書いてみました。

淀川の水は ，生活用水として人口 1，150 万人の水源となっていて，ζ

れが良質でなければならない乙とはいうまでもありません。さらに，乙

の川の水を原水として製造さ れる食品は 8，( 間 億円に達 していて， すく

なくとも 2，( 問 万人以上の食卓! と上っているものと考えられます。また

乙の川の流域で栽培される農作物は，近畿一円の台所と深く結びついて

います。なお ，淡水穂、穫高は，びわ湖だけでも年 7，∞0 トンを超えてい
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て，乙の地方の伝統あるすぐれた食品材料と して，広 く重宝がられてい

るので・す。上記例のごとく ，水域の水質は，都市生活と直結した無形の

基礎資源であるにもかかわらず，年々 ，汚濁によって蚕蝕されているの

が現況です。

浴槽一杯の水量

首都および近畿の都市生活者のために ，日々 ，自然が与えてくれる水

量は， 1人当り約 0. 5 I l I であって，そのなかから ，飲料水をはじめ工業

用水，農業用水，さらに自然系を維持するための水量まで産み出さなけ

ればならないのです。わが国最大の河川である利根川に も，わが国でも

っとも恵まれた河川である淀川にも ，余った水はありません。淀川は ，

とくに良富な水量にめぐまれていて，年最少流量でも 1 自に 1，( 問万d

を下回る乙とはめったになく ，他の大河川をは るかに凌いで第 l 位です。

利根川では2∞万rrr . 木曽川や信濃川でさえ5∞万d ですから ，いかに淀

川が豊かであるかがわかります。また ，洪水も小さく，河状係数といっ

て河川の穏やかさを表わす指標がありますが，乙の値が80くらいであっ

て，ミシシッピ一川のそれと同程度である乙 とから考えて も，大陸河川

並みの穏やかさをもっていて，それだけに ，水利用の効率 も高い河川な

のです。乙のように恵まれた淀川でさえ，利用可能な水量は，せいぜい

年間20億d くらいのものです。乙の値は，十分に開発しつくした場合の

水量ですが，それでもなお ， 1人当り 1 日ICO. 5I l I となり ます。

上記の数字は，京阪神とその水源地域に賦存する水量から考察したの

ですが，もっと原点に遡って，降雨量から論を起すと， もっ とわかり や

すくなります。淀川流繊の拡がりは，滋賀県，京都府，三重県，大阪府

奈良県の一部におよんでいて，その集水面積が7，( 別km
2

1ζ 達しているに

もかかわらず，給水人口密度は， 実に 18人/haを超過しているのです。

すなわち ， 1人当りの年降雨量は，約気) ( ) I l I となりますが，蒸発したり ，

浸透したり ，さらに洪水で流失する水量を除外すると， 開発可能水量は

2∞I l I / 年人となり ，やはり ， 1 自に浴槽 l 杯の水が限度という とと にな

ります。水の賦存量 ( Cは限界があるにもかかわらず，都市用水の需要は

まだまだ膨張してゆく傾向にあって，空おそろ しい気がします。

水需給の将来の見通しについて，す ζ し紹介しましょう。昭和的年に

なりますと ，首都圏では年聞に30億IlI，近畿では20億d の水不足となる乙

とは ，まず間違いありません。乙の不足量がいかに莫大な置であるかを

実感として理解するために，ひと つの試算を してみま した。 かりに，乙の

不足置を 10万トンのマンモスタンカ ーで輸送するものと仮定しますと ，

I 自に 140隻が必要となり ，生やさ しい問題ではない乙と がわかります。

乙のように ，中枢都市圏における水需要の趨勢はすさまじいものであ

って，一言で表現すれば， “ あますと乙ろなく水を使い果してしまう趨

勢" と いう乙 とになりましょう。かりに ，利根川や淀川などの大河川の
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水が使いつくされてしまったら ，一体どんな事態が起るだろう 。問題が

あまりにもマクロであって，筆者lζ は，その結果の想定に自信がありませ

ん。関東平野や大阪平野の地下水は，徐々に変質していくか も知れませ

んし ，東京湾や大阪湾の汚れは ，ますますひどくなっていくでしょう。

また ，水域に棲息する生命群にとっては大恐慌です。魚類，毘虫，鳥類，

水草をはじめ，大水域 lζ 棲息する豊かな分布は ，衰亡を余儀なくされる

でしょう。大河や大湖が有する自然維持機能を喪失させてまで河水を使

い果してしまう乙とについては，私達は，よほど慎重でなければならな

いと思うのです。乙うした自然の仕組みにまで手をつける 場合には，い

かに謙虚であっても過ぎる乙とはないと思うのです。

乙うした趨勢のなかlζ あって，幾多のダムが建設されていて，有効なポ

ケットのある場所には，惜しみなくダム計画がすすめられています。ま

た，天然湖についても ，許容される限り開発しようとする気運です。さ

らに高度の開発も発想されています。近畿では，淀川，大和}I ! . 紀の}I I.

由良) 11 ，九頭竜川などの大河川を連結して，相互に水交換を計ろうとす

10 
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る計画が提案されています。乙の提案の趣旨は，過疎地域の諸河川| から 5  

導水して京阪神の都市用水に充当しようとするだけではなく ，日本海側

の秋雨と降雪を利用し ，太平洋側の台風降雨を利用しようとする興味あ

る提案です。しかし巌高度の開発にしても ，乙の程度の発想が限界であ

って，とれより高度の水管理は実際問題として難しいのです。

乙うした四苦八苦の水開発には莫大な投資が要求されます。現在で

も，7. 1<開発のコス トは，アメリカのそれに比べてω倍以上になっていま

すが，首都圏や近畿圏における将来のコストは，おそらくアメリカの数

十倍にもなるでしょう。しかし，いくら高いものについて も，開発でき

る間は ，まだ好条件であるとしなければならず，絶対置の不足する時代

が間近に迫っているのです。水は，もっとも基礎的な資源ですから ，乙

とまで切迫してくれば，その利用のあり方について，真剣に考え直して

みなければなりません。工業用水の循環利用等は，まず着手して効果の

期待できるもののひとつです。また ，家庭においても ，水洗便所からス

ター トして，洗車，噴水，プー J レと無制限l乙伸び、ていきそうな利用範囲

lζ 対しても ，何らかの歯止めがいるのではないでしょうか。

水資源の水質の変貌

水資源が，汚濁によって，その価値を喪失してしまった例は近年になっ

て著しくふえています。首都の水源として，昭和の初期から 取水を続け

てきた多摩川の取水が，昨年春1 c 停止された事件は ，都民の記憶に生々

しく刻まれている乙とでしょう 。しか し近畿においては，乙 んな事件は

それほど珍らしいものではなく ，上水道の水源として不適格になってし

まった水域は枚挙にいとまがありません。淀川以外の水域は全部ダメに

なってしまいま した。奈良の繁栄を築いた大和川は，今では ，奈良県下

の上水道水源と しては利用されていません。大和川をはじめとする近畿

諸河川は，つぎつぎに，水資源、としての価値を失い ，淀川| が唯一の水源

にな って しまった感があります。その淀川でさえ，汚濁の進行は予断を

許さな くなってきま した。びわ湖から浴々と流出する豊かな水量で・さ

え，都市の廃水には，とうてい勝目がありません。沿岸諸都市から流出

する廃水量は，滋賀県と京都府下だけで2∞万rif ! 日に達していて，乙の

廃水量は，淀川の低水流量の 1596を占めているのです。阪神の人々 は，

下水を琵琶湖の水でうすめて欽んでいる ζ とになりますが，このまま放

置するならば，昭和65年には，都市廃水が35;払自然水が6526の比率と

なり ，間違いなく ，都会のドプ川並みに凋落してしまうでしょう 。現代

の都市のあり方が，強制的 lζ 修正を迫られる場面があるとすれば，乙の

あたりの問題が口火になるかもしれない ，と思うのです。

阪神地域の水道は，淀川の下流部で、取水していますが，乙のあたりの

河水は，最近では，す乙しドプ臭がにおうようになってきました。ー絞

細菌数も多く ，10万個- 20万個くらいです。 しかし ，本来の淀川は，清

澄な川として知られていて，今世紀初期から大正末期までは，一般細菌数

は2，(削 - 3.α ゎ個くらいで，現在のびわ湖の水質よりいくらか良質でし

た。色度と濁度でも戦後20年間で 5倍にもなっています。京都市の廃水
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をまともに受ける桂川では，顔をそむけたくなるような悪臭が漂い，一般

細菌数は2∞万個を超える乙とがあるのです。千数百年にもわたって，偉

大な文化を育ててきた母なる川を，わずか20年間で，かくもみじめな姿に

まで追い乙んでいる近代都市のすさまじい一面を見る乙とができます。

都市生活の近代化によって，水域も特徴的な汚れ方をしています。中

性洗剤のように，家庭にまではいり乙んでいる新化学物質，あるいは，

P. C. B. のように非意図的に流出して，高いレベルまで、水域内に蓄積し

つつある汚染物質などは，その好例です。おもしろい乙とに，下水道の

整備が進捗しても，アンモニア性窒素は，おかまいなく増加の一途をた

と‘ っています。

一般には，下水道によって，すべての物質が有効に除去されると考え

られがちで，下水道さえ完備されれば，水域は保全されるという認識が

支配的ですが，乙れは誤った楽観主義です。下水道がもっとも得意とす

る技術は，有機物の除去ですが，淀川沿川全域にわたって下水道が完備

する昭和65年を捉えてみても ，河水のB O Dは7 P P Mとなり ，現在よ

りす乙しも良質にはなりません。都市廃水の伸びlζ 追随するのが精一杯

というのが実情です。首都圏においても，利根川中流域の都市群の発達

によって，速からず，近畿と同様の問題が起るものと考えます。言うま

でもなく ，下水道は，水域保全を達成するための一里塚でありますが，

ひとり下水道にのみ依存するだけでは，問題は解決しないのであって，

あと千里の道程が残されている ζ とに心をくだかねばならないのです。

水源として価値の高い天然湖にしても ，乙乙20年間でダメになってし

まった例は数多いのです。北浦が，澱粉工場の廃水によって ，10年間で

強腐水性の水域lζ 変貌してしまったのは有名です。

諏訪湖は，昭和初期には澄み切った美しい湖でした。悪化が目立ちは

じめたのは20年以前からで，乙の頃からプランクトンの大繁殖が生起し

はじめました。その後，下快な現象がつぎつぎと現われはじめています。

" すす水" といって，溶存酸素が欠亡して水中生物が大量に窒息死した

り， 勺1<の輩" が湖面全体を蔽って，水は緑のスープのように着色しま

す。また，風によって湖底の泥が捲き上げられ， " 黒い波" が湖岸lζ く

だけで，耐えがたいドフe臭を放っているのです。

びわ湖は巨大であるために，上記の湖に比較して，いくらか長生きをし

ていますが，ちょうど， 20年前の諏訪湖や北浦とそっくりの経過を歩ん

でいます。終戦直後までは，非常に清潔な湖であって，副湖盆( 小さい

方の湖) でも，一般細菌数は20- 8例固くらいでした。汚れが目立ちはじ

めたのは昭和30年頃からで，その後15年間で細菌数は 1∞倍，濁度は 10

倍以上になっています。昭和38年から，水の撃が湖面の一部を蔽うよう

になり ，翌39年からはプランクトンの爆発的大繁殖がくりかえされるよ

うになりました。昭和M年春には，京都と大津の水道水Iζ カピ臭が発生

し，翌45年ICは，琵琶湖を水源とする京阪神一円の水道にカビ臭が発生

しました。さらに翌46年のカピ臭はますます長期にわたり ，冬期になっ

ても衰えず，本年一月にはいってようやく終息しました。また，昨年の

夏期 lζl ふ "赤潮" が生起し ，湖面の一部が赤渇色lζ 濁り ，事態はいよ

いよ切迫してきた感があります。

こうした湖の老化の原因は，言うまでもなく，湖沿岸諸都市の発達と

産業立地によるものですが， びわ湖は土地資源、と水資源、の登庫とあっ

て，い まや開発途上の中心地域であり ，その諸廃水の動向が京阪神諸都

市の注目を集める日が，遠からず到来するでしょう。

あ と が き

読者はすでにお気づきのように ，l在者の意図は， 7. k および‘ その賦存域

と都市との密接な関わり合いを通じて，都市生活といえども" 自然のな

かの一員である " という基礎的な理を想い起していただく乙とにあり ，

そのために ，上記のような断片を主体とした報告になりました。都市づ

くりの盛んな現在，都市改造の必要な現今において，水域をはじめとす

る自然のなかに ，都市をどのように融け乙ませてゆけばよいのか，とい

う国土観，自然観が，技術者にとっても不可欠の時代であるように考え

るのです。( ふじわら としろう 建設省近畿地方建訟局淀川ダム統合管理事務所長)
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汚 水 処 理 の 問 題

飛 田 ; 台 男

汚水処理の問題点

下水道には，ふたつの役割がある。ひとつは水の収集であり ，今ひと

つは収集した水の処理で、ある。わが国では普から . i水を治める者は国

を治む」といわれてきているように，雨水の排除，とく に梅雨，台風時

の集中的な豪雨による被害を防ぐため ，治水事業に重点が置かれて，公

共投資がなされてきた。下水道事業も同様に，市街地の雨水排除の必要

性から ，事業が実施されてきたが，今日においては新聞 ・テレビなどの

報道機関によって，連日のように記される水質公害問題に対処する施設

として， 汚水処理の問題がク ローズアップされるに至っている。しか し

現在の汚水処理法は，主IC物理的な処理( 洗澱法) と有機物を除去する

生物処理であっ て，水質環境基準を達成するための完全的な ものではな

いし，また現在の処理対象の量および質についての調査も完全なものと

はいえない。今後水質公害の解決に対処し，さらには，処理水の再利用

のためにも ，つぎのような項目の基礎データーの調査，解析，な らびに

新しい技術の開発が必要となって 乙ょう 。

0 汚水の量および質の把握

0 汚水( 汚濁物質) が自然界に与える影響とその許容限度

0 現処理方式の限界

0 汚濁物質の処理技術の開発と再利用の可能性

0 最終発生物の処理 ・処分

以上のほかにも数多くの問題があろうが，乙 乙では，汚水の量および質

についてと ，現状の処理方式の限界と，新しい処理方式の動向を記して

みる。

汚水の量および質

下水道施設基準によれば，汚水量は「計画人口」と . i 一人一日当り

最大汚水量J Iζ 基づき算出する乙とになっている。計画人口は，過去20

年間以上の実綴と ，昼間人口 ，地区の特殊性，飽和人口密度に基づき定

める。汚水量は ，都市の上水道給水量以上とし，地下水，工場廃水を考

慮 して定める。

汚水の水質については，あまり記されておらず，小規模下水道施設基

準のなかに，一人一日当り BOD40g/人 ・日. S  S5Qg/人 ・日を標準

にするとなっている。また下水道施行令のなかには ，先に制定された水

質汚濁防止法に対応して，現下水処理施設では処理が不可能と考えられ

ている物質または下水道施設に損傷を与える物質の排水基準と，除害施

設を設置するよう規定をしているが，いかなる物質がどの程度発生する

かという予測は困難であり，一般に，水質予測のための基礎データーは

数が少ない。

しかし ，最近，公害防止計画 ・流域別下水道総合計画の策定にあたり ，

および質についての算定IC対する指針と各種の調査データーが示され

ており ，現在においてもその解析が進められている 。とくに工場廃水に

対する調査が数多くなされ，不明確であった工場の廃水量，水質の見通

しがたてやすくなってきた。

環境庁および建設省策定の下水道計函策定指針より汚水量およびその

汚濁負荷量の推定方法を示す。

L 戸雇7k I  

下 E

一困

J
一刊

一
|計画人口 |

- 家庭汚水原単位

水量は上水道計画に基づ念，用途地域別の営業用水率を考慮して定め

る。水質負荷量については調査データ ーに基づき定めた。

標準的基礎家庭下水量については約3∞- 350 &/人 ・日を標準とする。

周造地被 ｾｉｊ の営業用水率 〈日平均〉

地 犠 名 | 開 水 率 | 営 業 用 水 |
根 拠

C/人・日

商 業 地 域 0. 6- 0. 8 180- 280 
用途地域別 IC営業用水量と

営業地率の相関を求めた後

住 居 地 域 0.3  90- 105 に 1人当 りの基礎家庭下水

量IC対する' l l としてセット

単 工 業 地 域 0.5  150- 175 
したものである

工 業 地 域 0. 2 60- 70 

注〉都市規模によって営業用水率 IC多少の変動がある。

水質負荷量については，つぎのような値を参考に定める 。

1 人当り汚濁負荷量標準値 ( g /人・日)

項 自 45年 65年(20年後〉 根 拠

B O Ds  44 64- 84 

C O D  22 32- 42  

5 5  40 58- 76 

T N  12 13 

T P  1. 4  2. 2 

45年数値は建段省「汚濁原単位調査」の成果である。
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- 工場廃水原単位

水量は，業種別 IC出荷額当りの用水量 ・敷地面積当りの用水量の経年

変化を求め ，将来の原単位を定める。

水質負荷量は，業種別 iζ 実測資料をもとに ，使用水量も検討 して定め

る( た とえば水を節約すれば水質は悪下する〉。

寝屋川および大阪市内河川の汚濁源の現状と将来 ( 近般地強昭和42年 3 月)

番 分 号 | 業 種 名 1 ｾ ｬ品 問 Ｑ ］ 分雪 ｼ 業種名 ｉ ｾ 品 問
A - 1  

ま喜222 | 1  M 1凶ゆ

A - 1  

有機工業製品

390 
医 II 品

18 

26 

A - 2  関 味 料
イじ

A - 2  そ の 他
l∞ 

食

学

無化学機肥工業料A - 3  そ の 他 B  13  

品
B - 1  パ ン 菓 子 35 27 石 油 石 炭 1∞ 

B- 2  欽 料 製 造 30 29 皮 革 製 品 980  

A  

! i I ! 色整理 業

1. 6∞ 31  鉄 鋼 業 15  

20 
毛

せ

ん

B  そ の 他 200 33 金 属 15  

い

C  紡 績 ・織 物 8  s4 機 核 15 

22 木 材 木 製品 8  @ 衣服 @ 家具 @ 出版 ・印刷

@ゴム @ 土 ・石製品 @ 非鉄

24 パ ル プ 紙 120 

@ 電 気 @ 輪 送 機 @ 精密繊

A  有機性汚濁 B  無機性汚濁

以上の数値等は，指針のなかの一部を表わしたものであり ，その他各

種のデ一 タ一があるが，下y水1<道で1泌必

られている。地区の状況に応じたデーターの調査と B O Dなどに限らず

多くの物質の調査データーも，今後解析されていくもの と思う。

大阪市においても ，水を大量に使用する工場の水質調査を実施中で，

今後の汚濁量推定の参考IL しようと考えている。

一方汚濁置の調査と同様 IL ，農作物 ・水産 ・人畜などに与える汚濁物

の影響と ，その許容限界の調査 ・研究もより強力にお し進め る必要があ

り，どの程度の容量を，どのような処理方法で，どの程度まで処理するか，

今後の水問題を解決する糸口となるべき資料調査は山積されている。

汚水処理方式の問題

現在行なわれている下水処理法の標準的なフ ロー シー トを図示する。

ｾｾ ｜ ｴｴ ｅ 「→巨 至 Ｍ Ｑ

IJ… l- E o *¥- - - 了

…… 一一三万二コ→墜竺割J L

竺主主直ｾ _  Ｗ ｬＱ￭ Ｑｾｾ 一空旦 ｟ ｾＷＮＱ＼亙 ｊｌ

過去数十年間，その聞には，種々の変法が考案され，使用されてきた

が，上記の散布ろ床法，活性汚泥法をもとに ，施設が建設され，汚水の

処理が行なわれてきており ，現在においても ，また今後も ，建設は進め

られていくと恩われる。下水道の処理法は物理的処理( ・沈澱法〉・生物処

理( 散布ろ床法 ・活性汚泥法) を基本と しているのでおのずから限界が

ある 。洗澱池での除去物質は主fC S S であり溶解性のものは除かれない

し， 能力をいくら上げても除去総量には限りがある。また，生物処理の

場合は生物の代謝作用と合成作用に必要な物質( 炭素 ・酸素 ・水素 ・チ

ッソ ・リ ン化合物) の除去が主であり ，除去率も限られている。その他

吸着作用により他の物質の除去も可能ではある。一方，われわれ人体IC

有害である物質はまた生物処理 IC も有害であり ，処理の機能を阻害す

64 

る。かような処理法であるから ，水質環境基準の健康項目，シア ン ・水

銀 ・カドミウム ・鉛 ・クロム ・ヒ紫などと， 環境項目 ，鉄 ・マン ガンな

どの重金属，それに B O D ・S S などの物質のうち ，下水処理施設で引

受けられるものは ，おのずから限られてくる。ま た一方， 河川 ・湖など

の上水道 ・工場用水道の水源池，および観光 ・リク レーショ ン地域など

に悪影響を与えるチッソ ・リンによる富栄養化を防止する ために，乙れ

らの物質を十分に除去する乙とも ，現処理法における生物の合成作用の

みでは困難である。

しかし ，何らかの処置をせねば，前』ζ 述べた汚水量，汚濁置の算定方

法! としたがえば，人口の増加，産業の発展により ，水の使用量 ・汚濁量

は今後さらに増大するものと考えられる。自然環境を守 り，水資源を守

り，さらには使用後の水を有効に利用するという新 しい立場にたって今

後の処理施設を考えねばならない。下水処理施設の高度処理，工場廃水

( とくに水質環境基準の健康項目を含むもの) の処理施設( 除客施設も

含み) の研究と開発が必要であり ，現在，水処理にたずさわる者の最大

の関心事となっている。近年，建設省を含め各行政機関，企業者の間で

乙の研究が活発になされている。

下水の高度処理 ( 3 次処理) の動向については，諸外国( とくに米

国) では一部実用化されている。そのフロ ーシー トはつぎのようなもの

f 、ある。

米国タホ湖公共事業区下水処理場

主 主 最 初 沈 澱 池 |→ ! ? ; 刀 シ ヨ ン → 最 終 枕 澱 池 ¥ -

↑  活性汚泥法 ( 2 次処理) ↑  

石灰

/  

「 下元E← ¥r戸27Al← 薬品凝集沈澱池 ←ー

| 一 一 放流

一→活性炭吸着塔 一一一→

この施設の主な除去対象物質は ，リン酸塩 ・チッ ソ ・色 ・臭 ・合成洗

剤などである。処理水は ，無色 ・無臭で，有機物はきわめて少ないと報

告されている。大阪市においても一部小規模なものであ るが，処理場内

施設の洗浄用などに利用するため . 3 次処理施設を設置しており ，乙の

水の一部が大阪城公園の掘へも送られている。

また将来，水資源、の不足を考えて，工業用水道の水源として 2 次処理

水を用いる! 計画もある。乙れら 3 次処理施設の目的は，環境を守るた

め，新たな水資源を確保するためと多種多様である。 しかし現時点での

下水道施設としての調査 ・研究段階では，除去対象物質もその除去率も

限られている。

つぎに水の循環を考ーえてみる。水を供給し ，使用 し， 処理し ，水資源

を守る ，乙れが循環である。たとえば，どの工程でも除去ができない物

質で ，かつ処理を阻害するものがあったら ，処理水の水質は低下し ，再

利用は不可能となる上，既存の水資源を損ねる。利用する水は少なくな

り，逆に排水中の濃度は濃くなる。悪循環の繰返しで，手の施しょうが

なくなる。

自然環境 ・河川 ・湖 ・海の環境を考え，水資源、の不足を緩和すべく ，

「水を供給するもの」は，新たな水資源の開発を考えるととはもちろ

ん，使用水の再利用 ，使用水の用途別供給などを ， i 水を使用し排水す

るものは」使用水の節約を ，共同排水処理が不可能なものの自己処理な

どを，また . i 7 . l < を処理するもの」はできるだけ多種多量の使用水を取

り入れ，自然環境を守る処理法を ，おのおのが自 己の責任範囲を広げ，

他の者との講を埋めるため，技術の開発 IL努め ，きれいな水を盤かに与

え，十分に使用し ，きれいにして排水するよう ，努力を払わねばならな

い。

( とぴた はるお大阪市下水道局計画線計画係長〉



日本建築協会

月間の動き

• 

昭和47年 3月分

定 時 評 議 員 会

29日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小)11 ，星正副議長ほか23名

委任状 ω名 計 85名

理 事 福 田 副 会 長 ほ か4 名

議事(1)評議員会議長および副議長互選の件

(2)会長 ・副会長 1名 ・理事14名選任の件

(3)役員重任承認の件

(4) 昭和47年度収支予算承認の件

なお評議員会閉会後会館建設借入金の内51万

円の償還拍せんを行 っ た 。 ( 日本建築学会へ

の償還50万円を含め 101万円償還)

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門)

17日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 星評議員ほか 8 名

評議員会副議長な らびに会長，副会長( 1名)

技術部門選出 6 理事候補者推せん lζ 関して懇

談

L 理
事

. 6.  

コ'"

22日 4 時- 5 1待 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本，横尾正副会長ほか 9 理事

神谷，小西各監事

議事(1)事業報告

(2)参与重任承認の件

(3) 役員 ・委員慰労懇親会開催日変更承認の

件

(4) 入退会者承認の件

(5) 昭和47年度収支予算承認の件

(6) 報告事項

会計理事会

9 日 2 時- 3時 半 於 会 館 集 会 室

出席者山田主幹ほか 3 名

昭和47年度収支予算案の審議

事 業 委 員 会

見学会小委員会

2 日 6 時- 7時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 堤 副 委 員 長，金子幹事ほか 3 名

議事(1)2月 !C実施した見学会の報告

(2)3月- 5月の見学会の企画について

(3) 昭和47年 6月以降の見学会企画について

(4)昭和47年度小委員会委員決定 と組織案 IL

ついて

若い会員の集い小委員会

2 8  6時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長，佐々木幹事ほか10名

議事(1)昭和47年度の事業方針について

(2) 昭和47年度の事業企画について

(3) 小委員会の逮営について

4) そのほか

広報小委員会

6 8  6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，田中幹事ほか10名

議事(1)昭和47年度第 l 回展示写真の実施企画 IL

ついて

じ: (2)本年度第 2 図説明会「建築鉄骨の現場溶

接」の経過報告

(3) 昭和47年度の実施企画について

(4) 昭和47年度小委員会委員の決定とその組

織案について

委 員 会

9 日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 北垣委員長 ，大橋 ，窪田，三品各

副委員長，小泉 ，奥尾各幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 3月- 5 月までの事業企画について

(3) 昭和47年度の事業企画につ いて

(4) 昭和47年度の事業委員会委員 と組織表の

決定について

若い会員の集い小委員会幹事会

18日 5 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者柳副委員長ほか 4 名

議事 47年度事業方針 ，企画などについて

若い会員の集い 「船を見る会」

25日 l  時- 5 時半

参加者 35名

見学先川崎重工神戸工場( 造船状況見学)

川崎重工所属の船で神戸港内を巡

航，英国の豪華客船キヤッ シ一号

を見学

編 集 委 員 会

作品作風担当委員会

2 日 6 時- 8 時 於 会 館 l 階編集室

出 席 者 小 島 委 員 ほ か 1名

議事 4 月号作品の決定

7月号 「建築と生命」編集幹事会

7 日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣 編 集 理 事，中山委員

議事 7 月 号 = r建築と生命」特集の企画( 執

筆者とテ ー7 の選定)

委 員 会

13日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鳥 田 委 員 長，山田 ，安田 ，今元( 代

理宮武秀雄) 編集理事ほか 8 名

議事(1)4月号= 都市交通問題特集経過報告

(2)5月号= 水利用特集報告

(3) 6月号= 量産住宅の設備特集報告

(4)7月号= 建築 と生命特集編集幹事会案報

s: .  

ロ

(5) 8 月号= 都市住環境への アプローチ特集

報告

(6) 新年度編集委員会の件

作品作風小委員会

13日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 島 委 員 ほ か 2 名

議事 5 月号作品の選定

8月号編集共同討議

21 日 6時- 9時 於 会 館 集 会 室

出席者松原幹事ほか約10名

議事 8 月 号 = r都市住環境へのアプ ローチ」

特集企画

作品作風小委員会

23日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 平 内 主 査 ほ か 2 名

議事 5 月号作品の選定

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

データシート打合会

3 日 5 時- 7時 於 会 館 築 会 室

出席者井上委員長ほか 2 名

殺 事 防火建材のデータシ ー ト企画について

委 員 会

22日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 7 名

議事(1)防火材料のデータシ ー ト企画について

(2) No. 38 ( 10月号〉の発行計画について

住 宅 委 員 会

委 員 会

7 日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者岡橋委員長ほか 13名

午後 l 時40分より泉北ニュ ータウンパイロッ

ト・ハウス見学後開会

議事(1)昭和47年度委員について

(2)各小委員会の報告

(3) 第 9 回よろず、相談住宅展について

住宅展会場計画委員会

25日 2 時- 3時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 坂 倉，湯浅両委員

議事 よろず相談住宅展の会場計画

出 版 委 員 会

建築基礎工法と実例編集委員会出版記念会

15日 6 時- 8時 半 於 太 閤 図

出 席 者 塚 本 会 長 ，山扇委員長ほか 4 名

意匠計画部会

248  5時半- 7時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 執 筆 者 亀 川 久 ， 小 林 委 員 長 ほ か

1名

議事住宅の矩形図( 執筆者 f色川久氏〉の出

版企画について

建築と社会/1972年 5 月号 65  



法 規 委 員 会

委 員 会

15日 3時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか10名

議事(1)昭和47年度委員会の方針について

(2) 昭和47年度委員について

建 材 委 員 会

委 員 会

24日 3 時- 5 時半於会館集会室

出席者堀内委員長ほか 7 名

混式建材工業会 8 名

議事混式建材について

教 育 委 員 会

構造設計とコンビュター講習会打合会

21 日 1 時半- 3 時 於 会 館 3階会議室

出席者臼井副委員長ほか 3 名

議事構造設計と コンピュー タ講習会企画につ

いて

会 勢 委 員 会

委 員 会

21 日 正午- 1 時半於会館集会室

出席者福田副会長，小林委員長ほか 7 名

議事(1)各小委員会の設置について

(2)そのほか

朝食会小委員会

29日 正午- 1時半於会館集会室

出席者小林委員長，尾亀主査ほか 6 名

議事朝食会の企画について

説 明
. 6.  

コ'"

実務に直結した建築工事別説明会 (第 2回)

「建築鉄骨の現場湾接」について

(本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支

部共催)

8 日 l  時半- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

聴講者 174名

(1)はじめに

大阪大学名誉教授 工学 博 士 鷲 尾 健 三氏

(2)建築鉄骨の現場溶接施工

川崎重工業側鉄構事業本部

技 術 課 長 工 学 博 士 須 清 修 造 氏

(3) 建築現場における自動溶接装置

( 附神戸製鋼所溶接棒事業部技術本部

開 発 部 次 長 大 石 実氏

言毎
. 6.  

=  
習

「建築基礎工法と実例J 講習会

31 日 9 時- 5 時

於大阪科学技術セ ンター

勝、講者 236名

建築基礎工法の発展過程

谷 口 尚 武 氏 ( 大 林 組)

基礎構造の基本計画，くい打ち工法

工 博 山 肩 邦 男 氏 ( 関 西 大 学 )

66 

掘削と排水工法の計画

丹羽稔氏( 竹中工務庖)

深い地下工法

太 田 進 一 氏 ( 大 林 組)

見 学

. 6.  
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大阪国際ビルディング新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支

部共催)

10日 3 時- 5 時

参加者 51名

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

京阪くずは体育文化センター並びにくずはモ

ール街新築工事の見学会

n日 l  時半- 4 時

参加者 20名

くずは体育文化セ ンタ ー

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

くずはモ ーノレ街

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

大阪 ロイヤルホテル新館新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支

部共催)

24日 3 時- 5 時

参加者 49名

設 計 吉 田 五 十 八 研 究 室

株式会社竹中工務庖

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

23日 正午- 1 時半於会館集会室

出席者松村学会支部委員長ほか 6 名

議事 4 月以降の共催事業について打合せ

創 立 記 念 日 の 集 い

ー記念講話・映画と祝賀パーティー

30日 2 時- 4 時 半 於 綿 業 会 館

出席者 57名

名誉会長，名誉正会員 ，支部長および友好団

体 ，業界新聞社の代表をお招きして創立記念

日の集いを開催。映画「日本の産業技術」を

上映後，住友銀行取締役 ・住友ビジネス コン

サルティング株式会社社長今井勇氏の「今後

の経済の見通しと問題」についての談話を伺

い，引続いて祝賀パーティを開催。塚本会長

の挨拶 ・東畑名誉会長の音頭で乾否。名誉正

会員大倉三郎氏，同岡田孝男氏，同滝沢真弓

氏， 同青盛中国支部長のテ ープルスピーチが

行われ小河大阪府建築士会会長の発声で万才

を三唱盛会裡に終了した。

3 月 の 入 会 者 ( 敬称略〉

〔団体会員 2 社〕

修成建設専門学校 日本科学技術情報センター

〔個人会員 21名〕

足 立 雅 陸 i 嶋 井 章 夫 i 西 島 志 津 男

朝 山 敏 朗 ! 悶 中 勝 j 野 村 雄 三

井 上 正 哉 : 高 橋 淳 一 ， 樋 口 仁 久

上 野 縛 奥 ; 玉 川 竜 四 郎 I 細 川 正 三

小 川 雅 之 i 知 見 義 夫 ; 細 沢 博 和

太 田 正 三 ; 豊 田 忠 男 ・ 初 昭 典

岡 野 安 男 ， 中 野 弐 : 山 下 茂 久

〔准会員 1  : 名) ( 氏名省略〉

• 

- 日本建築協会事務局

常務理事・福中定三郎 (06- 231- 9648代〉

事務局長

参 与: 岩崎甚太郎 (06- 231- 9倒8代)

・事 業 課 06- 231- 9640 ・5936

山田 唯美 ・三木ちゑ子

芥川美智子 ・中 平 昌 三

・庶 務 課 06ー231- 9ω8 ・9649

吉田 悦二 ・上回セキ子

来宗ミツ エ ・小石原千代乃

佐々木千年世 ・以倉久美子

・会 計 課 助一231一-9ω 8 ・9649

佐藤 寛 ・坂東三喜子

杉 谷 和 子 ・江口美智子

・編 集 課 06ー231- 9648 ・9649 ・9640

松 井 昭 光 ・吉 崎 裕 子

朽 木 克己 ・梅 村 繁 人

広告担当: 東 出 清 彦 ・吉田 晃

鹿 内 武 三 ・黒 田 顕 漠



- 1∞d 数名工会計 15名以内

数 名 賞 金 5 万円宛

く月刊 「新住宅」誌 ・創刊第 300 号記念〉
「伊 藤 忠 不 動 産」 賞

佳作

締切期日

昭和47年 5 月25日 ( 木) 正午

審査の結果は本人に通知をなすとともに ，新聞紙上および 「新住宅」

7 月号誌上に発表す

当 選 者 発 表

6.  

7. 

小住宅設計図案・懸賞募集規定

伊藤忠不動産株式会社は，会社創立10周年記念行事の一環として，当

社の経営する団地「イト ーピア長野」において . 10月 1 日に開催する住宅

博のために，小住宅設計図案を ，下記のと おり募集いたします。なお，

入選作品は実際に建築される乙とになります。

孝氏

雄氏

清氏

耕一郎氏

(50 音順〉

清氏

之氏

治氏

正

専

(  i  ) 図面は大きさタテ50c田ヨ コ70cmの白色画用紙 lζ 墨書する乙と。

透視図は鉛筆 ・彩色仕上にでも可

( i  i) 図面には暗号を右下隅K 附し . )j l] l r : 暗号ならびに住所 ・氏名 ・

年令 ・職業( 勤務先とも) を記せる紙片を密封し ，封書の表面 Ir:

前記暗号のみを記入する乙と

(i ii ) 応募図案に関する一切の権利は，伊藤忠不動産株式会社に帰属

するものとす

( i v) 応募図案は一切返却しない

( v ) 質疑に関しては原則とし て受付ない

( v i) 応募図案送先大阪市東区南本町 4- 47 ( イトウビノレ)

Ｈ ｾ＠ 541 ) 伊藤忠不動産( 株) 住宅博係

審 査 員8.  

設 計 の 主 旨

現代の生活様式を考え( 豊かな人間生活) をテーマと する ，住宅設計

を募集します。

1. 

立

林

家

津

足

上

清

狼

大阪大学教授

大阪市立大学教授

東京工業大学教授 工学縛士

側根津建築設計事務所々長

工学樽士

博工学樽士

応 募 資 格

応募作品に関して責任と能力を持つ個人とする。なお下Ir : 掲げる者

は，応募者および‘ 協力者になれない。

・伊藤忠ク勺レープ社員およびその家族

2. 

林

後

内

小

越

滝

樹新住宅社代表取締役

伊藤忠不動産附取締役社長

同 常務取締役技術部長

応 募 心 得9. 

応 募 設 計 要 件

(  i  ) 概要 「イト ーピア 長野」 は 南 海電鉄 ・高野線三日市駅より

1. 7kmlζ 位置し ，事業面積約 59ha の住宅団地で，最終予定人口は

ムα氾人である

(i i) 地域 ・地 区 住 居 専 用 地 区

(i ii ) 敷地別掲区画平面図の A . Bのなかより任意に援択する乙と

(i v) のベ面積 l∞d 以内

Cv) 所要室任意である。

( vi ) 構造木造とし，階数は 2 以下とし ，材料は容易に入手し得る

ものである乙と

か i i) 設備 暖房給湯設備をな し，冷房は設置できるよう考慮してお

く乙 と

( v iii ) 建築工費

3. 

いうまでもなく ローコストを主限とする

大阪府河内長野市加賀回3059番地ほか

南海高野線三日市町駅よりパス 6 分 ( 1. 7km)  

加賀悶小学伎町j 下車徒歩 5 分 (4∞m)

所在地

交 通

4. 所 要 図 面 お よ び 設 計 説 明

(  i  ) 平 面 図 縮 尺 1 :  50 ( 北を上方に記入

する乙と〕

( i i ) 立 面 図 縮 尺 1 :  50 2 面以上( 透視

図にあらわれざる側を含むものとす)

( i  ii ) 断 面 図 縮 尺 1 お 1面以上

(i v) 透視図外部

( v ) 設計説明 その概要を簡明に図面の余

自に記入するとと

入 選 者 の 人 数 な ら び に 賞 金

15名以内 賞金 15万円とヨーロッパ

旅行17日間ど招待

80nf 以内数名 . 80nf - 90nf 数名. 90nf  

入選

5. 

詳細は「新住宅 J 5月号をど多照下さい。

1111111111111111111111111111111111111111111111刊 1IIIIIIIIIII11111111111111111111111111UI11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIItllm

夫氏

修 氏 ( 建 設 省 建 築 研 究 所 )

佑 氏 ( 東 京 理 科 大 学 〉

5.α 氾円

9. ∞0円

3. αxl 円

2.α 氾円
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会員会社

- ノマネ J レデイスカッション

司 会 巽

パネリス ト 古 川

( 交渉中 〉 井 口 洋

前出各講師

参加費( 財) 大阪科学技術センタ ー賛助員 1

( 社) 日本建築学会 l  

( 社) 日本建築協会 j  

一 般 会 社

学校官公庁

学 生

その他

・資料として住宅研究会報告書E を使用

・報告書r . IT は会場で頒布

和

Y主宅産業とハウジングシステム" シンポジ

ウム開催要項

7. 

8.  

和 夫 氏 ( 京 都 大 学 工 学 部 )

隆雄氏( 日本住宅公園大阪支所)

昭光氏( ( 社) 日本建築協会〉

徳三郎氏( 積水ハウス株式会社)

安 弘 氏 ( 京 都 大 学 工 学 部 )

主 催 ( 財) 大阪科学技術センタ ー ( 曾 06- 443- 5321)  

後 援 ( 社) 日本建築学会近畿支部 ・ ( 社) 日本建築協会

と き 昭 和47年 5 月30日( 火) 午前10時~午後5 時半

と乙ろ 大阪科学技術センタ ー8 階大ホール

プログラム

・あいさつ

・生活空間と住宅産業

. 住宅産業とシステム

. 住宅技術の課題

・住宅産業の展望

国

井

本

藤

巽

西

松

石

延

唱

』

つ

ム

q

u

A
崎

ζ

u



信用ある技術ど伝統の

7X771Lト主 専 業 大J吉

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

誓言矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

定 訴 事11戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50( 立ピル 5 階 502号室)

ｾｲｲＺ話大阪 ＨＳＶＴＩ 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特 許 絶 縁 工 法 を

前 Ｎ ＷＱ ャ ｾ 古 ｾ 帯

2 のめi 7](( i 'I i工法) 亨 ヲ q イト

本 社東京- t ' m中央区銀座 8- 4- 11 電話(571)2703-4・2370・4064・0264

大阪出張所大阪市都島区都島中通り 2-3- 1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話(811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 脱 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話(231) 7  5  1  1  

|特許 岩元式ベンチレーター|

( 電 動 式 並 菌 定 型 各 種 -

- 司馬 唱も・

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレ ーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

f特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) ス ーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサ ッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番 22号

電 話 (981) 0615 - 0  618 



電 気 設 備 の 頁

本

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

程署罰 必= - .L瓜- -

弓孟ヌ ｌ やｾ ｾに

代表取締役 山 本 ↑ 専 三

大阪市北区中之品 3 の 3 朝日ピ/ レディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 回 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

G

一

A

陽

キ土

本社営喋所

朝

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 在 絵 町 1 丁 目 2 2  

117. ili舌 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9 5 - 7

電 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 悦 ・ 福 岡

旭 川 ・ 浜 松 ・綬 路 ・ 広 島 ・ 高 松

社

ヰ土

東京支社

本

支 鹿

営 業 所

京都営業所

会 社

電気設備工事設計施工

電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区商関紙五丁目二八帯地電話大阪 (202)0325- 9  lfi: 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丙 神 田 l 丁目 4 番 地 5 サ

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ， 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 縞 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 積 浜 ・ 静 岡 ・ 富 山

東 光
社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 u : 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462ー 1 3 0 1 (1-t)

A

S

A

 

エ藤エ太 陽

本

電力工事本部

設 計 ・ 施 工

A

Q

一

A

司'

株

電 気 工 事

本
出

E

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

収締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 | 竜 野 江 東 之 町 三 「 日 - li 

電 話 大 阪 ( 9:11 ) 代 表 7 3  4  I  - :; 

0 3 8 8  - 2  1  9  :l 

大阪市h!1l1t医n江東之町三了日一- ＭＰＧ ＱＱ ，Ａ占大阪Ｈ刊 ＱＱＩＷＨｘｾ Ｑ

奈良 ｬ ｴ［ｴＮ伽Ｇ， ［Ａｔ ｲ 打倒 ｉ 斥 ｬ 泊り Ｚｾ 6  () '，t U.rif.卸 l' 庁 2 2607 - 1:!!i!) 

式
信

一

刈

三骨

ｾ＠

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大阪南・神戸・広島 ・九 州

A

Q

一

A
式

3迄

業 株

原菜

エ

取 締 役 社 長

原栗

ー詮

資 材 倉 庫

奈良営禦所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 館 大 阪 (472) 代 表 1 1  0 1  - 7  

東京都品川 区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ビル)

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

ェ

市

興

敏

凡
又事工

t

R

 

電

キ土

庖

本

支

社

林

大阪市北区* l i 1 I 町 5 0  ( 堂ピル 7 階)

屯 ぷ 是P 3  6  7  1  U U  

東京自15 中 央 区 日 本 焔 箱 崎 町 3 丁目 2 1ft!也

従 ぷ 砂 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 4目 院 ! 京 ，ey . 悩 山

失

一
一
一

代点取締役

株 式 会 社

キ土本

広支

営 業 所

群出事長戸斤出 張 所

電 機 株 式

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 笠 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ ル )

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ! ! f I . 市 ・高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

社

A

Q

一

A

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝S注

手ミ

大 阪 市 西 区 北 桝 江 上 j岳 l f l :J 6 5

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7! 48- 9

東 京 ・ 名 古 出 ・lぶ 出 . ｨＧｾ＠

中ITI 取締役社長

本土本

宇土

宇土

本

支

営 業 所

岡営 業 所
市神出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 接 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京音s港区新矯 5 - 3 4 - 6 . f 目喝ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪市・札帆・名占屋- 凶 H 市 ・松山・徳山

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 千 子 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 校 町 5 6 番 地

屯 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 臼 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 郎 ・ 草 津 - 静 岡 ・ 水 島 ・ 福 岡

社

電 気 工 事 ・ 言 十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

A

Q

一

A

取締役社長

社 大

東 京 支 lJi

本
社本

支 庖

営 業 所
所
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冷 暖 房 y  ｾ守将サ γ シ

給俳ホ、衛生水道 s ‘  m境 衛 生B包J量

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 ｾτ 化学鉱山機械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 醤地 電 館 大 阪 (202) 代必3071

本 底 東 京 ー日比谷・ 三 f冒ピル

支 1苫 名古屋、福岡、札械、広島、仙台、富山

出 張 所 繊 浜 、 金 沢 、 鯵 問 、 高 松

空 鯛 設 備 の 頁

設 計 ・ 施 工

芸喜朗自3こ業社

東京都港区芝浜松町 2 ー 7 電 話 ( 434) 6171 ( 大代)

大 阪 市 東 淀川区加島町 357 i1i.話 ( 302) 2271 ( 代)

北 海 道 仙 台 ・ 名 古 屋 広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・横 浜 静 岡 京 都 ・ 神 戸

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

空気調和設備

設計施 工

衛 生 設 備

三建設備工業株ま竃社φ ‘  

大 阪 市 都 島 区都 島 本 通 4 - 10 - 30  電 話 ( 922) 6 2 5 1 ( 代 )

東 京 都 中央 区 日本橋 蝋毅 町 2 - 22  電 話 (667 ) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・福岡・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

大阪市西医江戸堀 1 - 6 0  従路 (441 )  8231代 表

東 京 ・ 名 古 臥 大 阪 ・ 福 岡

札 眺 ー 仙 台 金 沢 ・ 広 島

盛 岡 ・新潟 機浜 ・富山 ー盟回・楠井・京都・神戸 ・

岡山 ・高松・熊本 ー鹿児砧

本 社

ヨE 宿

営 集 所

出 張 所

調空

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

発

.... ー

-

-・

。
設計施 工

生

気

水・ 衛

房 ・換

排

t令

給

暖

1式会社

本社 ・本1苫 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 ( 363) 大代表 1371

支 1苫東京鰯千代田区神田小川町 2丁目 l 番地 電 活 ( 292) 代 表7751

名古展 Ili 中村区広小路西通3丁目 9番地 ｾｬｬ 話 ＨＵＸ ＱＩ代表 ＸＵＷ Ｑ

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 話 ( 47 Ｉ代表 ＴＵｾＵ

縞 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12 号 電 話 ( 76) 代 表3795

所 i l 山 悩 井 ・ 京 仰 ・神 戸 ・紙 江

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 t豆 町 一 ・電 話 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー ・電話神戸 341 局 5 8 9 2  

株 式

会 社

ｾｕ＠出

社

A 、

Z ミ業 株 式工賀須

1:t 型Hf i n ・空気鯛辛口1投 備 ・ 給 排 水 衛 生 I ! t 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 謙 微/ 設 計 ・製 作 ・施 工

建材社

株式

会 社宮昌吉平
衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l 丁目 1 4  

ｾ一 東京・大阪 ・ 名古屋・京都 ・ 神 戸 ・ 福岡

出 張 所一 高 松 ・北 九 州

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 底= 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203) 3721 代

名 古 屋 支 底= 名 古屋市中区錦 2 - 2 - 13 ⑨ (211)  1535 代

出 張 所 = 札 帆・仙 台 ・盟 国 ・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山・福 岡 ・ パ ン コ ッ ク

⑧

W

 

支

営 業 所 一 千 葉 ・ 横 浜 ・ 広 島

冷 凍 冷 蔵

⑧ 精 寄 膏 冷 機 織 葺 告 担

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

者

苛

荷

昨

時

計

9

1

1

J

1

 

葉

集

川

市

川

宮

川

明

常

U

U

山

山

出

品

悦

沢

井

松

山

札

金

悩

.

品

一

間

温 湿 度 調 塗 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備・給排水衛生・水族館設備施工

顎 斎 藤 省 三 商 唐

本 底 東京都千代悶区丸の内 2 の 4 の 1

大 阪 市 北 区 包 囲 町 3 0  包 括 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 回 区 丸 ノ 内 3 - 3 - 1(新 東 京 ピ ル )

包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

1[[， ｾ 舌 ＨＲ Ｑ Ｉ 4  4  9  1  

名 古 屋 市 京 区 東 門 前 町 3 - 6  

1tL J舌 ( 971) 3  6  2  1  

仙 台 支 1苫

丸 ビ ル 6 7  6 号

電 話 212附 3751

大同ピノレ 616号

電 話 443附 3361

電 話 681附 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 1 円 1

京書官支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

支 唐 札 幌 ・ 名 古 屋 福

営 雛 所 宇 都 宮 ・ 横 浜

水 道 ・衛 生 ・媛 冷 房 ・ 其 他 管 E 事

設 計 並 施 工

( 18斎 lii 久孝事修所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田r 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本社 東 京 郎 千 代 田 区 大 手 回T2 の 8 番 地 ( 日 本 ピ J レ)

電 話 東 京 ( 270) 7  4  1  1  昏 ( 代 表 )

ｾ ｌＮ ＩＱ市南太 ｪ 岨西 Ｔ 丁目 ｕｌￆ ＩＱｪＡＱ銀ピル '，'ll，!，r;礼申)1 2.5> :'7:'6

金 沢 市 高 l崎 町 2 111= 1  6 け' ，' U，I，fj 金沢山以刑

制 作 市 御 幸 2 の 1 '，'ll，I，r;焔 Ir- 2¥124:16 

d  怯 市 2  111= r  Ｙ 心 ， Ｑ 止刈総量 ＡＩＵ Ｑ ｾ ＡＳＧ
l岡 山 市 大( J ¥ 3  8  U の l 川 J占| 国l山勾: > 486

大阪支J吉

名 古 屋 支 l苫
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空 調 設 備 の 頁

日差 ・冷房 ・空気温温度調整装置

設 計 施 工
給- 排水・衛生・消火・暖冷房設備

会主4

-← 

童書1ｦｩｾ＠高回
お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

電 路 大 阪 ( 458) 3531 香

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中 ｩｾ 南Ｎ￬ｬｦｩ Ｔ 丁目 ＱＱ

出 張 所 = 京

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 ｾ皆Ｉ

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目2 番 地

大 阪 支 庖

+土本

@  平山互業株式会社新日本空調株式会社

q ' 昌弘

醤亜号

、F

設計・地工

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 ー 2 5  ( 新大ヒソレ)

電話 ( 06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋本石町4-2( 三井第二別館)

屯話 ( 03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 帆 ・ 東 海 村 北 陸 ・大 分

1市

本社・東京支 l市

大 阪 支

大 阪 ! 打 西 区 江 戸 柄 通 2 の 2
T E L  ( 441) 附 1994. ( 443 ) (1勺0331

空気調和. f.e. i.旦↑ 亘湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

空気調和設備ー
宮凡吾十施工

換気・除塵設備員又白

く m哩型里コ

@不ニ熱鉱業続ま舎赤土

東 洋 製 工 業 機 式 会 艦 大 阪 安 倍

大 阪 市 南 区 }I頃鹿町 2 - 5  0  i'lt話 261 - 2436(1り

東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773 ー 1231附

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 神 戸 ・ 福 岡

本 庖

東京支底

営 業 所

T  E  L  ( 443)  8  0  7  I  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

業

会 社⑨ 

ネ土

大 阪 市 西 区 京 町 場 1 丁 目 6 2  1[，活 (443) 8161 (大代表)

名古屋市中村区水主町 l の 1 2  l{t，活( 541  ) 0966( 551) ) 655 

東 京 初 港 区 赤 坂 2 丁 目 3 - 1  2. 

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田! x 北長狭通 7丁 目 l の 1 iUj ?i (341) 1778 .  4386 

A

Q

一

A
式株エ田山

本 社

支 府

出張所

相坦京都支底

大 阪 支 l吉

四 日 市 支 J吉

大 津 営 業 所

主 聖 堂 難 所

本 社大阪" ， ｾヒ反食品北田 ｔ 1  6  T E L  (345) 9055(代災)

本 町 営 業 所 大 阪 di 点灰本町4- 27御なビル T E L ( 252)  3  9  0  6  

ｦ｜｜Ｇ￬桝ＧＺ［ｾ・業所大阪 ､ｩ !U [ . K峨峨 2 - 3  6  T E L  ( 202)  5  2  6  0  

温湿度調整・暖［令房・換気事会ｾｾ水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京都市南区西九条盟国l l l T 2  0 接 地 の l

包 括 ( 681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北詰)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大 冷 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 市 栄 町 2 ー 1 1  1  司ZZ氷I D3 6  1 0  

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

JI) 淳 窯 業 歳 月S

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  

..宮司

会 桂⑪ 

大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番 J也( 靭本町バス停前)

. ; I i : 話大阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫 路 市 北 条 口 126 番 地 ( 住 友 生 命 保 険 ビ ル 3 階)

電 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

社

姫路営業所

本
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

I!) 
耐 酸

縄器、

セトモノのデパー卜

庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 高 麗 耐 二丁目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 C) 0 5  

商石理大橋矢

株 式

会 社

( 創業大正 7 年)

FUTABAYA DECORATORS.  LTD 

建 築 物 ・船 舶 等 の 造 作 工 事 及 び

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 施 工

主主具、パネル、家具、各経木工品の製作

内外装飾織物、窓捻ト、敷物、壁紙類一式

⑨二葉屋装備工業 株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 話 ・ 大 阪 ( 371) 3321- 3・3630

太阪f{: f' )al' 尚J ! $' { t u

{ る}都 I 6  2  I  6 号

. 内念< < . . ，ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 ( 702) 代7814 - 6  

特約代理底・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・広島・ 今 治 ・ 福 岡

似〉 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

、Tムt' 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・・ 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

' - r 、ノ 内 外 装 用 策 変 美 術 タ イ ル ・ー ・・大 イ ム タ イ ル

新発売・ ・ー・・・ー古代土器調高温〆タイルー 大 仏 古 代 タ イ ル

京都市東山区今熊野大仏池田町 9 の 9 075( 541 ) 3344 ( 1 t )  

東 京 都 横 谷 区 上 原 1 丁目 29の 4 03  ( 467) 1641 

京 都 清 水 ・ 山 城 瀬 戸

ナニワ媛匂 12ii

士 4 雨 水 渇 入 制 落 防 止

雇 J 耐 震 耐! 弘

i ヮ 安 定 耗 量

雪 瓦

五 ヰ朱

5三

塁社

タ J レ

軽し、

シマメ-

材・毛主樋練包水切に屋 根 材 ・ 壁

東 大 阪市 新 庄 ( 782) 4171代大 島 応 用 化 学
ドメタ j レσコ

.  
燃 え な い

ーオ

ス タ ン ダ ー

腐 ら な い

一フカケ

内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

特許内外式電動ベンチレーター特許

大 阪 市 西 区 江 戸 場 北 通 1 - 25 ( 栂 生 ピ ル )

T  E  L  ( 441 ) 3983 - 5 ・4396

大 阪 市 減 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T E L 0 7 5  ( 581 )  0 1 2 6  

ネ土

大 阪 工 場

京 都 ヱ 渇

本

内外建材株式会社
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建 材 の 頁

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ . @ シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ツ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

盗防災

-・・

防防 煙 火
発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

ド ア ー• ユ/
、y

サ
ス チ ー ル

カ ー テ ン ウ オ ー ル

雲 f I 三 高 製 作 所

ド ア ー ハ ン ガ ー

タ ーツシヤ

• 

I--- 乏

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -
武11¥ 1異

近代建築の要求する

特 許

11¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

ふ

l

-
z
一
回

製

言量

※  

亘ＩｾＭ主主＿亙宣至至宝
《特 長 》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

保護モルタル

ヌルーフテックス4回

ブルーフテックス 3回

ビニロンクロース

カレーフテックス 2回

つカレーフテックス l 固

ブルー Ｗ テックス防水工事はゴム質エマルジョンにｾ

J レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 混 入 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー フ イ ン グ を 数 層 張 り 合 わ せ

防 水 層 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す .

曲目i

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 361 ・0178代

下 地 モ ル タ ル

耐酸化学工業株式会社
耐酸工事・防水工事専門庖
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

e・e ・I!:l :，:，:，:，浴日記長当隆三}

r争;: ::;:: 婚

:.:.:.: 阪-:.: 富山。:…・ 0 ・・…・

;三 ;:;:;:: :::::: 桂三;.:. :.

ｾ］ＱｴＮＮＮＪＭｴＺは、旭化工板の製品です Ｒ
豊 富 な 経 験 と 実 績 が 、 そ の 名 を 不 動 の も の に し ま し た 。

ユ ニ オ ン ボ ー ド と 名 づ け て19年。

旭化工板のユニオンボード. . . ｾ、まや 、 木毛板 ・ スレートサンドイ

ツチパネルの代名詞。 19年 前 に 、旭 化 工 板 の 技 術 を 結 集 し た サ ン

ドイツチパネルを、「ユニオンボード」の名で 、 は じ め て 世 に送り

出 し て 以 来、 各分里子で経験と実績をつみ重ね 、 他 に 類 を み な い 高

品 質 パ ネ ル と し て 、 ご 好 評 い た だ い て お り ま す 。 い わ ば、 旭 化 工

板 は ユ ニ オ ン ボ ー ド の 生 み の 親 。 そ れ だ け に 、 ユ ニ オ ン ボ ー ド の

- 現 場野 積 安 全 養 生 の た め に ビニ ー ル シ

ート で 被 覆 して い ま す

- 旭 化工 板 の ユ ニ オ ン ボ ー ド の 施 工 に は 、

その性 能 に 適 合 し た U B コ ー キ ン グ を

採 用 しています。

すべてを知り尽しています。

ホユニオンボードは旭化工板の製品ですJ

〈ユニオンボードの特徴〉

・ 耐火 、断熱、遮音性にすぐれています。

・ 全国をネッ 卜す る 販 売 ・施工 管 理 体制

、
，
，
，
.
，
，
，

B
'

'
a
，

べ

、

方

ま

く

J

一

の

係

み

ん

一

明

A

込

一

一

希

社

L

・

一

一

ご

本

申

い

一

一

料

、

お

さ

一

一

資

は

で

だ

一

f

・

」

f

'

t

'

'

l

』
，

.，、

東京都台東区駒形2-3-5 ( 鵬武草野ピル) TEL 東京 ( ω) 似2-9251( 代)

名古屋市中区丸 J 陶ー18-12 ( 鳩山) T a 名古屋( 即:)961-5鮒

福山市lii JiIl]l -1-4 ( 福山不動産ヒ' 川 TEL 福山 (0849J 23 -1491 !同

鈴 鹿 市 三 日 市 町 1859 TEL 鈴鹿(0593) 78-1165-6 

上野市山出字柏ケ坪 l∞の 1 TEL 上野( 白;952)3- {)205- 6

車草書. . 所

名古屋出強所

福山出強所

鈴 鹿 工 喝

上 野 工 渇

⑧日!?PE製造椋話会祉

本社・工場

ド 送 風 機

可 変 式 軸 流 送 風 機

ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

雪量言舌 メご阪 ( 93 1)  イセ 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 7 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  

トロ ー、y1) • L  A  F 1E妥

Ｎｖａｆ ｦｦｾ＠

Ｎｓａｆ ｦｦｾ＠

. C A F 汗妥

( 特言午)

営 業 品 目

g 二コt g a me

送 風 機

谷 山 銭 工 所株 式 会 社

豊かな経験と

最新の技術・. .  

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ビ Jレ T E  L  (762) 5861代

本 社 東京 ( 543) 2281 ・名古屋 ( 331) 6171 ・大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋 賀 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市
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特

長

)

全国有名建材l吉文は当社へ

@  

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住吉 区 粉浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 回 八 図 面1 2 6 の 1 T E L 偏岡 ( 41 )  

-
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q ィs，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐前サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538)2951 - 5・( 541 ) 5757-

営 業所 東 京 ・高微・明石・姫路・四国 ・中 国

イ寸i星音水火

M)  

コニ責 任 施由自色 彩長 尺 物

女 然 え な い
オリエンタルメタル ( 0. P .  

不 燃 ( 個 ) 1068号

才コ才L 右ご、、
M)  P. オリエンタルスーパーメタル (5.

不 燃 ( 個 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル(c.

種
r: > 

回 目

M)  P. 5. 腐 ら な い

W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

- ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

ボ ッ ク ス 波V i.皮S 大 波
S ノj 、t皮ｴ 皮 キ Ｇｩｩ か Ａｾ

加 工 品 種

オリ工Uヲルメヲル製造株式会粧

大 阪 ( 412) 5131代 表

蕨 ( 42) 3115- 8  

大 阪 ( 488 ) 10 81代 表

八 幡 ( 69 ) 2831- 4  

名 古 挺 ( 581 ) 2781- 4

話

話

話

話

話

屯

電

電

屯

屯

兵 庫 県 尼 崎 市 昭和 南 通 リ 3 - 26松本ビノレ

埼 玉 県 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

悩 岡 県 遠 白 君11 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江田T l の 24第 2 中 経 ピ J レ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 l苫 及 工 場

名 古 屋 支I吉 及 エ場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒音 を 完 全 に 追 放 し ま し た . グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 カ を 杭 押 込 力 に 変 え る の で 完 全 無 J ' idi}) 無脳内ニです。

2. 根 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 :H米 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 杭 は あ り ま せ ん。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 お さ せ る の で 大 き な え : 持 力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ 卜 イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 京 の あ る 建 築 に 故 i@. です。

4診〉綜読書事主量史筆B:r:矛3EF百

・ 本 社大阪" ，. * ( . 0 ( 尚腿怖 2 の 20( 山居世相「ピル) T  E L 大 阪 (202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支1苫 ｬＢ ｉｉｉｾＮ､ｩｱＧｬ ベ鈎 Ｑ Ｍ Ｓ Ｍ Ｒ Ｈ 刷所ピルＩ

. 福 岡 支 l吉弘i I 判" ，. .  .1¥、 J l i 1  Ｍ ＱＵ Ｍ ＳＳ Ｈ 都弘 ｪｾ 品ピルｽ

. 営 鎌 所 ＡＮｕ ｊ［ＨＮｭ ，Ｊ ｪ 判Ｇ，［｜ｩｊ ｊ ・ ｉ ＮｩＮＮｾ ｽ［，ｾ熊本・鹿児，ＺＺ， ・ 工 場 大阪1 ' ， ，'. J- t { ・鹿児 1; ゐ

モルタル・コンクリート用

防 水 剤

ホマ ノ ー ル 防 水 舟j は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

会 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

車 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

申 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 宮 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ | 坊 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

ｺｺ ［Ｚ，ＭｾＨセメント起泡淘 ＱＱＩＮ %  . .  ::11-1.. 寝泊杭エ)

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン 卜 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式 ｾＢＧＧＧｾｉＧＧＧＧＧ ・Ｎ圃唱，ＮＦ

会社.......ヨー・・_... 晶｟ｾー・Ｎ
東 京 都 品 川 区 大 井 1 - 15- 1  哩E 東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 1: 浦 市 大 田T 1  2 1 3  哩量 f:i繭 ( 2 1 )  5  1  8  9  

福 島 県 福 品 市 下 型f 寺 字 途 原 哩量 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一報次第

盛 岡 営 業 所 宕 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 12- 50 .... 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

大阪営量産所 人:1以 di ll-L 成| メ* ' 1
1

本 2 ー 17 - 26 大 阪 (971) 4  7  6  5  

カタログＩＡｾします
哩量
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全く新しい床タイルです

= 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が全 く遠います。塩 ビ の 他 に 最 近開発さ

れ た 新 し い 共重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

三宅ｾｾ，Ｂ

三 星 ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責 任 施工 の 出来 る協組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松町 の 超高 層世 界貿 易

セ ンタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付けられたものです。

東 B 本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

く専 用 品〉 ｴＺｾ日こ ｳ
製 造 元一 田島 応 用 化 工 株 式 会 社

女規 格= 333 . 3 X 333. 3 X  2  "Ym 9 枚 1m
2

333 . 3  X 333. 3 X  3 弘 9 枚 1m
2

女色 数一 18色

女 価 絡 = 2 弘 厚 品 1，200円 1 m
2

(300m
2

以上)

3 弘 厚 品 1，800円 1 m
2

(300m
2

以上)

小部屋割増 ・ 階 段4 0 %高

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の I I  

電話 ( 866)  6  I  0  I  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  
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建築と社会“ A R C HI T E CT UR E A ND  S OCIE T Y" 第53輯第 5 号

・昭和47年5 月25 日発行( 毎月 1 回25日発行) ・昭和24年3 月19 日第 Hff i 郵便物認可

金属建材における対デ; ィア性と

機能性と合理性iニつむ吃の考察。

今 回 ば‘ アルミ建材トリオ"の紹介です2

明日の笠活 ｊｾｕ 昆づくりに

アイディアて・とりくむ一一一

マ凶手当M

その昔、建築金物からスタートしたマンテンが

いま建材メーカーとしても脚光を浴びています。

ーたぶん、アイディアを大切にする合理性の徹底的

追求の成果が、認められたからでしょう。

作 業 効 率 ま で 考 え ぬ い た 究 ル ミ 建 材 ト リ オ

一見なんでもないようで、やはり違うのです。

キメ細かな技術とアイディアを背景にした品質

の確かさや施工の省力化 ・スピード化まてザ計算。

「仕事が早山「あとあとまで安心」ーと好評てす。

間 仕 切 壁 で も 天 井 下 地 で も 床下 地でも・ ・・

すでに、紫材 ・工法ともに独特のノウハウを

布佐立。51件 のパテン トに支えられ、 i丑ガ閑ビル

をはじめ京王プラザホテル ・帝国ホテル新本館[

など、名だたる高層ビルにも次つぎに採用され

役立っています。さらには、トンネル・地下街

ポーリング場・・・などの内装工事でも、です。

この£うな数多くの対応経験と、住環境だけで

なく施工時の合理性まで大切にした、マンテン

の金属建材。アルミ建材も、その一環なのです。

量豊富な昔日材による組立式で 4 5種類の標準タイプを実現。

取付施工も簡単な マンテン独自のアイディアが好評です。

腕時どる 〈組立式アルミ- r ，. - a u

カ ーテ ンボックス Ｉ ｾＧ｟ＧＯｉ｜

出芸品:3込町込l¥' Yf

2 0種 類 の 標 準 型 材 か ら 生 ま れ る 豊 富 な ノ Tリエーション。

現 場 施 工 の 合 理 化 を は か る 取 付 部 品 も 準 備 し て い ま す。

強常7f認 S K:亨ずリ

* カ宮ロヴは 、本 社 .1量援部 KSI i f . までハガキでご柑求くどさい.

株式会社 マ ン テ ン 本社 〒542 大阪市南区 4 本橋筋3- 2 1Ii (飴 ) 632- 1151代 東 京 支 底 〒 136 東京都江東区亀戸2- 3- 17 1Ii (03) 68♀ー3241代

名 古 屋 出 張 所 干451 名 古屋市中川区百船町 1-3- 4 曹 ( 052)353- 3177代 福 岡 出 張 所 干812 福 岡 市 情 多駅 東ト 12-26 (岩淵ピル} 官 (092) 43- 4356代 札 幌 出 強 所 干民泊札幌市北三条東5-5( 岩佐ビル} 雷 ω1 1 ) おト3181代

- こ入会のお申込は ・社団法人 日本建築協会 〒541 大阪市東区北浜3 37 電話大阪( 06) 231 -9648 . 9649 ・9640 振替口座大阪39975番
定価 400円 ( 送料共)


